
































アルバート家の令嬢は没落をご所望です ３
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　温かな紅茶を飲みつつ、令れい嬢じよう達がテーブルを囲んで談だん笑しようをする。

　その光景は傍はたから見ればさぞや麗しく輝かがやいて映ることだろう。とりわけ、集つどう令嬢達がみな愛らしさと気品を纏まとっているのだから尚なおの事。女であれば誰だれもがあんな令嬢になりたいと憧あこがれを抱いだき、そして男であれば見み惚とれつつも高たか嶺ねの花かと嘆なげくに違ちがいない。

　なにせそれほどまでに優ゆう雅がなのだ。そしてここエレシアナ大学において、彼女達は優雅であり英えい雄ゆうでもあった。

　そんなテーブルを囲む女性達の中、メアリが穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「二人とも元気そうで何よりだわ」

　と、そう告げれば久方ぶりに会った友人達が頷うなずいて返してくる。といっても、片や微笑みつつ、片や泣きながらメアリのドレスの裾すそを摑つかんでと反応は真逆だ。後者に至っては、この茶会が始まってから、それどころかメアリと顔を合わせてから終始この調子なのだ。

　そんな相変わらずさに、見かねたメアリが溜ため息いきと共に裾を摑んでくる彼女の手を取った。一度擦さすってから握にぎってやれば、潤うるんでいた瞳ひとみが一いつ瞬しゆんにして輝きだす。

「メアリ様ぁ……！」

「パルフェットさん、久しぶりに会えたからって泣かないでちょうだい」

　まったくもう、とメアリが溜息交じりに告げれば、パルフェットが涙なみだ目めで頷く。

　メアリ依い存ぞん度の高い彼女は、メアリがカレリア大学に戻もどって以降なにかと寂さみしさで泣いていたというが、会えたら会えたで嬉うれしくて泣くのだ。最も早はや泣き虫だのという話ではない、泣いている状態がデフォルトである。だがそれが分かっていても放ほうっておけないのがメアリであり、そんなメアリだからこそパルフェットに懐なつかれたのかもしれない。

　だがパルフェットを甘やかすだけではメアリは終わらない。彼女が涙目ながらに笑えみを浮うかべる余よ裕ゆうを見せると、今度は悪戯いたずら心が胸に湧わくのだ。

　そうしてチラと背後を振ふり返り、少し離はなれた先で一人本を読む青年に視線をやった。彼は令嬢達の会話が聞こえない距きよ離りで、それでも離れることなくジッと待っている。

「誰かさん、随ずい分ぶんと待ってくれているようね」

「誰かさんなんて知りません！」

　泣いたと思えば今度はぷくと頰ほほを膨ふくらませて訴うつたえるパルフェットに、思わずメアリが笑みを零こぼす。誰かさんとはもちろんパルフェットの元婚こん約やく者のガイナスのことであり、そんな彼に対してこの可愛かわいい令嬢はまだ意地を張っているようだ。

　それを茶ちや化かすのが楽しいと悪戯気な笑みを浮かべるメアリに対して、クスクスと笑うのは同席のカリーナ。彼女が笑うたびに黒い髪かみが揺ゆれ、形の良い唇くちびるが弧こを描えがく。

「あら、カリーナさんもパルフェットさんを冷やかしたいのかしら？」

「メアリ様ってば！　カリーナ様はそんなことなさいません！」

「パルフェットさんの言う通りですよ。パルフェットさんを冷やかしたりなんかしません。私が何か仕し掛かけるとしたら、それはもうここで言うには憚はばかられるくらい苦しい目に、彼を……」

　最後の言葉を濁にごしつつカリーナがジッと視線を向けるのは、もちろんガイナスである。こちらの声が聞こえていないはずの彼は、それでも何かを察したのかフルリと体を震ふるわせた。

　そんなガイナスを庇かばうのは、先さき程ほどまで「誰かさんなんか知りません」と訴えていたパルフェット。慌あわててカリーナの腕うでを取る。まるで子こ猫ねこが必死になってしがみつくようではないか。

「だ、駄だ目めですカリーナ様！」

「あら、パルフェットさんってば彼を庇うの？」

「そ、そんなことはありません……」

「そう、なら良いいのね。ちょっと試ためしたい事が色々とあるの、彼なら頑がん丈じようそうだし」

「ひゃあ、ガイナス様、逃にげてぇ……！」

　弱々しく悲鳴じみた声をパルフェットがあげれば、それすらも聞こえていないはずなのにガイナスがより一層体を震わせた。腕を擦り周囲を見回すあたりよっぽどの寒気なのだろう。

　そんなガイナスをパルフェットが案じるように見つめ、次の瞬間彼女がはたと我に返った。穏やかにかつ楽し気に笑うメアリとカリーナを見て、このやりとりを含ふくめて自分が冷やかされていたと察したからだ。

　酷ひどいです……！　とパルフェットが頰を膨らませる。だがそれすらもメアリが宥なだめるように手を握れば直すぐさま上じよう機き嫌げんに戻ってしまった。コロコロと表情が変わるその愛らしさにメアリの笑みが強まる。

「なんだか小型犬に懐かれた気分だわ」

「確かに、パルフェットさんは小型犬みたいですね」

「飛びついてきたり肩かたを叩たたいてこないだけマシよっ」

　マシよね、と言いかけたメアリの言葉が止まる。

　もちろん、背後からアリシアが抱だきついてきたからだ。その勢いの良さと言ったらなく、思わずメアリが「はしたない！」と声を荒あららげると共に立ち上がった。

　もっともそれでアリシアがめげるわけがない。カリーナとパルフェットに対して優雅にスカートの裾を摘つまんで挨あい拶さつし、「さて」と改めてメアリの腰こしに抱きついてきた。仕切り直しとでも言いたげな抱ほう擁ように、思わずメアリが悲鳴をあげる。

「メアリ様、こんにちは！」

「なんで一回普ふ通つうに挨拶したのよ！　私にもその挨拶をしなさいよ！」

「今日はお招き頂きありがとうございます！　私エレシアナ大学に一度来てみたかったんです！」

「ねぇ話を聞いて……なんで締しめ付けたり緩ゆるめたりを繰くり返すのよ！」

「あ、そういえばメアリ様のお兄様から手紙を預かっているんですよ」

　そう告げてアリシアが鞄かばんを漁あさりだす。

　ようやく解放されたとメアリが深く息をつき、兄からの手紙を受け取ろうとし……ガッ！　と背後から肩を摑まれた。言わずもがな野心家令嬢である。今日も今日とてその瞳に野心がみなぎっている。

　思わずメアリが引きつった笑みを浮かべ、ゆっくりと、それこそギシギシと音がしそうなほどにゆっくりと背後を振り返った。

　後ろに構えるのは麗しい令嬢。優雅に笑むその表情は美しい……はずなのに、その後ろに炎ほのおが見えるのは気のせいだろうか？　野心か、彼女の胸に宿り今もなお燃え盛る野心が幻げん覚かくを見せているというのか。

「ご、ごきげんようマーガレットさん……」

「ごきげんよう、メアリ様。ところで先程『今が狙ねらい目アルバート家の跡あと継つぎ』という気になる言葉が聞こえたんですが」

「そんな言葉は誰も口にしてないわよ」

　そうメアリが引きつった表情ながらに言い切り、クスクスと笑う令嬢達に溜息をついた。

　なんて騒さわがしいのだろうか……自分も含めて。
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　マーガレット・ブラウニー、旧名マーガレット・リアドラは、貴族と言えどあまり高い地位の生まれではなかった。といってもリアドラ家は下級というわけではなく、あくまで中の中レベル。卑ひ屈くつになるほど弱小貴族というわけでもない。

　かといって胸を張って社交界に君臨出来るほどかといえば、そこまで誇ほこれるものではない。まずまず平へい凡ぼんな中流貴族、社交界ではありふれたレベルの家系といったところである。

　マーガレットはそれを不幸とは思わなかった。

　何不自由なく、それどころか贅ぜい沢たくの出来る家に生まれたのだ。これを不幸と嘆くほど彼女は親不孝者ではない。自分の生まれが恵めぐまれていることは理解している。

　もっとも、ならば満足しているのかと問われれば、彼女は恥はじることなく首を横に振った。その瞳に野心を宿らせながら。

　平凡な貴族の家に生まれた彼女は「自分の授さずかったものより少しプラスしたものを子供に託たくせれば良い」と考える欲の薄うすい両親と違い、幼い頃ころから抑おさえ切れぬ野心を胸に抱いていたのだ。まだ貴族の格差など知らぬ幼少時からこの世界の仕組みと格差を感じ取り、それと同時に上に登りたいと考えていた。




　そんな彼女に転機が訪おとずれた。リグ・ブラウニーとの婚約である。

　ブラウニー家といえば上流の家系、親同士がエレシアナ大学時代に学友だったことから舞まい込んできたこの縁えん談だんに、マーガレットは歓かん喜きし二つ返事で了りよう承しようした。

　ブラウニー家に嫁とつげる！　といっても、そこにいっさい愛などない。そもそも、リグとは一度も顔を合わせたこともなく、それどころか悪い噂うわさばかり聞いていた。心証はあまり良くない。そんな相手だが、マーガレットはさして気にもとめなかった。

　どんな相手であろうが、夫を支え、子を授かり家庭を守る。社交界では夫が誇れる女であり、子供達には無む償しようの愛を注ぐ母である……それこそが名家に嫁ぐ女の役目であり、ブラウニー家を名乗れるのであればどんなことでもやり遂とげよう。そんな覚かく悟ごと決意を胸に、マーガレットは日々自らを高めていった。




　ここで話をブラウニー家に移す。

　ブラウニー家は代々続く名家であり上の中レベル、社交界では誰だれもが我先にと挨拶に向かうような家いえ柄がらである。

　そんな家なのだから、本来であれば縁談は選より取り見取り。いくら親が昔むかし馴な染じみと言えど、中の中レベルであるリアドラ家の娘むすめを娶めとる理由がない。

　とりわけ、リグはブラウニー家の唯ゆい一いつの子供なのだ。家を継つぐ息子むすこには家柄に見合った女性を、そう考えるのが普通である。上流の家の娘を貰もらえば家名にも箔はくが付く。

　だがその一人息子リグこそ、ブラウニー家の抱かかえる問題であった。

　なにせ我が儘まま、それでいて横暴。貴族のくせに貴族を嫌きらう、親には理解し難がたい反はん抗こう期を酷く拗こじらせていたのだ。寄ってくる令れい嬢じようは全すべてブラウニー家の家名目的と決めつけ冷たくあしらい、貴族間の交友すらも「興味がない」の一言で悉ことごとく断る。それどころか時には名前を偽いつわり市街地に赴おもむき、職人に交ざって仕立ての真似まねごとまでしだすのだ。

　甘やかしすぎたとブラウニー夫ふう婦ふが後こう悔かいするほどであり、後悔した時には既すでに手て遅おくれに近い状態だった。

　だからこそ夫婦は昔馴染みを頼たより、マーガレットに婚こん約やく話を持ち掛かけたのだ。

　貴族の令嬢を毛け嫌ぎらいする一人息子が、その反抗心から他所よその女を、それも貴族以外の女を孕はらませるなんてことが起こらないうちに……。




　そういうわけで、双そう方ほうの利害が一いつ致ちしてマーガレットは婚約した。

　ちなみにマーガレットとリグの初めての会話は、

「お前もどうせうちの家柄が目当てなんだろ」

「えぇ、そうですよ」

　である。そこにいっさい愛などなく、今後も愛が生まれなさそうな会話である。だが社交界の政略結婚などこんなものだ。

　そんな二人でも大学部まで婚約関係を続けられたのは、貴族を毛嫌いしていてもリグがブラウニー家の名と恩おん恵けいを捨てられないのと、婚約破は棄きをされたら堪たまったものではないと落ち度を作らないよう努めたマーガレットの努力故ゆえである。




　そんなマーガレットに二度目の、そして望ましくない転機が訪れたのは大学部。リリアンヌの転入である。

　彼女は転入早々リグに声を掛け、それ以降も何かと理由をつけては彼に付きまとっていた。

　そんな光景を眺ながめつつ、マーガレットはリリアンヌもどうせ他ほかの令嬢と同じ、リグに冷たくあしらわれ去っていくのだろうと考えていた。『前世でプレイしたゲームの記き憶おく』なんてものを持ち合わせていないのだから仕方あるまい。

　ところがどういうわけか、最初こそリリアンヌに冷たく接していたリグが次し第だいに彼女に柔やわらかな笑え顔がおを向けだしたのだ。それどころか自ら彼女に声を掛け、果てには彼女を囲む男達の一人と化しているではないか。

　ゲームの知識を活いかし、リグの貴族ゆえのコンプレックスをリリアンヌが解いていったのだ。とりわけ彼は家柄に拘こだわらぬ愛や優やさしさに飢うえていたので、リリアンヌにとっては楽な攻略であっただろう。相変わらず、そこには愛などないのだが。

　もっとも、そんなこと思いもよらぬマーガレットはリグの変わり様に目を疑い……そして同時に不味まずいと表情を渋しぶらせた。

　せっかくブラウニー家との縁えんを作れたのに、それをあんな女に奪うばわれてしまうのか……と。

　そう危き惧ぐするマーガレットが動き出したのは、実を言うとどの令嬢よりも早かった。全てを知って慎しん重ちように動いていたカリーナですら気付きも、それどころか考えもしない早さである。──後に彼女はこう語る。「狩かりは初速が大事ですのよ」と──

　まずマーガレットは、リリアンヌの逆ハーレムに加わったリグの姿をブラウニー夫妻に見せつけた。息子の哀あわれな姿に、夫妻が表情を暗くさせる。もとよりリグに手を焼いていた彼等からしてみれば「とうとう息子が」というところだろうか。なにより危惧していたことだ。

　そうして夫妻が養子縁えん組ぐみを考え始めたのを見計らい、マーガレットはこう告げた。

「婿むこを取り、必ず立派な男児を産むとお約束いたします！」

　と。それはなんとも無む茶ちやな話であったが、マーガレットは見事彼等の首を縦に振ふらせ、ブラウニー家の養女として迎むかえ入れられた。

　夫妻が彼女の野心を買ってくれたのだ。それをマーガレットはこれ以上ないほどに喜び、ブラウニー家はもちろん、自分の野心を咎とがめることなく送り出してくれたリアドラ家にも報むくいろうと、そう心に決めた。










　そんなマーガレットの三度目の転機が……今この時、アルバート家で開かれたメアリの結婚披ひ露ろうパーティーである。

　この度たび晴れて最愛の人と結ばれた彼女は幸せオーラを纏まとい、そして他の令嬢達を煽あおっていた。

　自ら行動をしなくては最愛の人を横から奪われてしまう、そんな彼女の話にマーガレットは内心で大いに頷うなずいていた。やはり行動あるのみである。

　そうしてメアリの話を聞いた令嬢達が意中の王子様のもとへと向かっていく。

　あいにくと特定の相手がいないマーガレットは周囲の動きを見届け、そしてメアリの背後に回るとその肩かたを優しく叩たたいた。メアリがビクリと肩を震ふるわせる。

「メアリ様、私もちょっと行ってきます」

「どうしてかしら、貴女あなたの『行ってきます』が『狩ってきます』にしか聞こえないの。というか、先せん陣じんきって行くかと思ってたわ」

「私、人の獲物はとらない主義なんです。他の方々の動きを見てからにしようと思いまして」

「良識のある狩人かりゆうどだわね。何か困ったことがあったら言いなさい、協力してあげる。私、実は貴女のガツガツしたところ嫌いじゃないの」

「お義姉ねえ様と呼んで頂いても構いませんが」

「恐おそろしいこと言わないでちょうだい」

　そうメアリに言われ、マーガレットはクスクスと笑いながら会場へと向かった。

　令嬢達が意中の相手に声をかけている。とりわけパトリック・ダイスの人気といったらなく、複数の令嬢が焦こがれるように彼を待っている。そんな視線の向かう先、パトリックに手を取られて踊おどるカリーナは普ふ段だんの冷静な彼女らしくなく、うっとりと頰ほほを染めているではないか。

　そんな会場をマーガレットはゆっくりと見み渡わたし、その壮そう観かんさに深く溜ため息いきをついた。

　流石さすがはアルバート家の屋や敷しきである。どこもかしこも格調高く、それでいて成金めいた嫌いやらしさを感じさせないセンスの良さ。細部まで手が行き届き、仕える者達も疲ひ労ろうの色一つ見せず品よく客達をもてなしている。

　何もかもが一級品。王家と並ぶ権けん威いと、そして長く続く歴史と威い厳げんをこの屋敷全てが物語っているのだ。

　羨うらやましい……とマーガレットが窓からメアリを見つめた。パルフェットとなにやら話をする彼女は流石アルバート家令嬢といった美しさと佇たたずまいである。彼女はこの屋敷の豪ごう華かさを当然として育ち、見み惚とれることなく日々扉とびらをくぐっているのだ。

　そんな光景を想像しつつ、やはりアルバート家の子息を……と考えたマーガレットが庭へと戻もどろうとし、その途と中ちゆうでぼんやりと佇む少年を見つけて足を止めた。




　マーガレットが彼を気にかけ、近付いて声をかけたのは全くの偶ぐう然ぜんである。彼を知っていたわけでもなければ、目が合ったわけでもない。もちろん呼ばれたわけでもない。

　ただなぜかその少年が気になり、話しかけてみようと思ったのだ。そしてこれがマーガレットの運命を大きく変えるのだから、この偶然は彼女の野心が引き寄せたのかもしれない。




「せっかくのパーティーなのに、浮かない顔ね」

　そう穏おだやかに声をかければ、少年がはたと我に返ったようにこちらを向いた。

　柔らかな髪かみが揺ゆれ、深い色合いの瞳ひとみがマーガレットをとらえる。幼いながらに精せい悍かんさを感じさせる美しい少年だ。だがその顔はどこか暗く、マーガレットが「どうなさったの？」と声をかけると視線から逃のがれるように俯うつむいてしまった。

　綺き麗れいな顔が台無しだわ……と心の中で呟つぶやきつつ、少年を刺し激げきしないようゆっくりとその隣となりに並ぶ。先さき程ほどまでの彼の視線を思い出して辿たどるように顔を上げれば、目の前にはアルバート家の屋敷が佇んでいた。

　その豪華さたるや、格の違ちがいを見せつけられているような錯さつ覚かくにすら陥おちいりかねない。だがそれと同時に、同じレベルに立ちたいと、この屋敷の扉を堂々とくぐり、そして同格の屋敷にメアリ・アルバートを招きたいと、そう思えてくるのだ。

　我ながら呆あきれてしまうほどの野心ではないか。そう心の中で己おのれを小さく笑えば、隣に立つ少年が「僕は……」と呟いた。

　年の頃ころなら十か十一あたりだろうか。美しい外見と声変わり前のよく通る声が似合っており、芸術品を眺めているような気分にさせる。だがその表情はどことなく暗く、声こわ色いろも落ち込んでいるように聞こえる。笑ってくれればさぞや美しいだろうに。

「どうなさったの？」

「こんな立派な家に堂々と通える人が羨ましいんです」

「あら、どうして？」

「僕、兄が二人いて……兄達はとても立派で常に堂々としていて、それなのに僕はこういった場でも緊きん張ちようしちゃって、どう振る舞まえばいいのか分からないんです」

　情けないと俯く少年に、マーガレットが穏やかに微笑ほほえんだ。

　なんて可愛かわいらしいのだろう……と、胸に湧わき上がる感情に思わず口角が上がる。だがそれと同時に「三男か」と冷静な考えも浮かぶあたり、流石はマーガレット・ブラウニーである。

　ブラウニー家の名は伊達だてではない。家いえ柄がら的にも、名乗るまでの過程においても。

「本当は一番上の兄が家を継つぐはずだったんです。でも理由があって、今は二番目の兄が継ぐことになったんです。二人共大変そうだけど、自分の役割を全まつとうしようとしている。そんな二人を見ていたら、僕は何もしないでいいのかなって……」

「お兄様にかわって家を継ぎたいの？」

「まさか、そんな」

　マーガレットに問われ慌あわてたように首を横に振るあたり、少年に兄を蹴け落おとし跡あと継つぎになるような野心はないのだろう。優しい子なのね、そう感心してしまう。──仮にここにメアリがいれば「誰だれもがみんな貴女のような野心家じゃないのよ」と冷ややかに言っただろう──

　だが、それでも彼は顔を上げ、深い色合いの瞳でアルバート家の屋敷を見上げた。風が彼の藍あい色いろの髪を揺らせば、愛らしさと精悍さを混ぜ合わせた少年特有の魅み力りよくを漂ただよわせる。

「兄に取って代わろうとか、そんなことは思っていません。でも、それでも……僕も兄達のように何かを背負い、煌きらびやかなこの社交界で臆おくすることなく堂々と胸を張っていたいんです」

　そう言い切る少年の姿は幼いながらにも『男』を感じさせ、マーガレットが小さく息を吞のんだ。少年のような愛らしさと、そして瞳に宿る強い意志、臆してしまうほどに熱い。

　だが直すぐさま彼は表情を気弱なものへと変え、溜息と共に俯いてしまった。

　純じゆん粋すいに兄達への憧あこがれを募つのらせ、そして募らせるあまり幼い自分への憤いきどおりを感じているのだろうか。先程の一いつ瞬しゆんだけ灯ともった炎ほのおは見み逃のがしてしまいそうなほど小さく、不安げに視線をそらす彼の藍色の瞳の中には既すでに面おも影かげは見られない。

　だけどあの炎は確かに少年の瞳に宿った。だからこそマーガレットは、その炎が燃え続ける糧かてになりたいと、彼が何かを成し遂とげ背負っていくのを支えたいと、そう心から思ったのだ。

　だがそれと同時にマーガレットの中で制止がかかるのは、野心を買ってくれたブラウニー家と自分を送り出してくれたリアドラ家に報いると決めたからである。あまり低い家の息子むすこを婿むこ入いりさせるのは両家に申し訳が立たない。

　そんなことを考えるぐらいには、マーガレットは野心家でありながらも義ぎ理り堅がたい女であった。両家のため、両家に恩を返すため、両家が納なつ得とくするような婿を探すのが自分の責務だと考えていた。

　望ましいのは、ブラウニー家と同格、もしくはそれより上の家系の息子。それこそが恩返しに、そして自分よりリリアンヌを選んだリグへのあてつけにもなる。

　だがそんな男がそうそういるわけがなく、マーガレットが小さく溜息をついて目の前の少年を見つめた。




　王子様が迎えに来てくれる、などという夢を見たことはない。

　王子様がいさえしてくれれば、こちらから迎えに行くのに……。




　そんなことを考え、マーガレットがふると首を横に振ふった。今は目の前の少年の悩なやみを聞いてあげなくては。自分の野心を否定する気はないが、それで他者の相談を蔑ないがしろにするのをマーガレットは良しとしない。

　だからこそ改めて少年に向き直り、彼の瞳をじっと見み据すえた。吸い込まれそうな藍色の瞳は悩みの色を映しつつ、言葉を待つようにマーガレットを見つめ返してくる。

「確かに貴方あなたはお兄様方に比べたら未熟かもしれないわ」

「そうですよね……」

「でもね、それは貴方が幼いから。だから当然なのよ。むしろ貴方はその年の差を当然とせず『今のお兄様』を見上げている、だからその未熟さは素す敵てきなことなのよ」

「素敵……？」

　少年の瞳が丸くなる。まさか未熟さを素敵と褒ほめられるとは思わなかったのだろう。

　予想外だと言いたげなその表情は愛らしく、マーガレットがクスリと笑った。

「自分を未熟だと思い、お兄様達との差を見つめ続けている限り、それは貴方の伸のびしろよ」

「伸びしろですか？」

「えぇ、変わらず理想を追いかけていけば、貴方は今よりもっと、今のお兄様達の年ねん齢れいになる頃には比べられないほど素敵になれる。私が保証するわ」

　だから自信を持ちなさい、と自分のことのように胸を張って宣言するマーガレットに、少年が圧あつ倒とうされるように啞あ然ぜんとした表情を浮うかべ……次の瞬間ポッと頰ほほを赤くさせた。

　その反応に、「あら可愛い」とマーガレットが口元を押さえた。彼の反応と表情はマーガレットへの特別な好意を分かりやすく訴うつたえており、その胸に真っ直ぐに向かう感情がどうしようもなく愛らしいのだ。

　それと同時に彼を支えたいと、時に力になり、時に見守り、誰より近くで彼の成長を見届けたいと思える。相手の家柄も知らずにこんなことを思うのは、マーガレットの人生では初めての事であった。

　そうしてふとマーガレットは、この少年の家名はおろか名前すら聞いていないことを思い出し、チラと彼に視線を向けた。もしも彼がブラウニー家と並ぶような、負けず劣おとらずな家系であったとしたら、その時は私……と、そこまで思いを馳はせ、さも「名前を呼びたいけれど分からない」と言いたげに口を開いた。

　その仕草で少年は察してくれたようで、「申し訳ありません」と慌てて頭を下げる。名乗る前に己の話をしてしまった、それを失礼なことと考えたのだろう。そんな様子もまた愛らしくマーガレットが微笑んで返した。

「名乗らずに自分の話ばかりして申し訳ありませんでした。僕はバーナード、バーナード・ダイスといいます」

「バーナード……ダイス？」

　聞き覚えのある家名に、マーガレットがオウム返しで尋たずねた。

　といっても聞き損そこねたわけではない、彼の澄すんだ声は心地ここち好よいほどにはっきりとマーガレットの耳に届いた。だが「まさか」という気持ちが勝まさって信じられないのだ。

「貴方、ダイスって……」

「はい」

　はっきりと頷うなずいて返す少年……バーナードに対して、マーガレットはキラキラと視界が輝かがやき出すのを感じていた。なにせ彼が告げた名前は『ダイス』なのだ。

　ダイス家といえば、国内はおろか近きん隣りん諸国でも知らぬ者のいない名家中の名家。もとよりアルバート家に次ぐ権けん威いを持つ家であり、嫡ちやく男なんパトリック・ダイスが王女アリシアと正式に結ばれればより高みに登る。いまやアルバート家に次ぐ家柄ではなく、共に肩かたを並べる家系。そうメアリが笑いながら話していたのを覚えている。

　上の上どころではない。ブラウニー家ですら雲の上に感じられる、貴族の中でも飛び抜ぬけた家柄。

　バーナード・ダイスはその三男。

　なるほど、だから長男パトリツクが家を継がず、次男が……と考え、マーガレットがそっとバーナードの手を握にぎった。まだ男になりきれていない細い指がピクリと揺ゆれる。だが振り払はらうことも手を引くこともなく、見れば彼の美しい顔が更さらに赤みを増していた。藍色の髪かみから覗のぞく耳まで真っ赤に染まっており、なんて愛いとしいのだろうか。
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「私ってば、ダイス家の方とは知らずとんだご無礼を……」

「いえ、そんな。僕の方こそ名乗らず申し訳ありません。あの……お名前は？」

　バーナードの問いかけに直ぐには答えずニッコリと微笑めば、彼がより頰を赤くさせて見み惚とれるように見つめてくる。

　今までリグ・ブラウニーを引き留めるために美び貌ぼうに磨みがきをかけていたが、全すべてはこの瞬間のためだったのね……そうマーガレットが内心でひとりごちた。

　そうして触ふれた手に僅わずかに力を入れて優やさしく握り、

「私、マーガレット・ブラウニーと申します」

　と返せば、藍色の少年が澄んだ声で小さく名を呼んでくれたのが聞こえてきた。

　それが嬉うれしく、自然と自分の表情が綻ほころぶのが分かる。

「私に話をして少しでも気が晴れるのなら、どうぞ何でもお話しください」

　そう告げれば、赤くなったバーナードがコクリと小さく頷いた。







「あら」

　とメアリが呟つぶやいて、ドレスで覆おおわれた自分の肩を撫なでた。なにかが下りたようにスッと肩が楽になったのだ。

　対して、そんなメアリを「どうした？」と眺ながめていたパトリックがブルリと肩を震ふるわせる。

「なにかしら、肩が楽になったわ」

「なんだ？　いまなにか寒気が……」

　片や不思議そうに肩を撫で、片や窺うかがうように周囲を見回す。そんな二人に、周囲はいったいどうしたのかと首を傾かしげた。










　ダイス家での用事をすませたメアリとアディがバーナードに声をかけられたのは、あの日パーテイーから数ヶ月後。

　昔から馴な染じみのある年下の少年に声をかけられ、さらに話を聞いてほしいと言われれば断るわけがない。通された客室で淹いれてもらった紅茶を堪たん能のうしつつバーナードに視線を向ければ、彼は言い難にくそうにそれでもゆっくりと口を開いた。

「メアリ嬢じよう……あの、女性ってどんなものを貰もらったら喜ぶんでしょうか……」

　顔を赤くさせしどろもどろな口調で尋ねてくるバーナードに、メアリとアディが顔を見合わせた。

　これはつまり、そういう質問なのだろう……と。

　そしてバーナードが純粋で誠実であるのを知っているからこそ、真ま面じ目めに答えなくてはと互たがいに頷きあった。

「そうね、女性への贈おくり物ほど難しいものはないわ」

「メアリ嬢は、何を貰ったら嬉しいですか？」

「コロッ」

「バーナード様、お嬢だけは参考にしちゃいけませんよ」

　すかさず割り込んでくるアディに、メアリがハッと我に返った。

　危ない、ついうっかりと本音が出かけてしまった。これで参考にでもされたらバーナードに申し訳がない。そう自分を窘たしなめつつ隣となりに座るアディを見上げる。視線で感謝を告げれば、伝わったのだろう頷いて返してきた。

　そんな二人のアイコンタクトに気付くこともなく、バーナードが今度はアディに視線を向ける。

「アディは、最近メアリ嬢に何をあげたの？」

「俺ですか？」

　この質問に対し、メアリとアディがキョトンと目を丸くさせ、まるで内ない緒しよ話ばなしをするかのように顔を寄せ合った。

　緊きん急きゆう会議である。

「……最近って言うと、昨日コロッケを買って帰りましたけど、あれは贈り物に数えますか？」

「貴方あなたさっきひとのこと参考にするなって言ったばっかじゃない」

「そりゃお嬢を参考にさせられないと思ったからですよ。でもここ最近の記き憶おくをひっくり返したところでコロッケしか贈ってません」

「それってどうなの？」

「じゃあ何か欲しいものがあるんですか？」

「お腹なかがすいたわ」

「コロッケじゃないですか」

　声を潜ひそめて話し合い、メアリがコホンと咳せき払ばらいをした。

　そうして改めてバーナードに向き直り、彼の藍あい色いろの瞳ひとみを見み据すえる。

「バーナード、貴方あなただれか大事なひとができたのね」

　柔やわらかな声こわ色いろで問えば、バーナードの頰が赤くなる。だが否定も誤ご魔ま化かすこともせず素す直なおに頷いて返すあたり、やはり彼は純じゆん粋すいな性格をしている。

　そしてそれほど大事な女性ということだ。思わずメアリが表情を綻ばせる。

「はい、とても大事に想おもっています」

「貴方にとって代わりのないほどに大事なのね」

「彼女の代わりなんて、考えられません」

　はっきりと断言して返すバーナードに、メアリが「それなら」と続けた。

「私達の意見を参考にしたら駄だ目めよ。代わりのない世界で只ただ一人の女性なら尚なお更さらね」

　微笑ほほえみながら説くメアリに、バーナードが何かに気付かされたようにハッと息を吞のんだ。

　次いで僅かに俯うつむきつつ、「そうですね」と照れ臭くさそうに笑う。

　そうして彼はこちらが微笑ましく笑えみをこぼしてしまいそうなほどの愛らしさで「自分で考えて、自分で贈ります」と答えた。その藍色の瞳の清らかさといったらない。自分が考えたものを贈られ喜ぶ女性を想像しているのか、どことなく嬉しそうにも見える。

「貴方にそこまで想われるなんて、よっぽど魅み力りよく的な方なのね」

「はい、彼女はとても綺き麗れいで、優しくて、大人の女性の魅力にあふれた方なんです」

「あら、年上なの？」

「エレシアナ大学の生徒で、メアリ嬢と同じ学年です」

「お嬢と同じ学年……同い年……大人の魅力……？」

「アディ、その『理解出来ない』って顔はどういうことかしら？」

　優ゆう雅がに微笑みつつメアリが問えば、アディが乾かわいた笑いで誤魔化す。

　だがアディが疑問に思うのも仕方あるまい。なにせ彼にとって『メアリと同い年の令嬢』と言えば、今日も早朝からアルバート家に遊びに来たアリシアと、先日半泣きで震えながら遊びに来たパルフェットが浮うかぶのだ。大人の魅力とは程ほど遠とおい。

　もっともそれをバーナードの前で説明する気にならず、アディが「その女性は……」と無理やりに話を戻もどした。それを聞き、メアリもまた場を改めるようにコホンと咳払いをする。

「ねぇ、バーナード。その素敵な女性の名前を教えてもらってもいいかしら？」

「はい……」

　その名前を口にすることすら嬉しいのか、愛いとおしむように瞳を細めたバーナードが「彼女の名前は……」とゆっくりと口を開く。

　その様子にティーカップに口をつけたメアリが柔らかく笑みを浮かべ──、




「彼女はマーガレット・ブラウニーといいます」




　というバーナードの言葉に、思わず紅茶を吹ふき出しかけ、グッと堪えた。

　流石さすがはメアリ・アルバート。いかに不意打ちの名前と言えど、紅茶を吹き出すような無様な姿は晒さらせない。

　もっとも、すんでのところで飲み込みケホケホと咳せき込こんだ後、思わず、

「あの女、ついにやったわね……」

　と呟いてしまったのだが、幸いバーナードには届かなかった。
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　それはまだ、メアリの髪かみがドリドリと強固なロールを描えがいていた時のこと。




　極ごく平へい凡ぼんな茶会でありながらさり気なくパトリックの隣に座らされ、同席する者達に「お似合い」だの「麗うるわしい」だのと持て囃はやされる、メアリにとって退たい屈くつでしかない時間。

　それでもアルバート家の令嬢として「あら嫌いやだわそんな」などと言って愛あい想そ笑いをしなければならないのだ。うんざりだと心の中で溜ため息いきをつきつつ、被かぶった猫ねこの尻尾しつぽを揺ゆらす。

　こんなに天気が良くて気持ちの良いい風が吹いているのに、なんでおべっか合戦なんて聞かなくちゃいけないのかしら。こういう日は散歩して外でコロッケを食べるべきなのよ。

　と、そうは思えども言葉にも態度にも出せるわけがない。ならばせめてとメアリが脳内で一人しりとり大会を開かい催さいしていると、ふと何かが視界の隅すみに映り込んだ。

　何かしら、と周囲を窺うかがう。

　だが別段変わった様子もなく、周囲は相変わらずおべっか合戦の真まっ只ただ中なか。アルバート家とダイス家夫人が揃そろった今こそアピールの機会だと皆みんな必死である。

　時にアルバート家夫人が「紅茶が美味おいしい」と言えば皆が同意しさすが味の分かる御お方かただと盛り上がり、ダイス家夫人が「あの花が綺麗」と見み惚とれれば我先にと一輪差し出し麗しい自然の美しさが映はえると持ち上げる。そうして母親達の視線の先を追い、令れい嬢じよう子息に「お似合いだ」と賛辞を贈るのだ。

　これといっておかしなことはない、飽あきるほど見た退屈な光景。

　だがほんの一瞬、何かが飛んできたような……とても近く、肩かたのあたりに……。

　いったい何だとメアリが肩口のそれを覗のぞき込み、中に収まる春の訪れに目を丸くさせた。




　そうしてしばらく、相変わらずおべっかが飛びかう茶会でメアリがパトリックの名を呼んだ。

　誰だれにも聞かれないようにコッソリと。ちょうど良いことに周囲は今アルバート家夫人へのご機き嫌げん取りタイムなのでこちらに気付く者はいない。それでも隣に座る彼はメアリの呼ぶ声に気付いて視線を向けてきた。

　囁ささやくような声で呼んだのに反応するあたり、きっとパトリックもまたこの退屈なおべっか合戦に飽きて、彼等の賛辞を右から左に聞き流していたに違ちがいない。品よく座って求められれば話に相あい槌づちを打ったりしているが、時折ムグと不自然に口を噤つぐんでいるのは欠伸あくびを嚙かみ殺しているからだ。

「どうした、メアリ」

「パトリック、私のドリルを覗いてご覧なさい」

　そうメアリが告げれば、パトリックの頭上に疑ぎ問もん符ふが浮かんだ。

　だがそれも仕方ないだろう。なにせ茶会の最さ中なかに「ドリルを覗いてご覧なさい」なのだ。

　といっても、もちろんドリルが分からないわけではない。それがメアリの縦ロールであることは日ひ頃ごろの彼女とアディのやりとりで知っている。──知った上でアディを咎とがめも止めもしないのは、口にこそしないがパトリックも心の中でメアリの髪形をドリルと呼んでいるからだ。いや、もしかしたら何度か口にしてしまっているかもしれないが──

　だが覗いてみろとはどういうことか。そもそもメアリはドリルを何本も所有しており、そのどれを覗けばいいのかも分からない。そうパトリックが視線で訴うつたえれば、察したメアリがチラと己おのれの肩口を見た。

「前面右ドリルよ」

「前面右……あ、これか」

　どうやら彼女の顔のサイドに構える縦ロールの右側らしい。

　ならばとパトリックが覗き込み……「ぐっ」とくぐもった声をあげた。




　銀糸の髪で巻かれた強固な縦ロールの奥深く、ちょこんと姿を見せるのは小さく赤い……テントウムシ。




　たまたま飛んできたに過ぎず、髪にテントウムシがとまるなど春先のこの季節であれば普ふ通つうに起こることだ。とりわけ花が咲さき誇ほこる中庭であれば尚なおの事。

　だが入り込んだそこがドリルなだけに、まるで吸い込まれたかのような印象を与あたえる。というより、モゾモゾと動くさまがいかにもドリルに取り込まれて脱だつ出しゆつしようともがいているようではないか。さながらその光景は蟻あり地じ獄ごく、あえて言うならばドリル地獄。

「メ、メアリこれは……」

「巻き込み事故よ」

「むぐっ……」

　笑いかけたのだろうパトリックが再びくぐもった声をあげ、次いで盛大に咳込みだした。

　もちろんそれはたんに笑いを堪こらえたからであり、それでもメアリはしれっと彼の背を撫なでながら「大だい丈じよう夫ぶ？」なんて優やさしく声をかけてみる。周囲が心配そうにパトリックを窺い、そして背を擦さするメアリの優しさを我先にと褒ほめた。

　もちろん、いまだテントウムシはドリルの中だ。銀糸の渦うずに囚とらわれて抜ぬけ出せずにいる。

「メアリ、なぜそれを俺に知らせた……」

「さっきアディにも教えたわ」

「なるほど、どうりで変なタイミングでケーキの追加を取りに行ったわけだ。逃にげたな」

　アディの逃げた先を眺ながめ、そして今頃従業員用食堂あたりで笑い転げているであろう姿を想像してパトリックが恨うらめしげに呟つぶやく。

　適当な理由をつければ逃げられる従者のアディと違い、ダイス家嫡ちやく男なんであるパトリックは不用意に茶会の席を立つことが出来ない。とりわけ話題が己の父親であるダイス家当主へと移った今、自分達に無関係のそれこそ聞き飽きたような話でも聞いていなければ──聞いているふりをしなければ──ならないのだ。

　だからこそ、メアリのドリルとその中に囚われているテントウムシから意識と視線を逸そらすべくそっぽを向く。だがそんなパトリックの考えをメアリが分からないわけがなく、都度、

「いま八合目よ」

　だの、

「落ちたわ」

　だのと実じつ況きようしてくる。

　そのたびにパトリックはフルフルと震ふるえながら、代わりにメイドを寄よ越こしたアディを羨うらやんだ。




　そんな中、メアリが「あら」と小さく声をあげた。

　次いでまたも小声でパトリックの名を呼ぶ。

　幸いなことにこの二人のやりとりを誰も気付かずにいたが、まぁ気付いたところで『仲なか睦むつまじい美男美女が談だん笑しようしている』とでも取ったことだろう。こうやって周囲の話を聞いていなくても『話が盛り上がって二人の世界に浸ひたっている』と良いように取ってくれるのだから、退屈ではあるが便利なものだ。

　しかしいったいどうして、片や巻き込み事故の実況、片や笑いを堪えて肩を震わせている、などと思えるのか。それほどまでに傍はたから見れば二人はお似合いなのだ。

「ねぇパトリック、私の前面左ドリルを覗いてご覧なさい」

「もう勘かん弁べんしてくれ……」

　と、そんなパトリック・ダイスらしからぬ弱音を吐はきつつ、それでもどれと身を乗り出してメアリの左側の縦ロールを覗き込む。

　そこにいるのは、小さく赤い……テントウムシ。

「悲劇、再び」

「うぐぅ……」

　慌あわててパトリックが口を押さえる。

　そうしてゲホンゲホンと咳せき込こみ、それだけでは足らないと胸むな元もとから質の良いハンカチを取り出すと口元を覆おおった。流石さすがにこれには周囲が心配そうに窺ってくるが、片手を上げて「失礼」と平静を取り繕つくろって返すあたり流石はパトリック・ダイスである。その肩が震えているが、幸いそれに気付いたのはメアリだけだ。

「メアリ、君はテントウムシを呼び寄せるフェロモンでも放ってるのか」

「失礼ね、アルバート家の令嬢がそんなもの放つわけがないじゃない。テントウムシも人間も同じってことよ」

　そう返してメアリが茶会の席を見回した。

　アルバート家夫人の服装を褒める者、流石だと庭園を眺めつつご機嫌取りをする者。ダイス家夫人の装よそおいが春らしく華はなやかだとか、ご子息は優すぐれていて将来安あん泰たいだとか、絶えることなくおべっかが飛びかう。

　誰もが皆みなアルバート家とダイス家の名前を前に必死なのだ。

　そんな光景を眺めつつ、メアリがうんざりだと言いたげに、

「テントウムシも人間も、長い物には巻かれろってことよ」

　と告げれば、その瞬しゆん間かん左右のドリルからテントウムシがふわりと飛び立った。

　なんとも春らしい光景ではないか。思わずメアリが瞳ひとみを細める。

　対して我が慢まんの限界に達したパトリックはといえば、さも用事を思い出したと言いたげに立ち上がり、心持ち足早に先さき程ほどアディが去っていった方向へと歩いて行った。







[image: 泣き虫な令嬢は一輪の花と愛の言葉をご所望です]




　アルバート家で行われたメアリとアディの結けつ婚こん披ひ露ろうパーティー。

　招かれたパルフェットはまるで夢のような幸福感で、メアリから直々に手て渡わたされた招待状を後生大事に両手で持って会場に赴おもむいた。……はずなのだが、自分の後ろに控ひかえる男が気になって、この華やかなパーティーに今一つ浸ひたりきることが出来なかった。彼とはもちろん、ガイナス・エルドランドの事である。

　せっかくメアリ様がお招きしてくださったのに……！　と不満そうに背後を睨にらみつければ、そんな自分の気持ちを察してか彼が申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げる。それでも姿を消すことはなく、それでいて以前のように寄り添そうでもない。もどかしそうにこちらの様子を窺うかがう彼の表情に、パルフェットは露ろ骨こつにぷいとそっぽを向いた。

　もっとも、もしもガイナスがこの場から立ち去ればパルフェットは「その程度だったのですね！」と怒おこり、そして寄り添って来たら寄り添って来たで「なんて馴なれ馴れしい！」と怒るつもりであった。つまり、この中ちゆう途と半はん端ぱな距きよ離りを持て余し、前にも後ろにも進めないのはパルフェットも同じなのだ。







「うちの庭を見てきたらいかが？　アルバート家の庭と言えば、ここいらでは有名なのよ」

「そ、そうですね！　私、そうします！」

「一人で行ってきます！」と言い放ち、そのまま振ふり返ることもなく──それでも彼が追いかけてくるのを足音で確かく認にんして──パルフェットはアルバート家の庭園へと進んでいった。

　周囲には花が咲き誇り、会場から風にのって音楽が聞こえてくる。その光景はまさに絶景。メアリが誇ほこらしげに語るのも納なつ得とくの美しさである。

　だがそんな光景を見てもなおパルフェットの気分は沸わくことなく、どんなに華やかな花を眺めても、どんなに芳かんばしい香かおりが鼻をくすぐっても、沈しずみきった心を晴らすことはなかった。もちろん、自分の後ろを歩くガイナスのせいである。

　彼はただ黙だまって数歩あとをついてくる。自分に話しかける権利がないと考えているのだろう、一言も発することなく黙ったまま。時折パルフェットが足を止めれば彼もまた足を止め、歩き出せば倣ならうように続く。会場から聞こえてくる軽快な音楽の中、彼の足音だけが重くパルフェットの耳に届いた。

　……いや、音楽と風の音に搔かき消されそうな足音を、無意識で求めて拾っているのだろうか。

　ほんの数歩のこの距離が近いのか遠いのか分からなくなる。いっそ「ついてこないで」と言えれば楽なのかもしれない。

　そんなことを考えつつ歩いていると、再び元いた場所へと辿たどり着いた。気付けば庭を一周してきたようだが、泥どろ沼ぬまに浸つかって藻も搔がくような思考では花の一輪も記き憶おくしていない。あんなに綺き麗れいな花なのに、庭師に失礼だと心の中で自じ虐ぎやく的に呟く。

　そうして周囲を見回すもメアリとアリシアの姿はなく、ザァと吹ふき抜ける風が人ひと気けのなさを実感させ、パルフェットが不安げに眉尻を下げた。賑にぎやかな音楽が聞こえてくるのに、どこか別世界のように思える。

　心の底からメアリの結婚を祝いたいのに、胸の傷がそれを許してくれない。

　みなさんこの痛みを乗り越こえたのに……と、そう思いつつも会場に向けた足は重たく、動き出す気になれずにいた。そんな自分がまた不ふ甲が斐いなく、更さらに気分を沈ませる。──パルフェットは「他ほかの令嬢達も傷つき、そして立ち直った」と考えているが、彼女達は実際は怒いかりが半分、清々したという晴れやかな気持ちが半分であった。中にはちゃっかり相手の家を乗っ取り、今まさに更なる高みに登るべく野心を燃え上がらせている者もいるのだが、ガイナスを慕したい、傷つき、そしていまだ苦しんでいるパルフェットには知る由よしもない──

　そうしてパルフェットがどうしようかと悩なやんでいると、会場から見覚えのある人物が歩いてきた。

　錆さび色いろの髪かみ、アルバート家の家か紋もんが刺し繡しゆうされた正装を纏まとうその姿は……、

「アディ様」

「……うん？」

　姿を現した人物はメアリの夫、アディである。

　だというのにどういうわけか、彼は名前を呼ばれても不思議そうな顔をし、まるで誰だれかいるのかと確認するように背後を振り返った。次いで己おのれの背後に誰もいないことを確認し、パルフェットに向き直り、再び背後を見て……、

「俺のことですか！」

　と声をあげた。

「どうなさいました？　アディ様」

「やめてくださいパルフェット様、そんな改まって呼ばなくて結構ですから」

「そんな、アルバート家の方に恐おそれ多いです」

　あたふたと二人同時に慌て出す。随ずい分ぶんと間の抜ぬけた光景ではあるが、パルフェットのマーキス家が貴族の中で低い位置にあることと、アディがアルバート家に婿むこ入いりしたとはいえ従者気質が抜けないことを考えれば仕方ないだろう。

　そうしてしばらくは互たがいに慌てふためき謙けん遜そんしあい、それでもなんとか落ち着きを取り戻もどす。そうしてアディが気まずそうにチラと視線を向けるのは、パルフェットと、そして彼女の背後に立つガイナスにである。

「邪じや魔ましちゃったかも……」というアディの視線に、それを察したパルフェットが慌てて首を横に振った。

「ち、違ちがいます！　私は一人でお庭を見ていたんです！　ガイナス様は、この方は……なんだか知らないけれど私のあとをついてきているだけです！」

「そんな無む茶ちや苦茶な……」

　お嬢から聞いた通りだ……と溜ため息いきをつきつつ、アディがガイナスに視線を向ける。対してパルフェットはいまだ落ち着きを取り戻せず、それでもとアディへと手を差し出した。

「パルフェット様？」

　差し出された手に視線を落としてアディが首を傾かしげれば、パルフェットが「わ、私！」と声をあげた。その声が少し裏返っているが、流石さすがにそれを指し摘てきする者はここにはいない。

「私、もう会場へ戻ります！　アディ様、案内してください！」

「俺が、ですか？」

「他に……他に誰もいらっしゃらないでしょ！」

　だから早く！　とパルフェットが急せかす。

　もっとも、その口調は我が儘ままな令嬢のきつい命令ではなく、意を決した気弱な令嬢の精せい一いつ杯ぱいの強がりなのは言うまでもない。現にパルフェットの手は小さく震ふるえ、眉尻がこれでもかと下がっているのだ。今にも震えて泣き出しそうなほどである。……いや、今も震えてはいるが。

　それを見たアディが小さく溜息をつき、僅わずかに考えを巡めぐらせた。そうしてコホンと一度咳せき払ばらいをして、

「アルバート家のこの俺が、貴女あなたなんかの手を取るとお思いですか！」

　と胸を張って拒きよ絶ぜつした。

　どこか白々しさの残るその姿はどこぞの令嬢を彷ほう彿ふつとさせる。──仮にここにパトリックがいれば、きっと彼はクツクツと笑えみを嚙かみ殺しながら「瓜うり二ふたつだ」とでも言っただろう。そしてどこぞの令嬢にきつく睨みつけられるのだ──

　もっとも、相手は他の誰でもなくパルフェットなのだから、当然、

「そ、そうですよね……！　アルバート家の方が、わ、私なんかを相手にしてくださるわけないですよね……！」

　と、一いつ瞬しゆんにして瞳ひとみを潤うるませた。

　おまけに今回はガイナスもいるわけで、

「アディ様、いくらアルバート家と言えど、彼女にそんな失礼なことを……！」

　と、こうなるわけだ。

　これには流石のアディも自分で言い出しておきながら、

「うわぁ、話に聞いていた通りなんてやりにくい……」

　と思わず本音が漏もれる。

　馬ば鹿か正直に物事を真っ直すぐに受け止める、なんともお似合いの二人ではないか。そう思えど口にすればパルフェットが意地を張るのは目に見えて明らかなので、出かけた言葉を飲み込みつつ、今にも泣き出さんばかりに震えるパルフェットを慌あわてて宥なだめた。

「あのですね……俺は別にパルフェット様の手を取ることに関して一いつ切さい問題はないんです。でも、違うでしょう？」

「違う……？」

「俺じゃないでしょ？」

　ね、と促うながすようにアディが問えば、パルフェットが潤んだ瞳をパチンと一度瞬まばたかせた。次いで小さく息を吞のみ、チラと背後にいるガイナスに視線を向ける。

　アディの言わんとしていることを察したのだ。そして彼女なりに自覚しているからこそ、迷い、いまだ動けずにいる。

　そんなパルフェットの姿に、アディが小さく笑って肩かたを竦すくめた。この愛らしくまさに小動物といった令れい嬢じようは、確かに放ほうっておけなくなる。何かと文句を言いつつ彼女を気に掛かけるメアリの気持ちが良く分かる。

「恥はずかしい話なんですが、俺はお嬢が初はつ恋こいなんです」

「メアリ様が？」

　突とつ然ぜん初恋の話をしだすアディに、パルフェットがキョトンと目を丸くさせた。そんな彼女に対して、己のことを話す恥ずかしさからアディが僅かに頰ほほを染めつつ「皆みんなには内ない緒しよですよ」と忠告をする。──仮にここにパトリックがいれば、やっぱり彼はクツクツと笑みを嚙み殺しながら「内緒もなにも皆知ってたさ」とでも言うだろう。そしてアディの初恋の相手はポッと頰を染めるのだ──

「お嬢のことが生まれた時から好きだったんです。そりゃ最初は俺も小さくて恋れん愛あいなんて感情じゃなかったけど、いつしか彼女を一人の女性として好きになってた。正真正しよう銘めい、初恋です」

「……そんなにメアリ様を」

「その初恋を拗こじらせて、拗らせて、時々は諦あきらめようとして、それでも諦められなくて……。本当に自分自身で呆あきれるくらいに拗らせて、それでようやく今日にこぎ着けたんです。だから、大事な人が自分を慕ってくれているのに、他の女性に現うつつを抜かすような男を庇かばってやる気はありません」

　そう告げて、アディが冷ややかにガイナスに視線を向ける。パルフェットに向ける温かな視線とは打って変わったその厳しい錆色の瞳に、ガイナスが自分のことを言われているのだと自覚して申し訳なさそうに身を縮こまらせた。

　パルフェットがチラと彼を見る。大きな体たい軀くに反して今の彼はどこか小さく見え、慰なぐさめたいとほんの少しながら情が湧わく。自分が彼を責めるのは良いいが、他の人に責められているのを見ると胸が苦しくなるのだ。なんて我が儘。

「ですから俺は、ガイナス様がどうなろうが知ったことじゃないんです。でも、パルフェット様は俺の大事な人の御ご友人。その貴女が動けずにいるのを、俺は見過ごすことなんて出来ません」

「……アディ様」

「貴女が望むなら会場へとご案内いたします。ですが今一度、貴女の手を取るのが俺で良いのか、考えてみてください」

　諭さとすような声こわ色いろのアディの言葉を受け、パルフェットが小さく息を吞んだ。

　右手はいまだ彼へと差し出したままだが、いつの間にか震えは止まり、その指先がピクリと小さく跳はねる。

「あの、わ、私……」

　震える声でパルフェットが呟つぶやき、差し出していた手を恐る恐る引っ込めていく。そうして自分の胸むな元もとまで引き寄せると、握にぎりしめた。

「せ、せっかくですから……もう少し、お庭を見させていただきます」

　消え入りそうな声で返すパルフェットに、アディが小さく笑みをこぼし「かしこまりました」と深く頭を下げた。

「何かありましたらお呼びください」

「は、はい……」

「では失礼いたします」

　まったくもってアルバート家らしくなく、そしてなんとも従者らしい態度でアディが去っていく。

　その背中が消えれば、後に残るのはなんとも言えない重い空気だけだ。

　互いに互いの動向を窺うかがい、相手が先に動くことを願う。それでいて相手がどう出るかが分からず怖こわくて、それでも微かすかな期待が胸に湧く。様々な感情が綯ない交ぜになって身動きが取れない、息の詰つまりそうな空間。

　それを破ったのは、ガイナスの彼らしからぬ不安げな声だった。

「パルフェット……」

　と、窺うようなその声色に、意を決するようにパルフェットがギュウと手を強く握りしめて振ふり返った。










「花と愛の言葉？」

　話を聞いたメアリがオウム返しに尋たずねれば、ケーキを一口ふくんだパルフェットが頰を赤くさせながらコクンと頷うなずいた。

　アルバート家で行われたパーティーから半月、ほんの少し様子の変わったパルフェットとガイナスに疑問を抱いだき、メアリとカリーナが問いただして今に至る。

　ちなみに現在地はパルフェットの家であるマーキス家。その中の彼女の部屋。

　ぬいぐるみや可愛かわいらしい猫ねこの絵画が飾かざられ、柔やわらかな色合いのカーテンが揺ゆれる。可愛らしいものであふれかえったいかにも女性らしい部屋に、最初こそメアリとカリーナは居い心地ごこちの悪さを感じてしまったほどだ。だが考えてみれば、これ以上パルフェットらしい部屋はない。

「あの日から毎日、エルドランド家の家か紋もんであるアザレアを一輪と、そして愛の言葉をくださいと……そう告げたんです」

　頰を染めながら話すパルフェットに、メアリが思わず「塩を舐なめたい」と呟いた。言わずもがな甘いからだ。この部屋も、パルフェットの話も、なにもかも全すべて。

　そのうえ彼女の話を聞いて改めて部屋を見回してみれば、あちこちに件くだんの花が飾ってあるではないか。豪ごう華かに花弁を広げる真っ白な花は美しく、そして柔らかく可愛らしいものであふれたこの部屋になんとも似合っている。

　押し花として飾られ、数輪は花か瓶びんにまとめられ、テーブルの上には一輪挿ざし……。その甘さに当てられまいとケーキを一口食べるも、これも甘いのだから参ってしまう。

　そんな甘さにうんざりとするメアリに対して、話を聞いていたカリーナは至し極ごく落ち着いた様子で出された紅茶を一口飲んで「ふぅん」と軽く答えた。

「つまり、その条件を一年間こなせばガイナス・エルドランドを許すということね」

「ゆ、許してあげても良いかなぁ……って考えてあげるくらいです！　それも仕方なく、嫌いや々いやなんですから！」

「あら、それなら私が彼に何をしてもいいのね。たとえば……」

　カリーナが不ふ穏おんな空気を漂ただよわせて微笑ほほえめば、パルフェットが情けない悲鳴をあげてその腕うでを取った。涙なみだ目めで見つめて腕を引っ張るのは彼女なりの精せい一いつ杯ぱいの制止である。その姿にカリーナがクスクスと笑えみを零こぼし、次いでパルフェットを宥め始めた。

　そんなカリーナにメアリが「貴女あなたはどうなさるの？」と尋ねれば、彼女は優ゆう雅がに微笑んで返してきた。艶つややかな黒くろ髪かみが揺れ、その笑みの美しさと言ったらない。……のだが、微笑んだまま何も言ってこない。無言である。

　美しい令嬢が笑んだまま漂わす冷気に、思わずメアリが頰を引きつらせた。

「恐おそろしいわね……」

「あら、私まだ何も言ってませんけれど」

「その微笑みだけで十分よ」

　柔らかな笑みを浮うかべたまま「聞きます？」と尋ねてくるカリーナに、メアリが首を横に振った。

　ただでさえ、あの日の令嬢達のしっぺ返しの中でカリーナはとりわけ残ざん酷こくで徹てつ底てい的だったのだ。むしろ『しっぺ返し』などという表現は温ぬるすぎる。

　その怒いかりがまだ冷め切っていないとなると、流石さすがのメアリも耳を塞ふさぎたくなるというもの。

　だからこそこれ以上言げん及きゆうするまいと決め、優雅に紅茶を楽しむパルフェットとカリーナに視線を向けた。二人とも共に婚こん約やく者に捨てられた。だというのになんと真逆な結末ではないか。

　片や元婚約者の前であからさまに「許してなんかあげないんですから！」とプクと頰を膨ふくらませてそっぽを向き、片や今日も今日とて聞くもおぞましい報復に励はげむ。そんな二人が並んでお茶を楽しんでいる。

　思わずメアリが溜ため息いきをつき、

「二人ともどうぞ、ご自由に」

　と皮肉気味に呟けば、それぞれ世の男が一いつ瞬しゆんで虜とりこになりそうな魅み力りよく的な笑顔で頷いた。










　そんなパルフェットとの約束から数ヶ月。

　ガイナスはあちこちに奔ほん走そうして随ずい分ぶんと慌あわただしく気の休まらない日々を過ごしていた。

　なにせパルフェットに贈おくるのは花。エルドランド家の家紋ゆえ庭に咲さき誇ほこってはいるものの、年中咲いているわけではない。だからこそ庭師とあれこれ考え、ガイナス自ら近きん隣りん諸国に買いに行き、一いつ般ぱんの民家であろうと頭を下げて譲ゆずり受けに行った。

　たかが一輪、されど毎日。

　おまけにパルフェットがいたずらに出かけてしまうものだから、ガイナスが一日中あちこち走り回る羽目になり、日付が変わるぎりぎりに……などということも少なくない。

「パルフェット、ここにいたんだな……」

「まぁガイナス様、そんなに慌ててどうなさったの？」

　と、そんな会話は幾いく度どとなく交かわされた。もちろん、パルフェットの台詞せりふはだいぶ白々しい。

　そんな日々でも、ガイナスは庭師に丸投げすることもなく、使いに買いに行かせることもしなかった。当然だが、他ほかの人にパルフェットを捜さがさせることもしない。

　自ら試行錯さく誤ごし、四方八方に駆かけ回るのだ。そんな必死な姿に、一度は勘かん当どうした彼の両親も再び信しん頼らいを寄せ、なによりパルフェットの気持ちも絆ほだされていった。




　現に、パルフェットがカレリア大学に戻もどったメアリを思い出し「メアリ様……うぅ、メアリ様ぁ……」と涙目で落ち込む時には必ずガイナスが側そばにいたのだ。──パルフェットのこの依い存ぞんは問題でもあるのだが、婚約者を庶しよ民みんの女に奪うばわれ、学園中の好こう奇きの視線に晒さらされ、足あ搔がく術すべもなく一人孤こ立りつしていたところをメアリに救われたのだ。依存するのも仕方あるまい──

　それが分かっているからこそ、そして原因は自分にあるのだと自覚しているからこそ、ガイナスはメアリの名前を呼びながらメソメソと涙するパルフェットの肩かたを擦さすっていた。

　そうしてしばらくすればパルフェットも泣きやみ、なにやら言いたげにガイナスを見上げる。そっと差し出す右手は催さい促そくしているようで、気付いたガイナスが慌てて花を取り出す。次いでボッと音がしそうなほど顔を赤くさせ、手にした一輪をパルフェットに差し出すのだ。

「パルフェット、メアリ嬢じようがいなくなって寂さみしいのは分かる。代わりが務まるなんて、そんな思い上がりはしていない……だけどどうか泣かないでくれ。その……パルフェットに泣かれると、お、俺の……俺の胸が張り裂さけそうなほど痛むんだ」

　その言葉の甘ったるさと、その反面スマートとは言えない辿たど々たどしい口調といったらない。

　もっとも、元々ガイナスは根が真ま面じ目めで不器用な性格をしており、こういった甘い台詞も愛の言葉も苦手な分類の男なのだ。真っ赤になって台詞も嚙かみながらとはいえ、口にしただけでも褒ほめてやりたいものである。

　そんなガイナスに対しパルフェットは、与あたえられた言葉に涙目だった瞳ひとみを輝かがやかせ、「はい！」と答えると同時に差し出された一輪の花を受け取った。

　この光景の甘ったるさといえば、居合わせたカリーナとマーガレットが顔を見合わせて肩を竦すくめるほどである。




　時に走り回り、時に国を越こえ、時には冷ややかな令嬢達を前に汗あせを搔かきながら。

　それでもガイナスは毎日パルフェットに一輪のアザレアと愛の言葉を贈った。

　もちろんそれは「愛してる」だの「好きだ」だのといった単純な言葉の繰くり返しではなく、その時々に合わせたガイナスの心からの言葉である。もっとも、元より不器用なガイナスがそう上手うまいこと言葉を紡つむげるわけがなく、時には駄だ目め出しをされたりやり直しを言いつけられたり、ガイナス自身も恋れん愛あい小説や劇を見たり周囲に意見を聞いたりと努力していた。

　そうして紡がれる言葉は「すまなかった」から始まり、「許して欲しい」と謝り続け、「もう一度だけ」と請こい、「そばにいさせて欲しい」と願う。そんな積み重ねの果てに告げられる「愛している」という言葉に、パルフェットはようやく自分の傷が癒いやされていくのを感じていた。

　もっとも、その場に遭そう遇ぐうすることの多いカリーナやマーガレットは堪たまったものではない。

　マーガレットはパルフェットを置いて帰国したメアリに文句を言いたい気分で、とりわけカリーナは甘ったるい空気に胸焼けを起こしかけ、それを原動力に更さらに元婚約者への追つい撃げきをかけていた。

　とにかく、パルフェットとガイナスだけを見ればなんとも穏おだやかで、二人の復ふく縁えんも時間の──それも残すところあと僅わずかな時間の──問題だろうと、誰だれもがみなそう考えていた。










　そうして迎むかえた『あの日から一年』。

　パルフェットは朝も早くに起き、お気に入りのワンピースを纏まとってソワソワと落ち着かずにいた。いつガイナスが来ても良いいように持て成しの準備をし、それでいて何気ない素そ振ぶりの練習なんてしてみる。

　彼が来たらなんて言おうか、

「あら、今日って特別な日でしたっけ？」

　と素知らぬ顔をしてみようか。

「私これから一人でお散歩に行きますの。それじゃごきげんよう」

　と立ち去ろうとすれば、彼は引き留めてくれるだろうか？

　もしかしたら今日のためにどこか素す敵てきなレストランを予約してくれているかもしれない、それか景色の良い場所に連れて行ってくれるかも。特別な場所も良いが、幾度となく共に過ごしたエルドランド家の庭でゆっくりと今日という日を過ごすのも良い。

　そんなことを考えて浮かれ、そして彼が来たら浮かれているのを悟さとられまいと緩ゆるむ頰ほほをペチペチと叩たたき、そして再び彼を思ってうっとりとし……と過ごしていた。

　だがそうやって浮かれていたのも昼までだ。昼を過ぎる頃ころにはいまだ訪おとずれず何も言ってこないガイナスに頰を膨らませ、そして夕方になり日が落ち、それも越えて夜になる頃には……、

「メアリ様ぁ……！　も、もう！　あんな方知りません！」

　と、アルバート家の屋や敷しきで自棄やけ酒ざけならぬ自棄紅茶をあおっていた。

「うん、ところでなんでうちに来たわけ？」

「馬車ですぅ……」

「でしょうね！　歩いて来てたなら驚おどろきだわ！　そうじゃなくて理由よ、理由！」

　もう！　と怒おこりつつも紅茶を注ぎ入れてやるメアリに、パルフェットが瞳に涙をためつつゆっくりと口を開いた。

「ガイナス様、ご予定があってもいつも事前にお話ししてくださるのに……」

「彼もエルドランド家の跡あと継つぎに戻って忙いそがしいんでしょ。まぁ、でも……それでも、ねぇ……」

「ここに来る前にエルドランド家のお家うちに寄ったんです。でも、ガイナス様いらっしゃらないみたいで……」

　パルフェットの瞳に涙なみだがたまる。そうしてポタリと一いつ滴てき落ちた瞬間、堰せきを切ったように泣き出した。

「わ、私が我が儘ままを言ったから、ガイナス様に、あ、呆あきれられてしまったのでしょうかっ……」

「パルフェットさん」

「もう、ガイナス様は……わ、私のことを……嫌きらいに……！」

　仮定の話でも口に出すことが怖こわいのか「嫌いになったのかもしれない」と話そうとするパルフェットの声が揺ゆれる。

　そんな彼女を宥なだめ、そして弱々しく震ふるえる肩を撫なでてやりながら、メアリが「そんなまさか」と心の中で呟つぶやいた。

　ガイナス・エルドランドはそんな男ではない。リリアンヌの虜になっても、それでも彼はパルフェットを気き遣づかっていた。婚こん約やくを破は棄きすると言い出した時もせめて己おのれが泥どろをかぶると言った。不器用でリリアンヌに唆そそのかされる迂う闊かつさはあるが、それでも根は真っ直すぐな男なのだ。

　なにより、いくらパルフェットの我が儘に振ふり回されていたとは言え、他の男達に比べれば、それどころか比べるまでもなく彼は恵めぐまれている。それに、そもそもが自じ業ごう自得ではないか。

　ガイナスがそれを自覚していたはずだからこそ、最後の最後でパルフェットを蔑ないがしろにするはずがない。

　そこまでメアリが考え、勢いよく叩かれたノックの音にはたと我に返った。いったい何だと立ち上がり扉とびらを開ければ、随ずい分ぶんと真しん剣けんな表情のアディ……。

「どうしたの？」

「お嬢、パルフェット様、ご学友がお見えです。直ぐに来てください」

「……学友？」

　いったい誰が？　とメアリが首を傾かしげれば、その後ろにいたパルフェットも涙で潤うるんだ瞳をキョトンと丸くさせた。




　突とつ然ぜんのその来訪者に、アルバート家は騒そう然ぜんとしていた。

　といっても仮にも王家と並ぶアルバート家、突然の来客だろうと余よ裕ゆうを持ってもてなせる家である。

　それがどうして騒然としているのかと言えば……、

「メアリ様のお友達が見えてるって本当!?」

「お友達！　あのメアリ様にアリシア様とパルフェット様以外のお友達が！」

「餌え付づけしてる犬とか猫ねこじゃなくて!?」

　というものである。

　これにはアディに急せかされ慌あわてて部屋を出たメアリも足を止めるというもの。

「ちょっと！　最後の犬だの猫だの言ったの誰よ！　失礼じゃない！」

「いや、はっきり言うと全員もれなく失礼ですけどね」

　喚わめくメアリに、対してアディが冷静に諭さとす。

　そうして「そんなこと話してる場合じゃありません」と話を本題に戻もどし──そしてさり気なくこの話題を流し──屋敷の大広間へと向かった。

　そこにいたのはカリーナとマーガレット。

　彼女達はメアリの姿を……というよりメアリの背後にいるパルフェットの姿を見るや慌てて駆かけ寄ってきた。挨あい拶さつもせずに声をかけてくるところを見るに、よっぽど急いでいるのだろう。

　──田舎いなか出身で挨拶よりも飛びかかる方が先な誰かさんと違ちがい、カリーナもマーガレットも遊びに来るとまず令嬢らしく優ゆう雅がに挨拶をするのだ。というより、令嬢抜ぬきにしても普ふ通つうは挨拶が先なのだろうけれど……──

「パルフェットさん、ガイナス様がどこにいるかご存じ？」

「ガイナス様ですか？　あんな方、知りません！」

　ぷいとそっぽを向くパルフェットに、カリーナとマーガレットが顔を見合わせた。

　いつもと同じやりとり、分かりやすいパルフェットの意地。……だが今日に限って二人の表情は普段の苦く笑しようめいたものとはどこか違い、むしろ青ざめているようにさえ見える。そんな二人の異変に気付いたのか、パルフェットが恐おそる恐る視線を戻し、

「ガイナス様が……どうかなさったんですか？」

　と声をかけた。

「あのねパルフェットさん、落ち着いて聞いて」

「……はい」

「ガイナス・エルドランドがいなくなったの」

　マーガレットの言葉にメアリが僅かに目を丸くさせ、次いで小さく聞こえてきたカリーナの、「私のせいだわ」という言葉にチラと彼女に視線を向けた。不安げに表情を歪ゆがめ視線を泳がせる彼女の表情に、以前のような凜りんとした美しさはない。

　今のはどういう意味かと、そうメアリが尋たずねようとし……倒たおれるパルフェットをすんでのところで受け止めた。







　話は早朝にまで遡さかのぼる。

　パルフェットと交かわした約束の最後の日ということもあり、ガイナスは普段よりも早く起き、日課であるランニングをすませ早めの朝食をとっていた。

　勘かん当どうされかけた時こそ居い心地ごこちの悪さどころではない空気を感じていたが、今は以前のように周囲と接し安らぎを得て過ごしている。いつ勘当を言い渡わたされるかと恐る恐る接していた両親とも気き兼がねなく接し、父から正式に跡継ぎに戻すと認めてもらった。一時は余所よそ余所しかった使い達も、今は自分をエルドランド家跡継ぎとして敬ってくれる。

　すべてパルフェットのおかげだ。そう考えるたびに感謝が募つのる。

　だからこそ、今日という日を最大限に彼女好みに演出しようと考えていた。

　そのためには、まずはとびきり美しい一輪を選ばなくては……と、そんなことを考えていると、メイドが怪け訝げんな表情で部屋を訪れ「ご学友がお見えです」と告げてきた。

「学友？　誰だれとも約束はしていないんだが」

「随分と急ぎの用事のようです。どうしてもガイナス様と話がしたいと……」

「そうか……仕方ない、客室に通してくれ」

　朝からパルフェットを訪ねる予定だったガイナスだが、わざわざ訪ねてきた学友を無下に出来るわけもない。

　そうして昼までならとその学友と客室で過ごし……いなくなった。

　メイドが頃ころ合あいを見て軽食を持って行ったところ客室に二人の姿はなく、開け放たれた窓には白いレースのカーテンが揺れ、ガイナスの上着だけが床ゆかに落ちていたという。

　不ふ審しんに思ったエルドランド家の者達は、屋敷内はもちろん屋敷の庭、周辺の店や学友の家までの道のり、他ほかにも心当たりのある場所を──それこそ、パルフェットには気付かれないようマーキス家にも──捜さがして回ったが、いっこうに見つけられず今に至る。




　そこまで話し終え、マーガレットが手にしていた上着をパルフェットに差し出した。

　エルドランド家の家か紋もんであるアザレアが刺し繡しゆうされた上着。一時は家から名前を排はい除じよされていたガイナスが必死にパルフェットを追いかけ続け、数ヶ月後にようやく袖そでを通すことを許された上着だ。室内に捨て置くなど彼がするとは思えない。

　それほどまでにガイナスは真ま面じ目めな男なのだ。なにせこの上着を羽織ることを許された日、それでもガイナスは直ぐに上着に袖を通すことはせず、パルフェットに会いに行った。そうして許可を得るでもなく二人で過ごし、日が沈しずみはじめた頃パルフェットに、

「今日は少し冷えますね。ガイナス様も、上着を持ってらっしゃるなら羽織ったらいかが？」

　と声をかけられ、ようやく袖を通し……はせず、彼女の肩かたにかけてやったのだ。

　そんな上着を、それどころかパルフェットを放ほうって、ガイナスが黙だまって学友と出かけるわけがない。

　そう考え、メアリがチラとカリーナに視線を向けた。

　彼女は時折話に加わるも、俯うつむき、何か考えを巡めぐらせるように眉み間けんにしわを寄せている。凜とした美しさが台無しではないか。

　そんな彼女にメアリが声をかけようとしたが、それより先に、今まで横になっていたパルフェットがゆっくりと身を起こして「どなたですか？」と消え入りそうな声をあげた。

「ガイナス様のところに訪おとずれた学友というのは、どなたですか？」

　青ざめた表情のパルフェットに誰もが気遣うような視線を向ける。とりわけカリーナの表情は暗く、それでも彼女はゆっくりと口を開き、

「私のせいだわ……」

　と弱々しげに告げた。

　そうして彼女があげた『ランダル』という男の名前に、メアリが僅わずかに息を吞のんだ。

　それもそのはず、ランダルとはエレシアナ大学の生徒であり、そしてメアリが前世でプレイした乙女おとめゲーム『ドラドラ』の攻こう略りやく対象者の一人なのだ。

　……そしてなにより、ランダルはカリーナの元婚約者である。




『ドラドラ』のカリーナは高飛車で、自分にも厳しいが他者にはより厳しい性格をしていた。

　そんな彼女の婚約者であるランダルは、所謂いわゆる『ドＳ』というもので、主人公をわざと困らせたり強ごう引いんに迫せまり反応を楽しむサディスティックな性格が魅み力りよくとして描えがかれていた。

　そんな二人なのだから上手うまくいくわけがない。もっとも、二人とも自分への評価を気にかけ表面上は良好な関係を取り繕つくろっていたのだが、だからこそ腹では何を考えているのか分からない……という状じよう況きようであった。

　そこにゲームのプレイヤーであるリリアンヌが現れ、ランダルは彼女を手に入れようと画策する。カリーナはそんな二人に対し、自分のプライドを傷つけられたと激げき昂こうするのだ。そしてリリアンヌを蹴け落おとすべく非道な手を尽つくし……そして最後には二人にしっぺ返しをくらう。

　それが『ドラドラ』で描かれるランダルルートの概がい要ようである。前作悪役令れい嬢じようのメアリとは比べものにならないほど計画的なカリーナの嫌いやがらせが生々しく、ゲーム中もっとも重いルートと言われていた。




　だが実際のカリーナはゲームのような高飛車な女ではない。なにより彼女はゲームの知識を持っているのだ。ゲームのような嫌がらせなどするわけがなく、逆ハーレムを築くリリアンヌを警けい戒かいし水面下で行動していた。もちろん、ランダルにも注意を払はらいつつ。

　そうして最後の最後で見返してやったのだ。誰よりも容よう赦しやなく、完かん膚ぷなきまでに潰つぶして、そして今もなお彼を苦しめ続けている。

　カリーナのこの容赦のなさには理由がある。

　カリーナはもしランダルがリリアンヌよりも自分を選んでくれたのなら、自分もまた前世の記き憶おくを捨て彼を受け入れようと考えていた。もしくはリリアンヌに惚ほれてもなお自分に対して真しん摯しに接してくれたのなら、彼の味方になろうと思っていたのだ。

　カリーナとランダルの間に恋れん愛あい的な感情は一いつ切さいなかったが、かといってゲームのように仲が悪かったわけでもない。互たがいに競きそい合い高め合う仲、すくなくともカリーナはそう思っていた。彼の所謂『ドＳ』な部分も、それを知っている自分なら大だい丈じよう夫ぶだろうと思っていたのだ。

　だがランダルはゲーム通りにリリアンヌに惚れ込むやカリーナを遠ざけ、蔑ないがしろにするどころか有う無むを言わさぬ強引さで婚こん約やく破は棄きを告げた。だからこそ、カリーナは彼を恨うらんだのだ。

　受け入れようと思ったからこそ、味方になろうと思ったからこそ、その優やさしさが一転して憎ぞう悪おに変わった。

　女を振ふるにもマナーがあるのだ。

「……私は徹てつ底てい的にランダルを締しめ付けていました」

　ポツリポツリと呟つぶやくように話すカリーナに、誰もが彼女に視線を向ける。

「でも、どうやら締め付けが甘かったようです。まさか逃にがしてしまうなんて……」

　迂う闊かつでしたと語るカリーナに、それを聞いていたメアリがサァ……と表情を青ざめさせた。彼女がランダルに対して行った仕打ちは到とう底てい「締め付け」などという表現ですまされるものではないのだ。

　あぁランダルの馬ば鹿か、どうして自分一人で逃げないのよ。

　追いそうだけど、この女、地の果てまで追いかけそうだけど。

　そう考え、メアリがふるりと体を震ふるわせた。だが直すぐさま「どうでも良いいか」と割り切ってしまうのは、他でもなく本当にランダルのことがどうでも良いからである。今回の件でカリーナの締め付けが更さらに厳しくなろうが、その果てに彼がどうなろうが、むしろギュウギュウと物理的に締め付けて中身が出てもメアリにはどうでも良いことなのだ。

　サディスティックのくせに、ずっと隣となりにいた女の本ほん性しようを見み抜ぬけなかったのが悪い。

　そうあっさりとメアリが切り捨てると、マーガレットが溜ため息いき交じりに、

「どうせ、ガイナス様に嫉しつ妬としたんでしょうね」

　と呟いた。聞けば彼女の元婚約者であるリグが以前に「どうしてガイナスだけが」と喚わめいたことがあったのだという。

　同じようにリリアンヌに惚れ込み、同じようにリリアンヌを囲み、同じように婚約を破棄したというのに、どうしてガイナスだけが挽ばん回かいのチャンスを与あたえられたのか……。きっとそれを言いたかったのだろう。

「そんなこと言ってるから駄だ目めなのよ。そう言ってやりました」

　誇ほこらしげにマーガレットが語れば、メアリとカリーナが深く頷うなずいた。同感だ。

「リグはそれで諦あきらめたのか、今はもうブラウニー家を出て生活していますけど、どうやらランダルはそうはいかなかったみたいですね」

「諦めが悪くて、私まで恥はずかしくなってくるわ。大方、ガイナス様の話を聞いて邪じや魔ましてやろうと考えたんでしょうね」

　盛大に溜息をつくカリーナに対して、パルフェットが不安げな表情で上着をギュウと抱だきしめた。

「わ、私のせいでしょうか……私が、ガイナス様をまだ想おもっていたから……」

「いいえ、たんにランダルが馬鹿でどうしようもない男ってだけよ」

　混乱しているのか涙なみだ目めになるパルフェットに、メアリがあっさりと言いのける。だが事実、この件に関してパルフェットに非などあるわけがない。むしろ彼女は誰だれよりランダルに怒いかりを抱いだくべきなのだ。

　同じ事を考えているのか、カリーナが優しく微笑ほほえみパルフェットの肩を擦さする。質の良いスカーフで頰ほほの涙を拭ぬぐってやるその光景のなんと美しいことか。

「パルフェットさん、貴女あなたには何の非もないわ。むしろ私の方が謝らなきゃ」

「そんな、カリーナ様は悪くありません」

「ありがとう。必ずランダルを捕つかまえて、徹底的に縛しばり上げてへし折るわ。もう二度とこんなことが起こらないように……いいえ、こんなことを起こす気も一切持たせないと誓ちかうから」

「カリーナ様……」

　パルフェットが瞳ひとみを潤うるませ、コクンと深く頷いた。目元を拭うのはもう大丈夫だと言いたいのだろうか。青ざめていた表情もどこか和やわらぎ安あん堵どを抱いたようで、それを見るカリーナもまた聖女のような穏おだやかな微笑みを浮うかべている。

　そんな二人を眺ながめつつ、

「耳を塞ふさいでおけば良かった」

　とメアリが誰だれにでもなく呟くのは、目の前の光景は美しいのにカリーナの言葉の端はし々ばしから冷ややかなものを感じるからである。

　なんと末すえ恐おそろしいことか……と、寒さに腕うでを擦りつつ、ふとポツポツと軽い音が聞こえてくることに気付いた。見れば、雨あま粒つぶが窓を叩たたいている。

「降ってきたわね」

　そう呟けば、カリーナとマーガレットもつられるように窓に視線を向けた。外は既すでに暗くなり、窓を叩く大粒の雨に雨量が増すことが分かる。夜中にかけて大雨が降るのだろう、ガイナスを捜さがすのも困難になるか、そう誰もが考え溜息をついた。

　そんな中、窓を眺めていたパルフェットが急せくように立ち上がった。

「わ、私！　ガイナス様を捜しに行きます！」

「捜すってどこに？」

「……ど、どこかです！」

　ガイナスが雨に晒さらされていると危き惧ぐしたのか、混乱状態に陥おちいりながらも「早く！　早く行かなきゃ！」と慌あわてるパルフェットに、カリーナが肩かたを竦すくめた。

「そうね、ここで待ってるより捜しに行った方が気が晴れるわね。それに、誰か他ほかの人がランダルを捕まえたら困るし」

「カリーナ様、一いつ緒しよに来てくれるんですか……？」

「私も同感です。ジッとしてても何も変わらないし、それに獲え物ものは待つより追う主義ですから」

「マーガレット様も……！」

　続くように立ち上がるカリーナとマーガレットに、パルフェットが涙目ながらに表情を明るくさせて二人を見つめる。相変わらずなんとも美しい光景ではないか。

「必ず見つけましょう」

　と頷きあう光景はまさに友情。

　対してこの空気に乗り遅おくれたメアリはと言えば、

「……これって、美談って言っていいの？」

　と、誰にでもなく呟いた。

　言わずもがな、カリーナとマーガレットの言葉の端々に友情の一言では片付けられない薄うすら寒さを感じたからである。それでも紅茶の最後の一口を飲み干して立ち上がるのは、いかに薄ら寒さを感じようとメアリも同行する気があるからだ。




　そうしてマーガレットの馬車に乗り込み、ひとまず思い当たる場所を虱しらみ潰つぶしに捜し回る。といっても既に周囲は暗くなっており、開いている店も少なく心当たりの場所もそう多いわけではない。

　ガイナスとランダルらしき二人を見たという情報も少なく、早々に手て詰づまりが見え始めてきた。そもそもエルドランド家の者も捜そう索さくに出ているのだ、いくらマーガレットが誇る馬車と言えど、彼等が捜せなかったガイナスを見つけだすというのは容易ではない。

「というか、本当に速いわね。それに造りも良いし」

「あら、ありがとうございます」

　馬車を褒ほめられて嬉うれしいのか優ゆう雅がに微笑むマーガレットを横目に、メアリが窓の縁ふちを撫なでた。

　速く、外観も美しく、そして揺ゆれも少ない。素人しろうと目でも上質と分かる馬車だ。

　それをマーガレットが自分のものとして所有しているのだから、ブラウニー家の財力はそうとうな……と、そこまで考え、ふと扉とびらに刻まれた家か紋もんにピタリと手を止めた。

　薔ば薇らの家紋。ブラウニー家の家紋ではない、彼女の旧家であるリアドラ家のものでもない。むしろその二つよりメアリには見慣れた家紋である。

　この家紋を今まで何度見たことか。パーティーで、茶会の席で、書類のうえで……アルバート家の家紋に続いて見覚えのあるものに、メアリがヒクと頰を引きつらせた。

　これは紛まぎれもない……。

「……着実に進めているのね」

「あら、何の話でしょうか？」

　相変わらず優雅な笑えみを浮かべるマーガレットをメアリがチラと一いち瞥べつし、「何でもないわ」と話を終わらせた。

　たまにパトリックが「寒気がする」と言っていたが、つまりはそういうことなのだろう。だがあくまでメアリはアルバート家、親しいからと言ってダイス家の問題に首を突つっ込むのは野や暮ぼというもの。

　というか、こんな恐ろしい狩人かりゆうどを相手にするのは真っ平ごめんである。

　だからこそダイス家の家紋を見なかったことにして、メアリは改めて窓の外へと視線を向けた。

　周囲は既に暗く、点々と灯ともる家の明かりも徐じよ々じよに少なくなっている。人ひと気けはないに等しく、見かけても帰路を急いでいる。

　それもそのはず、もうそろそろ日付が変わろうとしているのだ。

『一年間、毎日花と愛の言葉を』

　そうパルフェットとガイナスが交かわした約束の最後の一日。そんな特別な一日が終わろうとしている。

　まさかこんな形で終わるなんて、とメアリが考えた瞬しゆん間かん、ガタと音をたてて馬車が停とまった。搔かき集めたガイナス達の足取りがついに途と絶だえてしまったのだ。

　もちろんだがそこに二人の姿はなく、十字に分かれた道がこちらをあざ笑うように広がっている。完かん璧ぺきな手詰まり、ここまできたら白旗をあげるしかない。

　だがそれを言い出すことなど出来ず、メアリがどうしたものかと三人に視線をやった。カリーナとマーガレットも同じ気分なのだろう、麗うるわしい彼女達も今だけは表情を渋しぶくさせている。馬車の中に沈ちん黙もくが続き、刻一刻と激しくなる雨音だけが続く。

　そんな沈黙を破ったのは、

「あの、メアリ様のお家うちに……アルバート家のお屋や敷しきの方向に向かってください」

　というパルフェットの言葉だった。それを聞き、ついに彼女も諦めたのかと三人が瞳を細める。彼女がこの一年間をどれだけ大事に過ごしていたのかを知っているからこそ、こんな結末になってしまったことが心苦しい。最後の最後で役にたってあげられなかった、そんなことをメアリが考え、見ていられないと瞳を伏ふせた。

　次の瞬間、行き先を伝えたパルフェットが窓に張り付いた。これには誰もがどういうわけかと目を丸くさせる。

　諦あきらめてアルバート家に戻もどろうと考えたのではないのか……そう問うも、パルフェットがフルフルと首を横に振ふった。窓の外をジッと眺めるその瞳に諦めの色はない。

「ガイナス様がどんな状態なのかは分かりませんが、動けるのであればきっと私のところに向かっていると……そう信じています」

「パルフェットさん……」

「きっとガイナス様は私のことを考え、そして私が拗すねてメアリ様のもとへ行ったと、そう考えたと思うんです！　だから、ガイナス様はアルバート家のお屋敷に向かっているはず！」

　パルフェットの真しん剣けんな語りに、カリーナとマーガレットが心打たれたと言いたげな表情を浮かべた。そこまでガイナスの事を考え、そして彼が自分を理解していると信じているのね！　と。

　だがメアリだけは相変わらずこの空気に乗れず、

「ねぇ、みんなアルバート家を託たく児じ所しよか何かと考えてない？」

　と誰にでもなく尋たずねた。──その瞬間ダイス家でパトリックがくしゃみをしたのだが、メアリは知る由よしもない──




　そんな空気の中アルバート家へと進路を向けて馬車を走らせていたのだが、パルフェットが突とつ然ぜん「止めてください！」と声をあげた。その指示に従い音をたてて馬車が停まり、誰だれもが慌てて彼女の視線の先を追う。

　暗くら闇やみの中、うっそうとした茂しげみが広がる。もとより街灯がなく、そのうえ本格的に降りだした雨のせいで数歩先すら見えないほどだ。

　そんな中でもジッと目を凝こらしていると、夜闇の中でボウと人工的な明かりが揺れるのが見えた。

　誰だれかいるのだろうか。だが近付こうにも馬車では進めず、仕方ないと各おの々おのが降りる準備をし……それすらも待たずに飛び出したパルフェットにメアリが慌てて手を伸のばした。

　だがその指先はすんでのところで届かず宙を搔く。

　雨に濡ぬれることも服が汚よごれることも厭いとわず、パルフェットが「ガイナス様！」と声をあげて駆かけ寄っていく。そんな彼女を追って明かりのもとへと辿たどり着き、そこにいた人物に思わずメアリが目を丸くさせた。

　ガイナスとランダル。

　まさに捜し続けていた当人達なのだ。

　だが二人の様子は普ふ段だんとは違ちがい、ランダルはカリーナの姿を見るや小さく悲鳴をあげて顔を青ざめさせ、ガイナスは力なく彼にもたれかかっている。

　前者は小刻みに震ふるえながら「これは」だの「どうしてカリーナ様が」だのと呟つぶやき──ところで、どうして今までカリーナのことを呼び捨てにしていたランダルが様付けしているのだろう──後者はどこか目も虚うつろでボンヤリとこちらを見つめ、覇は気きのない声でパルフェットの名を呼んだ。

　ガイナスが何かしらの不調に陥おちいっているのは誰が見ても明らかである。

　真っ先にそれを察したパルフェットが、キッときつくランダルを睨にらみつけた。

「ガイナス様に何をなさったの！」

　そう声を荒あららげる彼女の瞳ひとみは潤うるみ、それどころかボロボロと大おお粒つぶの涙なみだをこぼしている。それでも彼女の様子に臆おくするような色はない。それどころか、震えて泣きながらも怒いかりを訴うつたえている。

　メアリがリリアンヌに突き飛ばされた時、彼女は泣きながらもリリアンヌを怒ど鳴なりつけていた。あの場面で、誰もが啞あ然ぜんとする中で、それでもメアリのために怒りを露あらわにしていたのだ。

　普段は泣き虫でメアリの後ろに隠かくれているような彼女だが、芯しんは誰より強いのだろう。そもそも、強くなければガイナスに条件をつけて許すようなことはしないはずだ。

「ランダル、さっさとガイナス様を放しなさい」

　そんなパルフェットに続きカリーナが告げる。その声こわ色いろは冷ややかで、ランダルがビクリと肩かたを震わせた。

　その姿にエレシアナ大学時代に女生徒を引き付けたカリスマ性はなく、ましてやサディスティックな面など微み塵じんも見えやしない。真っ青になり、全身で怯おびえを露わにしている。今にも悲鳴をあげて逃にげ出しそうなほどではないか。まぁ、万が一にこの場を逃げられたところで地の果てまで追いかけられるのだろうけれど。

　そう心の中で薄うすら寒いことを考え、次いでメアリはガイナスに視線を向けた。

　グッタリとランダルにもたれかかる姿は目も当てられない。それでもパルフェットのもとへと向かおうとしたのか、彼は片手を伸ばし……グイとランダルにその腕うでを摑つかまれた。抗あらがう様子がないあたり、よほど意識が混こん濁だくしているのだろう。

「なんだよ、くそ……なんでこいつだけ……」

　恨うらめしそうなその言葉に、メアリがやはりと内心で呟いた。

　案の定、ランダルは唯ゆい一いつ許されたガイナスを逆さか恨うらみし、最後の最後で邪じや魔ましてやろうと考えたようだ。その浅はかさといったらなく、思わずメアリが溜ため息いきをつきかけ……隣となりに立つカリーナから漂ただよう冷ややかな空気を感じ取ってブルリと体を震わせた。

「さむっ！」と心の中で悲鳴をあげる。言わずもがな、カリーナから冷気が漂っているのだ。

　早く帰ってアディに温かい紅茶を淹いれてもらおう、いいや抱だきしめてもらおう！　と、そんなちょっとした現実逃とう避ひをしかねないほどである。

　だが彼女がこれほどまでに冷気を放っているのも仕方あるまい。

　ランダルは元婚こん約やく者、だからこそカリーナの怒りが増すのだ。自分を捨てた元婚約者が自分に縋すがるどころか、ようやく幸せになろうとしている友人の足を引っ張っている。

　これを怒おこるなというのが無理な話。

　ゲームだの記き憶おくだのは既すでに関係なく、これはカリーナという一人の女性と、その家と、プライドをかけた怒りなのだ。

　だからこそ恐おそろしい……！　とメアリが極力カリーナから顔をそらしつつ思えば、いよいよもって自分の立場がないと察したのか、ランダルが助けを求めるように周囲を見回した。

　助けなんてあるわけがないのに。

「くそ……ガイナスだって同じじゃないか。リリアンヌに唆そそのかされて、婚約を破は棄きしたのに……なんでガイナスだけが、どうしてこいつだけ許されるんだよ！　同じじゃないか！」

　そう自棄やけになって喚わめくランダルに誰もが呆あきれるような表情を浮うかべ、さっさと捕つかまえようとし……走り寄って片手を振りかぶるパルフェットに息を吞のんだ。

　誰より小こ柄がらな体で、背の高いランダルに臆することもなく、その細い片手を振り上げて……。




　そうして、パン！　という軽い音……ではなく、

　ゴッ！　と鈍にぶい音を雨の中に響ひびかせた。




　拳こぶしでいった！　とメアリが心の中で声をあげる。それほどまでにパルフェットは豪ごう快かいにランダルを殴なぐりつけたのだ。

　いかにパルフェットが小柄で非力だろうと、助走をつけて全力で殴りつければそこそこの威い力りよくにはなる。現にランダルはバランスを崩くずし、ベチャと惨みじめな音と共にぬかるんだ地面へと尻しり餅もちをついた。

　もちろん、彼にもたれかかっていたガイナスも同様に、雨を吸ったぬかるみへと倒たおれ込む。

「ガイナス様！」

　悲痛な声でその名を呼び、パルフェットがガイナスへと駆け寄った。

　彼に寄り添そうようにしゃがみ込めば、途と端たんにレースをあしらったワンピースが地面に触ふれて染しみをつくる。だが本人はそんなことを気にかける余よ裕ゆうもないのか、しきりにガイナスの名を呼んで頰ほほや肩を撫なでた。

「ガイナス様、大だい丈じよう夫ぶですか？　ガイナス様！」

「パルフェット……？」

　パルフェットの声に反応し、ガイナスがゆっくりと顔を上げて彼女に視線を向ける。

　だがその瞳はどこか空くうを見ているようで、それでも確かめるように手を伸ばしてパルフェットの頰に触れた。彼女の白い肌はだに泥どろがつく。だがそれすらも気にならないのか、パルフェットが僅わずかに安あん堵どしたように表情をゆるめてその手に擦すり寄った。

「ガイナス様、私はここにいます」

「パルフェット、すまない……時間が……」

「大丈夫です、まだ日付は変わっておりません」

「あぁでも、花が……直すぐに、持ってくるから……パルフェット、きみのところに……」

　辿たど々たどしい口調ながらに必死でパルフェットを引き留めようとするガイナスに、パルフェットが小さく笑い……そして「待っていてください」と一度ギュウと彼の手を握にぎるとおもむろに立ち上がった。

　そうして馬車に向かい、再び戻ってくる。彼女が手にしているのはエルドランド家の上着。それをガイナスの肩にかけると、胸むな元もとに描えがかれたアザレアの刺し繡しゆうに手を添えた。

「ガイナス様、エルドランド家の花を私にくださいますか？」

　そう涙目ながらに微笑ほほえんで問うパルフェットに、ガイナスがそっとその手を握りしめ、

「もちろんだ」

　と、絞しぼり出した声ながらもはっきりと答えた。










　ガイナスは睡すい眠みん薬やくと強めの酒で意識を朦もう朧ろうとさせられていたが、数日休めば回復し後こう遺い症しようの心配もない。というのが、アルバート家に戻もどってきたメアリによって叩たたき起こされた家付きの医師の診しん断だんである。

　だがさすがに翌日は不調も残るというもので、多めに飲まされた睡眠薬の気だるさと酷ひどい二日酔よいでまともに立てる状態になく、そのままアルバート家の客室にこもっていた。

　あの雨の中ランダルを殴りつけガイナスに寄り添い続け、その結果びしょぬれになり風邪かぜをひいたパルフェットも同様である。
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「あの二人、同じ部屋でよろしかったんですか？」

　紅茶を注ぎつつ尋たずねるアディに、メアリがあっさりと「良いいのよ、放ほうっておきなさい」と答えた。

　次いでアディからティーポットを受け取るのは、最近のメアリのブームが『夫の紅茶を淹れてあげる妻』だからである。まぁ、慣れてないのでたまに余所よそ見みをしてテーブルを紅茶まみれにしてしまうときもあるのだが、それは新妻のご愛あい敬きよう。

　とにかく、互たがいに紅茶を淹れあって一口飲むと、再びアディが「でも……」と呟つぶやき、パルフェットとガイナスが隔かく離りされている部屋の窓を見上げた。

「若いお二人を一部屋に寝ねかしておくって、大丈夫なんですか？」

「ガイナスは二日酔いで立てもしないんだから大丈夫でしょ、それに彼は真ま面じ目めな男だし、パルフェットさんが寝てるからって手を出したりしないわ」

「そんなもんですかねぇ」

「すくなくとも、ひとが寝てるときにキスしてくるような誰だれかさんとは違ちがうと思うわよ」

「なんでそれを……！　起きてたんなら言ってくださいよ！」

「だから寝てたのよ！　いつか言おうと思ってたんだけど、ひとが寝てるときにキスするなら軽くにしなさいよ！　本気でこられたら普ふ通つうに起きるのよ！　というか、かなりの確率で窒ちつ息そく死しする夢見てるんだから！」

「だから最近夢見が悪いって言ってたんですか!?」

「そうよ！　なに『今すべてが繫つながった！』みたいな顔してるのよ！」

　互いに喚きあいながら、それでもフゥと一息つく。そうして改めて窓を見上げ、メアリが再び「放っておきなさい」と告げた。

「むしろ離しておくほうが今の二人には辛つらいのよ」

　そう断言するには理由がある。

　そもそも、最初はメアリも二人に別々の部屋を用意していたのだ。なにせアルバート家、客室は有り余るほどあり、たった二人の病人に手を焼くような家ではない。トップクラスの療りよう養よう環かん境きようをそれぞれに提供していた。

　だがいかに広い部屋でも十分な看護態勢であっても、今のパルフェットもガイナスも頭の中は互いのことでいっぱいなのだ。ことあるごとに「ガイナス様は大丈夫ですか？」「パルフェットの容態は？」と聞いてくる。

　おまけに、相手が辛くないか苦しんでいやしないかと不安で禄ろくに眠ねむれないときた。

　そうして何度も……どころか二ふた桁けたいってもなお「ガイナス様は？」「パルフェットは？」と問われ、メアリもついに根負けして同室を提案した。権けん威いと財力を持ち合わせるアルバート家の令れい嬢じようとしては一室に来客二人を詰つめ込むのは不服でもあるのだが、今回は特例である。

　だというのにそれを聞いたガイナスは「とんでもない！」と首を横に振ふった。──その衝しよう撃げきで頭を押さえて呻うめき声をあげたのだが、それもまたこの男らしい──大方、復ふく縁えんこそしたがまだ口約束の段階、両家の親に報告したわけでもないのに同室なんて……と考えたのだろう。

　真面目なガイナスらしいその返答に、メアリは仕方ないと苦く笑しようを浮かべながら溜息をつき、

「選びなさい、あの子に手を出さないと誓ちかって同室に移るか、もしくは今私が壁かべをぶち破って二部屋を一部屋に改装するのを見届けるか」

　と、脅おどしをかけた。それを聞いたガイナスが慌あわてて枕まくらを摑んでパルフェットのいる部屋へと駆かけ込んだのは言うまでもない。

　そういうわけで、病人二人を一室に閉じ込めて今に至るわけだ。




　そんな部屋の中はと言えば……。

「けほん……ひどいです、ガイナス様……けほっ、わ、私に……風邪を、風邪をひかせる……けほ、ひかせるなんて……」

　鼻声で繰くり返すパルフェットの恨うらみ言と咳せきと、

「すまないパルフェット……うぅ……本当に、わ、悪かった……」

　と、呻きながら謝罪を繰り返すガイナスの声が絶えず、まさに混こん沌とんと化していた。

　もちろん二人のベッドは別々に用意してあり、一応のためにと衝つい立たても設置してある。だが所しよ詮せん一枚の衝立、お互いの声は耳に届き、相手が無事なのだと確かく認にん出来る。だからこそ恨み言と謝罪が止やまないのだが、二人にはちょうど良いい案配なのだろう。

「けほ、けほっ……ガイナス様のせいです……」

「うん、悪かった……俺のせいだ、俺にうつしてくれ……」

「…………けほん」

「パルフェット？」

「…………けほ」

「パルフェット、どうした？」

　先さき程ほどまで咳の合間に恨み言……ではなく恨み言の合間に咳をしていたパルフェットの声が聞こえなくなり、ガイナスが身を起こす。けほけほと咳が聞こえてくるので彼女が衝立の向こうにいるのは分かるのだが、ピタリとやんだ恨み言に不安が募つのる。

　何か失言があっただろうか……と、そう不安げにガイナスが衝立の向こうの様子を窺うかがい、恐おそる恐る声をかけた。

「パルフェット、寝たのか？」

「……ガイナス様、そちらに行ってもよろしいですか？」

「あ、あぁ、構わない」

　ガイナスが慌てて身み形なりを整え、横になったままでは失礼かとベッドの縁ふちに腰こしをかける。動くたびに二日酔いで頭が痛むが、それよりも今はパルフェットが優先だ。

　そう考えて彼女を待てば、二人の間に立てていた衝立がカタンと揺ゆれた。

「失礼します」

　部屋というわけでもなく、それでも境界線である衝立を横にずらし、パルフェットが遠えん慮りよがちに顔を覗のぞかせる。

　赤い頰ほほと潤うるんだ瞳ひとみ、汗あせばんだ額に小刻みの呼吸。普段とは違うパルフェットの様子にガイナスが思わずゴクリと喉のどを鳴らし……慌てて首を横に振って「大丈夫か？」と気き遣づかった。──幸い、頭あたまを振ったことで走った痛みが冷静さを取り戻してくれた。風邪をひいて熱っぽいパルフェットに疚やましい気持ちを抱いだいたなどとメアリに知られたらどうなるか……と、想像すればガイナスの背に寒気が走る──

「ベッドに座るか？　隣となりが嫌いやなら俺が移動するから」

「……もう二度と」

「パルフェット？」

「もう二度と私を裏切らないと、傷つけないと、そう誓ってくださいますか？」

　そう訴うつたえるパルフェットの瞳は今にも泣きだしそうなほどに潤み、声も震ふるえている。それでも彼女は真っ直すぐにガイナスを見つめ、それに対してガイナスもまた彼女を見み据すえて深く頷うなずいた。

　そうしてゆっくりと彼女に手を差し伸のべようとし「今回は」と呟かれた言葉に手を止める。

「今回は許します。貴方あなたを愛しているから……。だけど次に同じようなことがあったなら、その時は覚かく悟ごをしてください」

「覚悟を……」

「貴方を許したこの愛が、全すべて憎ぞう悪おに変わります」

　はっきりと言い切るパルフェットの瞳に迷いはなく、睨にらむような鋭するどい視線がガイナスに向けられる。

　それを受け、ガイナスが応こたえるようにパルフェットの瞳を見つめた。

　自分を許し受け入れてくれた愛情の深さを知ったからこそ、これ以上重い言葉はない。

　だがそれほどまでに愛して、それほどまでに傷ついて、そしてそれほどまでに再び愛してくれるのか……と、そう思えば愛いとしさと申し訳なさが募り、再びパルフェットに手を差し伸べた。

「もう二度と裏切らない、もう二度と傷つけない。一生をかけて償つぐなうと誓う。だからパルフェット、俺とエルドランド家の花を育てていこう」

　請こうような声こわ色いろでガイナスが手を伸ばせば、パルフェットが熱い吐と息いきをもらした。そうしてゆっくりとその眉まゆ尻じりが下がり、ついにはポタと落ちた一いつ滴てきを皮切りに大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ出す。

　先程までの鋭い表情は今はもうなく、一いつ瞬しゆんにしていつもの泣き虫なパルフェットに戻もどってしまったのだ。

「……ガイナス様……ガイナス様ぁ！」

　そうして名前を呼ぶや差し出された手を取り……はせず、それよりもとガイナスの胸へと飛び込む。胸むな元もとに頰を寄せ、体たい軀くの良い体に腕うでをまわしてこれでもかと抱だきつき、背中を撫なでる手の心地ここち好よさに更さらに涙をこぼしながらもパルフェットがガイナスの名を呼ぶ。

「わ、私、怖こわくて……ずっと、不安で……ガイナス様のばか……ガイナス様のばかぁ！」

「悪かったパルフェット、不安にさせてごめんな……」

「ガイナス様、大好きです。だからもう二度と、離はなれないでください……は、離してなんか、あげないんですから……！」

「あぁ、二度と離れない。愛してる、パルフェット」

　抱ほう擁ようというには余よ裕ゆうがなく、必死にしがみついてくるパルフェットにガイナスが愛おしむような視線を向ける。そうして何度か背を撫でて宥なだめてやり、しゃっくりを上げながらも泣きやみ始めたパルフェットに瞳を細め……その額に軽いキスを落とした。

　まるで眠る前の子供に捧ささげるような柔やわらかなキスに、パルフェットが潤んだ瞳を丸くさせ……そしてポッと頰を赤らめて嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　そうして一度ギュウと強くガイナスに抱きつくと、今度はスルリとその腕から抜ぬけてベッドに潜もぐり込んでしまう。もちろん、ガイナスの寝ねていたベッドである。

「パルフェット？」

「リリアンヌさんの件は許してあげます。でも、風邪かぜをひかされたことは許してあげません」

　悪戯いたずら気に笑いながらパルフェットがガイナスのベッドの布ふ団とんに包くるまる。

「だから、ガイナス様に風邪をうつしてさしあげます」

　そう笑うパルフェットの愛らしさといったらない。

　彼女の言わんとしていることを察したガイナスが思わず表情を緩ゆるめ、自らもまたベッドに潜り込むとゆっくりとパルフェットを抱き寄せた。

「あぁそうだな、俺にうつしてくれパルフェット」

「はい、ガイナス様」

　クスクスと笑いながら抱きしめ合う二人の、なんと甘いことか。




「あら!?　私、今なんだか砂糖を吐はけそうな気がする！」

「なにを仰おつしやってるんですかお嬢じよう、コロッケの食べ過ぎならパン粉ですよ」

「あんなザラザラしたもの吐いたら喉を痛めるわ！」

　甘ったるい空気が風に乗り、少し離れた庭園でこんな会話が交かわされるほどである。










　今回の件で、晴れてパルフェットとガイナスは婚こん約やく関係に戻ることが出来た。

　といってもパルフェットの意地っ張りが治ったわけではなく、彼女は時にガイナスに対して分かりやすい意地を張り、そんな愛情表現にガイナスが惚のろ気けに近い表情を浮うかべながら困ったふりをして……と、見ていると胸焼けしそうなほどだという。

「何かあると必ずガイナス様がパルフェットさんのもとへ駆けつけるし、パルフェットさんも暇ひまさえあれば彼のことを見つめてばかり。まさにお花畑状態ですよ」

「あらまぁ、私のお花畑から種でも飛んだかしら」

「近くにいる者としては堪たまったものじゃありませんよ。胞ほう子しを飛ばさないでください」

「誰だれがキノコ畑よ」

　紅茶を飲みつつジロリと睨みつけるメアリに、向かいに座っていたマーガレットが苦く笑しようを浮かべて肩かたを竦すくめた。それほどなんです、と訴えてくるその表情を見るに、パルフェットとガイナスの仲の良さがよっぽどだと分かる。

　そんなマーガレットに対し、せめて話題を変えてやろうとメアリが「ところで」と話しかけた。

「ところで、カリーナさんは元気にしているの？」

「えぇ、カリーナ様は元気ですよ」

「……そう」

　マーガレットの「カリーナ様は」という強調に、メアリがそっと視線をそらした。

　どうやら彼女も元気らしい。それはとても良いいことだ。……彼女、は。

「……それで、ランダルは元気なの？」

「元気だと思いますか？」

「いいえ、まったく、微み塵じんも、これっぽっちも思わないわ」

　明後日あさつてを向くメアリに、マーガレットが正解だと頷いて返した。




　事件のあったあの日、見るからに不調を訴えるガイナスと「くらくらします」と頰を赤くするパルフェットを医者に引き渡わたし、メアリはカリーナとマーガレットにも泊とまっていくよう勧すすめた。時刻はすでに日付が変わってしばらく経たっており、こんな時間に来客を、それも若い女性を帰したとあればアルバート家の沽こ券けんに関かかわる。

　それに対しマーガレットは「そうですね、アルバート家の方が近いし」と二言返事で頷き、対してカリーナは首を横に振ふった。

「あら、遠慮とかはやめてちょうだい。明日用事があるのなら朝早くに馬車を出させるわ」

「いえ、違ちがうんです……早く帰って、もう二度とこんなことが起こらないように対処したいんです。一刻も早く、徹てつ底てい的に、根こそぎ、完かん膚ぷ無なきまでに、彼の考えを潰つぶしておかないと」

「…………そう、それなら仕方ないわね」

　気ヲツケテ帰ッテネ、と殆ほとんど片言でメアリが返す。そうして微笑みながら別れの挨あい拶さつを告げて馬車に乗り込むカリーナの姿は優ゆう雅がの一言で、メアリは心の中でランダルに別れを告げた。

　そんなやりとりがあったからこそ、そしてあの時のカリーナの麗うるわしい微笑みを思い出せば寒気が伝うからこそ、ランダルが元気でいるとは到とう底てい思えないのだ。むしろ生きているのかさえ定さだかではない。

「見るからに怯おびえて、昔の栄光が噓うそのようですよ」

「あら、生きてはいたのね」

「そりゃ流石さすがに……。でもカリーナ様はおろか、私やパルフェットさんにまで怯えているんですよ。この間カリーナ様が背後から声をかけたら、よっぽど驚おどろいたのか腰こしを抜かしてました」

「まぁかわいそう。自じ業ごう自得だけどね」

　あっさりと言い捨てるメアリに、マーガレットが同意だと頷く。カリーナから逃のがれられなかったランダルは哀あわれだが、結局のところ自業自得なのだ。こうやって話題にこそして白々しく同情の言葉を口にするが、助けてやる気は毛頭ない。

　そうして互たがいに微笑み合い優雅に紅茶に口をつけ、メアリがふぅと一息ついた。

「でも、みなさんが元気だと分かって良かったわ」

「えぇ、私もこうやってメアリ様とお茶が出来て嬉しいです」

　ニッコリと微笑むマーガレットに、メアリも微笑んで返しつつ「でも……」と小さく口を開いた。

「でも、場所がねぇ」

「あら、こんなに素す晴ばらしいお部屋じゃないですか。見てください、窓からの景色がとても素敵ですよ」

「そりゃ素敵に決まってるでしょ……なんたってここはダイス家なんだから！」

　どうして貴女あなたがいるの！　とメアリが声を荒あららげて問えば、それとほぼ同時にパトリックが扉とびらから顔を覗のぞかせた。

「メアリ、呼んどいて悪いがもう少し待っててくれ。書類が終わらないんだ」

「別に構わないわよ」

「マーガレット嬢も待たせて申し訳ない。バーナードもそろそろ帰ってくるはずだから」

「気になさらないでください、お義兄にい様」

「おっ、お義兄様ぁ!?」

　マーガレットの言葉に、メアリが持っていたカップを落としかける。

　だがそんなメアリに対して、パトリックはもちろんマーガレットまでも不思議そうな表情を浮かべ「どうしたんだろうな」「さぁ」と顔を見合わせて肩を竦めあった。

　日ひ頃ごろ「なんだか寒気がする」と訴うつたえているパトリックだが、どうやらその寒気の根源までは分かっていないようだ。いや、この狩人かりゆうどがそんな尻尾しつぽを出すような真似まねをしないだけか。

　そうしてパトリックが去れば、再びメアリとマーガレットが残される。

　サァ……と吹ふき抜けた風が窓辺のカーテンを揺ゆらし、なんと心地ここち好よいことか。

「……本当に、みなさん元気そうで良かったわぁ」

　そう頰ほほを引きつらせながらメアリが告げれば、マーガレットが紅茶を一口飲んで、

「えぇ、みなさん元気で咲さき誇ほこってらっしゃいますよ」

　と、微笑んで返した。
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「アディさんに、メアリ様がメロメロになる秘策を教えてあげましょう！」




　そう得意気に告げてくるアリシアに、対して向かいに座るアディは至し極ごく冷静に「それはありがたい」とだけ返して己おのれの持つ駒こまで盤ばん上じようの敵を一つ弾はじいた。

　それを見て「あー！」とアリシアが悲鳴をあげる。

　一国の王女にしては落ち着きなくはしたない悲鳴ではあるが、初心者だからとうんとハンデを貰もらっても負けが見え始め、その上でまた一つ駒を倒たおされたのだから叫さけぶのも仕方あるまい。

「そんな、私のナイトが……逃にげて、ビショップ逃げてぇー！　ア、アディさん、メアリ様がメロメロになる秘策ですよ！　凄すごいですよ！」

「そうやって動どう揺ようさせようとしても無む駄だだよ。はい、また一つ」

「きゃー、ポーンが！　うぅ、ハンデいっぱい貰ってるのにアディさんに勝てない……」

「アリシアちゃんはハンデの効果をキングとクイーンに偏かたよらせるから駄だ目めなんだよ。なんなのそのやたら機動力が上がったキングとクイーンが前線で暴れまわるスタイルは」

「我が王家は自ら剣けんを持って戦うんです！　あー、ナイトがまたしても！」

　コロンと駒が一つ転がり、再びアリシアの情けない悲鳴があがった。

　盤上はもはや勝敗は決したも同然、目も当てられないほどの有り様である。仮にこれが実際の戦場であったなら、あちこちでアリシア軍の白旗がはためいていることだろう。

　だがそんな惨さん状じようと言える状じよう況きようを前にしてもアリシアはいまだ瞳ひとみに闘とう志しを宿し、おもむろに己のクイーンを取ると盤ばんの中央へと滑すべらせた。

「アディさん、クイーンの一いつ騎き打うちといきましょう」

「それはもうチェスじゃないね」

「一騎打ちで私に勝てたら、メアリ様がメロメロになる秘策を教えてあげます」

「残念だけど、俺はあと三手で終わらせるつもりだから」

「この秘策、パトリック様はそれはもうメロメロになって、その日の予定を一いつ瞬しゆんで片付けて一日中私を抱だきしめて過ごしていたほどです」

「………ふむ」

　駒を動かそうとしていたアディの手が止まる。

　三手先の勝利を得るためにとナイトに向けられていた指先がピクリと揺れ……そしてクイーンへと進路を変えた。次いで他ほかの駒を盤上から降ろし、クイーンを中央へと差し出す。

「それで一騎打ちの内容は？」

「せーので同時に弾いてぶつけて、相手のクイーンを倒した方が勝ちです」

「もはやチェスの欠片かけらもない」

　そんな会話の末、まだ外も薄うす暗ぐらい早朝のアルバート家の客室にカツンと軽快な音が響ひびいた。







「まったく！　朝っぱらからピクニックだなんだで騒さわがれて堪たまったものじゃないわよ！」

　そう怒いかりを露あらわにするメアリをアディが宥なだめる。

　時刻はすでに遅おそく、場所はアディの部屋。普ふ段だん通りの就しゆう寝しん前の二人の時間である。

　他愛たわいもない雑談をし、今日のことを振り返り、明日の予定を確かく認にんし……という中でメアリがアリシアに対して怒おこり始めたのだ。

　だがいかにメアリが怒ろうと不満を訴えようと、アディからしてみれば毎度のこと。まぁまぁと宥めつつ彼女のティーカップに紅茶を注いでやる。

「でもパトリック様が夕飯前に連れ帰ってくださったじゃないですか」

　ひとまずそんなフォローを入れておく。

　といっても夕飯前まではきっちりとアリシアに振り回され、メアリの見送りの言葉は「預かり所じゃないのよ！」だったあたり、この言葉もフォローとして効果があるかは定かではない。

「パトリックもパトリックよ！　何かあったらすぐにその場で叱しからないと駄目って言ってるのに、あの子の事に関すると甘くなって！」

「お嬢じよう、そんなにドリドリ怒ってると髪かみが巻かれちゃいますよ」

「さり気なく火に油を注ぐんじゃないわよ！」

　キィ！　と喚わめくメアリをアディが苦く笑しよう交じりに宥め……次いでおもむろにメアリの隣となりへと移動した。それどころか宥めると見せかけて肩かたを抱く。

　この大だい胆たんさにメアリも思わず目を丸くさせ、それでも今は流されまいと「誤ご魔ま化かされないんだから」とアディを睨にらみつけた。

「お嬢、明日あしたはお休みですよね。今夜は泊とまっていったらどうですか？」

「さっきまで全力で火に油を注いでたくせに、よく口説けるわね。おあいにく様、今夜は部屋に帰って読みかけの本『犬の躾しつけ～大型犬から小型犬まで～』を読むのよ」

　ふんとメアリがそっぽを向く。怒りは頂点に達しているのだ。

　今夜こそあの本を読み終えねばならない。

　そしてパトリックに押し付けて読ませなくては！

　そうメアリが決意をした瞬間、アディがグイと強ごう引いんに抱き寄せてきた。その強引さにメアリが思わず声をあげかける。だが次の瞬間耳元で囁ささやかれた言葉に、怒りの言葉も叱しつ咤たも全すべて飲み込んだ。




「そんなこと言わずに……ね、メアリ」




　と、その言葉のなんと甘く心を痺しびれさせることか。

　普段の『お嬢』とも公おおやけの場での『メアリ様』とも違ちがう。優やさしくて甘い特別な呼び方……。

　これにはメアリの胸も高鳴り頰が赤く染まる。見上げれば錆さび色いろの瞳が優しげにそれでいて誘さそうように見つめてくるのだから、強く抱きしめてくる腕うでに抗あらがえるわけがない。

「も、もう……仕方ないわね……」

　腕の中に大人しくおさまりそれでもメアリが精せい一いつ杯ぱいの強がりを言えば、アディがクツクツと笑いながら額にキスをしてきた。










　ぼんやりとメアリが目を覚ましたのは、そんなやりとりがあった真夜中。

　寝ね惚ぼけた意識でモゾと起き上がり、己の身体からだが何も纏まとっていないことに気付くとあらまぁと微睡まどろむ意識で手近にあったシャツを羽織る。これはアディの服かしら……と、腕を伸のばして袖そで口ぐちの余りを見て思う。随ずい分ぶんと大きいが、寝巻き代わりに羽織るにはちょうど良いい。

　そんな事を考えていると、隣で眠ねむっていたアディがモゾと動きだした。

　彼もまた上半身は裸はだか。きっとメアリが起きたことで布ふ団とんが捲まくられ肌はだ寒ざむさを感じたのだろう。

「ん……お嬢……？　どうしました？」

　そう尋たずねてくるアディの声は随分と微睡んでいる。

　目をこすりながらのその口調は酷ひどく眠たげで、メアリは小さく笑えみをこぼすと「なんでもないわ」とだけ答えて彼の胸むな元もとに寄り添そうように再び横になった。

　大きな手が銀の髪を梳すくように撫なでてくる。だが普段より幾いく分ぶん雑で、時折は髪ではなく耳に触ふれるあたり殆ほとんど寝惚けているのだろう。その心地ここち好よさにアディを見上げれば、錆色の瞳は今は閉じられ、薄うすく開かれた唇くちびるから微かすかな呼吸が漏もれる。

　寝惚けているどころではなかった。きっと意識の殆どは夢の中だ。

　それでも頭を撫でてくれる彼が愛いとしく、メアリがほんの少し体を伸ばすようにし、




「おやすみ、あなた」




　と囁くと共にアディの唇にキスをした。

　その瞬間、錆色の瞳がカッ！　と開かれる。

「お嬢、今なにか言いました!?」

「さぁなにかしら。おやすみアディ」

「言いましたよね!?　呼びましたよね!?　もう一回！」

「こういうのは不意打ちじゃなきゃ意味がないのよ。さ、明日はパトリックを引きずってでも犬の躾講座に連れて行くんだから、もう寝るわよ」

「お嬢！」

　抱き寄せ、頭を撫で、キスをして……と訴うつたえるように強請ねだるアディに、メアリはしてやったりと笑みながら心地好さの中で眠りについた。







[image: 冷徹な令嬢は新たなる趣味をご所望です]




　珍めずらしい来客に、メアリが僅わずかに目を丸くさせた。

　だが彼女も学友なのだから訪問自体はさして驚おどろくものではない、ただ彼女が一人で来たことが意外だったのだ。──あと、突とつ然ぜんの訪問を詫わびる礼れい儀ぎ正しさが珍しかった。なにせメアリの来客と言えば、早朝勢いよく飛び込んでくるアリシアか、半泣きで訪ねてくるパルフェットか、どちらにせよメアリの都合などお構いなしなのだ──

　そんなせっかくのまともな来客、それも表情から訳ありと見て、メアリは近くにいたメイドにお茶の用意を命じると中庭へと彼女を案内した。

　そうして心地好い風が吹ふき抜ぬける中庭の椅い子すに座り、香かおりよい湯気を上げる紅茶に口をつける。そのついでにチラと視線を向ければ、テーブル越ごしに座る令嬢はらしくなく視線を泳がせていた。

　なにがあろうと、それこそ婚こん約やくを破は棄きされても揺ゆるぐことなく凜りんとしていた美しさも今は見られず、深刻とさえ言える表情によっぽどの理由があるのかとメアリが考えを巡めぐらせる。

　さて、いったい何の用かしら……。

　だがメアリ同様、彼女もまた通常あり得ない前世の記き憶おくを所有しているのだ。考えても無む駄だかもしれない、そう判断し、ならば直接聞くしかないとメアリが彼女の名前を呼んだ。

「それで、今日はどうなさったの？　カリーナさん」

　その声にカリーナが僅かに顔を上げ、それでも直すぐさま視線を落としてしまった。随分と言い難にくいことがあるようで、時折はチラとメアリを見つめ、僅かに唇を動かし……と、繰くり返すその仕草で躊躇ためらっているのが分かる。

　それでも意を決したのか、カリーナが顔を上げてジッとメアリを見つめた。

「あの……突とつ然ぜん押し掛かけてしまい申し訳ありませんでした。メアリ様も忙いそがしいのに」

「いいのよ、基本みんな突然来るから」

「……そうなんですか」

「どこかの田舎いなか娘むすめなんて、このあいだ私が起きたら当然のようにお母様と紅茶を飲んでいたのよ。思わず悲鳴をあげたわ」

「そ、それは……」

「そういうわけだから、気にならさないで話してちょうだい」

　そうメアリが促うながせば、カリーナが僅かに躊躇いの色を見せた後ゆっくりと口を開いた。

「あの……ランダルのことなんですが……」

「あら、彼がどうしたの？」

　カリーナが口にした名前に、メアリが首を傾かしげる。

　ランダルと言えば『ドラドラ』の攻こう略りやく対象者の一人、そしてカリーナの元婚約者である。

　令嬢達のしっぺ返しでは誰だれより手痛い一いち撃げきを──そんな可愛かわいらしい表現で済むかはさておき──喰くらい、あげくにパルフェットとガイナスの仲を邪じや魔ましようとした人物。もっとも、今は過去の栄光の欠片かけらも見られないほどに怯おびえきっている……と、よくダイス家で遭そう遇ぐうするとある令れい嬢じようから聞いた。

「まさか、彼ってばまた逃にげたの？」

「えぇ、また……というか定期的に逃げているんです。もちろんそのたびに捕つかまえて、締しめ付けて、責め立ててはいるんですが……その……」

「どうしたの？」

　妙みように言い淀よどむカリーナに、メアリが不思議そうに彼女の顔を覗のぞき込んだ。

　魅み惑わく的な瞳ひとみも今は困こん惑わくの色が強く、眉み間けんには戸と惑まどいの皺しわが浮うかんでいる。おまけに、メアリと視線が合うや居い心地ごこちが悪いと言いたげにふいと他所よそを向いてしまうのだ。彼女が逃げるように視線をそらすなど意外としか言いようがなく、よっぽどの事かとメアリが内心で呟つぶやく。

　だからこそ声こわ色いろを柔やわらかくし、「それで、どうしたの？」と宥なだめるように先を促した。

「その、最近、ランダルを強く責め立てると……」

「責め立てると……？」

「彼、なんだか……嬉うれしそうな顔をしている気がして……」

　若じやつ干かん青ざめつつカリーナが告げれば、サァ……と心地好い風が吹き抜け二人の髪かみを揺らした。

「……責任をとってあげなさい」

　とは、数秒ほど啞あ然ぜんとした後にメアリが放った言葉である。

　それを聞いたカリーナが慌あわててメアリに向き直り、その名を呼んだ。

「メアリ様、それって……！」

「なんて恐おそろしい。貴女あなた、目覚めさせたのね……！」

「そんな！　だってランダルは！」

　きゃあきゃあと令嬢二人が喚わめきあう、端はたから見ればはしゃいでいるようで可愛くさえ見えるだろう。会話の内容はかなり深刻ではあるが。

　とにかく、メアリは「責任をとってあげなさい」の一点張りである。対して薄うす々うす感づいていた事実を突つき付けられた気分なのか、カリーナが表情を青ざめさせながら「でも……」と口を開いた。

「でも、ランダルはそんな性格じゃなかったはずなのに……！」

　そう訴える声はかなり必死だ。

　だが実際にカリーナの言う通り、ランダルの性格は所謂いわゆる『ドＳ』。気に入った相手を追い詰つめて喜ぶ、常に他者を見下すプライドが高い男……だった。

「そうね、確かにランダルはそういう性格だったわね。……でも過去形よ」

「か、過去形ですか……」

「……だから、その性格を貴女がへし折って、更さらにへし折った跡あと地ちに新たなものを植え付けたんでしょ」

「怖こわいことを仰おつしやらないでください！」

　彼女らしくなく取り乱し悲鳴をあげるカリーナに、メアリが見ていられないと顔を背そむける。

　だが結局のところ、つまりはそういうわけなのだ。カリーナの締め付けを切っ掛けに芽生えた何かが、サディスティックとは真逆の方向に振ふり切ってしまったのだろう。

　恐ろしい……と思わずメアリが冷ややかな視線を向ければ、カリーナがその意図を察してよりいっそう表情を青ざめさせた。

　そんな二人に、ふいに声がかかる。

　見ればこちらに近付くアディの姿。紅茶のおかわりを持ってきてくれたようで、最愛の夫の登場にメアリがガタと椅子を鳴らして立ち上がった。

「アディ、来ちゃ駄だ目め！　この女は危険よ！」

「メアリ様ひどい！」

「……はい？　あの、紅茶のおかわりとケーキをお持ちしましたけど」

「アディ、部屋に戻もどりましょう！　この女、開けなくても良いい扉とびらを開けてくるわ！」

「メアリ様、見捨てないでください！」

　キィキィと喚きながら警けい戒かいするメアリに、悲鳴をあげながらカリーナがすがりつく。

　そんな二人の様子にアディがキョトンと目を丸くさせ「……扉？」と首を傾げた。




　そうしてアディを加え、改めてカリーナが説明をする。

　といっても内容は先さき程ほどとなんら変わりはなく、それどころか「責め立てていると時々期待するような瞳で見つめてくる」という情報まで追加された。
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　そんな話を聞いた──むしろ聞かされた──アディの返答はと言えば、

「……責任をとってさしあげるべきかと」

　というものであった。

　これにはメアリがやはりと頷うなずき、対してカリーナが再び悲鳴をあげる。

　そんな中、ふとメアリがとあることに気付いてカリーナの名を呼んだ。

「ねぇカリーナさん、ランダルは今日も逃げ出したのよね？」

「えぇそうです。でもどうせ逃げる先なんて分かり切ってますけど」

「分かり切っているのね」

「えぇ、幾いくつかある逃とう走そうルートも全すべて把は握あくしています」

「そ、そう……。なら捕まえて、今度こそ二度と逃げないように、芽生えたものごとへし折ってやったらいかが？」

　若干頰ほほをひきつらせつつメアリが提案すれば、それを聞いたカリーナがパッと顔を上げた。

　次いで驚おどろくほど冷ややかに、それこそアディが慌てて紅茶を飲んで暖をとるほどに冷ややかに「そうですね」と微笑ほほえんだ。

　その笑えみのなんと美しいことか。

　そしてこの笑みこそ、メアリの知るカリーナの最も彼女らしい表情である。

「突然押し掛けて申し訳ございませんでした。私、とっても大事な用事がありますので、これで失礼いたします」

「えぇそうでしょうね。次はぜひ時間のある時に、マシな用件で来てちょうだい。普ふ通つうに、穏おだやかに、温かく食事でもしましょう」

「はい、喜んで」

　ニッコリと微笑んでカリーナが令嬢らしく頭を下げた。

　スカートを摘つまんで僅わずかに身を屈かがませる仕草は流石さすがの一言で、その仕草の優ゆう雅がさはアルバート家令嬢としてマナーを極きわめたメアリに並ぶだろう。漂ただよう薄うすら寒ささえなければ、だが。

　そうして去っていく彼女の後ろ姿を見送り、メアリが盛大に溜ため息いきをついた。

　でもねカリーナ、貴女……。

　と、出かけた言葉をすんでのところで飲み込んで、淹いれ直してもらった温かな紅茶に口をつける。もっとも、カリーナの置き土産みやげこと冷気は紅茶如ごときでは緩かん和わされず、メアリが無言でアディに視線をやれば、彼もまた冷気に当てられたのかギュウと抱だきしめてきた。










　時間は少し遡さかのぼり、更に場所も変わり、エルドランド家の屋や敷しき。

　日課のランニングをすませたガイナスが自室で本を読んでいると、メイドが「ご友人がみえています」と声をかけてきた。

　記き憶おくをひっくり返しても誰かと会う約束はしていない、パルフェットが遊びに来るにも時間が早い。いったい誰だれが……と、脳のう裏りに浮かぶとある人物を極力考えないようにして、ガイナスはメイドに言われるままに玄げん関かんへと向かい、

「ガイナス！　匿かくまってくれ！」

　と喚くランダルの姿に、うんざりとした表情で溜息をついた。

「ランダル、お前な……何度うちに来るなって言えば分かるんだ」

「ガイナス、俺を見捨てるのか！」

「あぁ見捨てる。というか既すでに見捨てている。帰ってくれ、お前を家にあげるとパルフェットの機き嫌げんが悪くなるんだ」

「ひとでなし！」

「どっちがだ！」

　悲鳴じみた声をあげるランダルに、対してガイナスもつられて声を荒あららげる。

　だが結局妥だ協きようして庭へと通してしまうのは、一時は同じ穴の狢むじなであったからだ。同じようにリリアンヌに現うつつを抜ぬかし、同じように婚こん約やくを破は棄きした身。パルフェットの強さと愛情深さでガイナスは再びエルドランド家を名乗れるようになったが、一歩間ま違ちがえればランダルと同じ道を歩んでいたのだ。

　そう考えると、どうにもガイナスはランダルを見限れずにいた。

　なにより、どうせそのうち……という考えもある。




　そうしてランダルの愚ぐ痴ちを聞き続けてしばらく、エルドランド家の庭に「いたわ、あそこよ！」と高らかな声が響ひびいた。

　その瞬しゆん間かん、ランダルの肩かたがビクリと跳はねる。それはもう全身で恐きよう怖ふを露あらわにし、表情も一瞬にして青ざめる。対してガイナスは微み塵じんも動じることなく、それどころかさっさとテーブルの茶器を片し始めた。

　バタバタと数人の足音が近付き、屈くつ強きような男達がランダルを捕ほ獲かくし縛しばり上げる。その間もガイナスは慣れた手つきで茶器をまとめ、先程の声の主が現れる頃ころにはまとめた茶器をメイドに手て渡わたし、綺き麗れいさっぱりテーブルを片付け終えていた。

「ごきげんよう、ガイナス様。いつものことながら騒さわがしくしてごめんなさいね」

「いいや気にしないでくれ。そのうち貴女が捕獲に来るだろうと思って、あいつの話も右から左へ聞き流して考え事をしていただけだ」

「あら、それなら良かった」

　上品に笑いつつランダルを馬車に放ほうり込むよう命じるのは、もちろんカリーナである。相変わらずの美しさだが、その美しさも優雅さも今のガイナスにとっては恐怖でしかない。直視し難がたく思わず視線が泳ぐ。

　だが視線を泳がせた結果、紐ひもで縛られたうえに猿さる轡ぐつわを嚙かませられたランダルの姿が視界に入り込んでしまうのだ。もうどこを見ていいのか分からないとガイナスが瞳ひとみを細める。

「お詫わびにケーキを買ってきたの、是ぜ非ひパルフェットさんと食べてちょうだい」

「あ、ありがとうございます……」

　思わず敬語になりつつケーキの入った箱を受け取る。

　そうして優雅に挨あい拶さつをして去っていくカリーナを見送りガイナスが溜息をつけば、まるで入れ代わるかのように一台の馬車が停とまった。

　見覚えのある馬車。マーキス家のもの、もちろんパルフェットである。

　ひょこと馬車から降りてくる愛いとしいその姿に、ランダルの相手で疲ひ労ろうを、そしてカリーナを相手にしたことで寒気を訴うつたえていたガイナスの胸の内がホワと一瞬にして温まった。ちょこちょこと小走りで近付いてくるパルフェットのなんと可愛かわいらしいことか。

「ガイナス様、どうなさいました？」

「いや、ちょっとランダルが来ていただけだ」

「まぁ！　またあの方が来ていたんですか！」

　ランダルの名を聞くやムゥと頰を膨ふくらませるパルフェットに、ガイナスが慌あわててフォローを入れる。

　家にはあげていない、話も聞き流した、そして最後に「カリーナ嬢じようが回収していった」と告げれば、友人の名にパルフェットの顔がパッと明るくなった。どうやら機嫌が直ったようで、それを察したガイナスが安あん堵どし、渡わたされたケーキを掲かかげて見せる。

「カリーナ嬢がケーキをくれた。一いつ緒しよに食べよう」

「はい！」

　先さき程ほどまでの不満そうな表情もどこへやら、パルフェットが途と端たんに瞳を輝かがやかせ「紅茶を淹れてもらいましょう」と嬉うれしそうに近くにいたメイドへ声をかける。

　そんな彼女の姿を眺ながめつつ、ガイナスが小さく溜息をついた。

　最後に見たランダルは見るも無む惨ざんで、引きずられていく姿に過去の栄光は影かげも形も見られない。哀あわれの一言につきる。

　そしてもちろんランダルがそこまで堕おちるほど、カリーナが彼を徹てつ底ていして責めているのも知っている。そしてランダルが逃にげれば逃げるほど、彼女の責めが厳しくなっていくのだ。

　今度はいったい何をされるのか、そう考え、ガイナスがふるりと体を震ふるわせた。

　なんて寒い、そう呟つぶやけば、聞こえたのだろうパルフェットが案じるように腕うでを擦さすってくれる。その手から伝わる温かさにガイナスは安堵の吐と息いきを漏もらし、今いま頃ごろ馬車の中でカリーナに踏ふみつけられているであろう友人の姿を思い描えがいた。







　離はなれた場所でメアリとガイナスが揃そろえたように溜息をつく。




　でもねカリーナ、貴女あなた……。

　でもなランダル、お前……。

　あんなに嬉しそうな表情を見せられて、いったいどうしろと言うのか……。




　これはもう放っておくのが一番だと判断し、メアリもガイナスも、自分を呼ぶ愛しい人のことを考えるべく頭を切り替かえた。
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　アディとのダンスはそれはもう言い表せぬほどに心地ここち好よく、まさに夢のようなひと時である。

　だからこそ緩ゆるやかな曲の終わりを感じれば名残なごり惜おしさが胸に湧わき、メアリはもう一曲強請ねだるように彼の手を握にぎった。だが次の瞬間に目を丸くさせたのは、クイとドレスのリボンを引っ張られたからだ。

　こちらを見てくれと言わんばかりで、それでいてどこか消極的なアプローチ。夢見心地だったメアリもこれには苦笑を漏らし「あら、野や暮ぼな方ね」と振ふり返り……今度は瞳を細めた。

　そこにいたのは涙なみだ目めのパルフェット。彼女はフルフルと震えながら、

「メアリ様、わ、私とも……私とも、一曲……」

　と消え入りそうな声で訴えている。

　その隣となりでは、涙目のパルフェットとは対極的に満面の笑えみを浮うかべるアリシアが、

「メアリ様、パルフェットさんの次は私とですよ！」

　と告げてくるのだ。

　これには怒おこる気力も失うせるというもので、メアリは盛大に溜ため息いきをついて肩を落とした。







　それが数分前の事。

　そうして今はと言えば、軽かろやかな音楽が奏かなでられる中、メアリは優ゆう雅がにダンスのステップを踏んでいた。相手はもちろんアディ……ではなくパルフェットである。

「メアリ様、メアリ様、私光栄です。光栄で嬉しくって……ふぁ」

「踊おどってる最中に泣くのはよしなさい！」

　フルリと震えて泣きだそうとするパルフェットを、メアリが慌てて窘たしなめる。

　どうやらメアリと踊れていることがよっぽど嬉しいらしい。パルフェットがメアリの叱しつ咤たを聞き、涙目で震えながらも手をギュウと握って「はい！」と頷うなずいて返してきた。そうしてメアリに促うながされてクルリと回れば、彼女の動きに合わせて柔やわらかなドレスの裾すそがふわりと舞まう。

　まるで子犬が尻尾しつぽを振っているかのようではないか。その光景にメアリが溜息をつき……それでも「仕方ないわね」と苦笑を浮かべた。

　そうして今度はメアリがクルリと一度回る。元々貴族の令嬢として当然のようにダンスを嗜たしなんでいた二人なのだ、たとえ相手が同性であろうと無様な真似まねにはならない。それどころか案外に息が合い、女同士も楽しいじゃないとメアリが小さく笑った。

　そんな二人に対し、注がれる周囲の視線は……これが案外に温かい。

　令嬢二人が手を取り合ってダンスなど珍めずらしいどころではない。はしたないと冷ややかに見られてもおかしくないほどだ。

　だというのに、不思議と誰だれもが温かく見守るような瞳で二人のダンスを眺めていた。中には肩かたを竦すくめて苦笑を浮かべたり「あらまぁ」と声をあげる者もいるのだが、その表情にも声こわ色いろにも嫌けん悪おの色はなく微笑ほほえましいと言いたげである。

　これには二つの理由があった。

　一つ、女同士とはいえメアリとパルフェットが令嬢らしく優雅に踊っていたこと。

　一つ、メアリとパルフェット以上に希け有うな組み合わせがあり、そちらの方が周囲の視線を奪うばっていたこと。

　それらを考え、メアリがふむと呟いた。もちろんパルフェットと優雅にステップを踏みつつである。繫つないだ手からカタカタと微び振しん動どうが伝わってくるが、毎度アリシアによって開かい催さいされる──そしてこの後も開催されそうな──『メアリ・アルバート振り回し大会』に比べれば気にするほどのものでもない。

「ふむ、注目されないってのもそれはそれで癪しやくだわね」

「そんなこと言っちゃ駄だ目めですよメアリ様。それに……」

「そうね、流石さすがにあの組み合わせには敵かなわないわね」

　そうニヤリと笑い、メアリがチラと視線を他所よそに移した。

　周囲の冷ややかな視線を追うように辿たどれば、そこには曲に合わせて優雅に踊る一組。

　錆さび色いろの髪かみを揺ゆらす背が高く見目の良い青年と、そして向かい合うは……藍あい色いろの髪をしたまさに王子様といった外観の青年。




　そう、アディとパトリックである。二人が手を重ねて踊っているのだ。




「どうしてわざわざ踊らなきゃいけないんだ」

　とは、令れい嬢じようの憧あこがれる王子様らしからぬ、眉み間けんに皺しわを寄せた渋しぶい表情のパトリック。その声色は低く、冷静を通り越こして随ずい分ぶんと凍いてついている。

　ダンスの場、それどころかパーティーにおいて彼がこのような態度をとることはいまだかつてなく、彼の手を取る……と見せかけてぎりぎり手を浮かしているアディが「そんな！」とわざとらしく声をあげた。

「パトリック様、俺と踊るのが不満なんですか!?」

「あぁ、不満だ」

「でしょうね、俺もです」

　と、そう互たがいに死んだ魚のように瞳ひとみを濁にごす。──ちなみにそんなアディとパトリックを眺ながめていたメアリが「冷めて油がビチャビチャのコロッケのような瞳ひとみだわ」と比ひ喩ゆし、パルフェットが理解出来ないと頭上に疑ぎ問もん符ふを浮かべた──

　そんな風に意い気き消しよう沈ちんといった様子の二人が、それでも音楽に合わせて最低限のステップを踏んでいるのは、他ほかでもないここがダンスの場だからである。

　というより、ダンスの場に残るために渋しぶ々しぶ男二人で組んでいるのだ。周囲から聞こえる小さな笑みと冷めた視線が盛大に背中に刺ささり辛つらくて堪たまらないが、それでもアディが「良いですか」とパトリックに話しかけた。この際、互いに男役を譲ゆずるものかと足を踏ふみ合っているのは気にするまい。

「良いいですかパトリック様、そろそろ曲が終わります」

「あぁそうだな」

「直すぐさま次の曲が始まりますから、その瞬しゆん間かんに俺はお嬢の手を取ります」

「で、それは分かったがなんで俺がお前と踊らなきゃいけないんだ。理由によってはダイス家を動かすぞ」

「おっかないこと言わないでください。パトリック様は、今まさに外野の最前線に陣じん取どり虎こ視し眈たん々たんとお嬢獲物を見つめるアリシアちゃんを受け止めてください。あれは曲の終わりと共に突とつ撃げきしてくるはずです」

「……あれは、ほら……うん、可愛かわいいだろ」

「節穴と見せかけてちょっと現実見えてません？」

「とにかく、そういうことなら分かった。俺は突げ……メアリを追ってくるアリシアをダンスに誘さそえば良いんだな」

　突撃と言いかけパトリックが言葉を改める。

　それに対してアディは幾いくつか言げん及きゆうしたいところであったが、曲が終わりに差し掛かかったので深追いはするまいとさり気なくメアリ達の近くへと寄った。もちろんパトリックと共に、互いに足を踏み合いつつ。

　予定ではあと少しで曲が終わる。

　その瞬間アリシアが突撃をしてメアリをダンスへと誘う──彼女の強ごう引いんさを考えるに、誘うという言い方が正しいか定さだかではないが──はずである。それより先にアディがメアリの手を取り、パトリックがアリシアを受け止める……そういう算段だ。

　外野で控ひかえているガイナスが時折アイコンタクトを送ってくるのは、突撃に巻き込まれたパルフェットを彼が支えてそのままダンスへと誘う手て筈はずだからである。

　そうして、それぞれ愛いとしい相手とダンスを踊るのだ。

　それらをパトリックと確かく認にんし互いに頷き合うと、まるでタイミングを見計らっていたかのように曲がゆっくりと静まり……終わった。本来であれば深々と頭を下げて互いのダンスを称たたえ合うところだが、何が悲しくてこの足の踏み合いを称え合わなければならないのか。アディもパトリックも御お座ざなりに頭を下げることで済ませて愛しい相手へと向き直った。

「メアリ様！　次は私と！」

　そんな威い勢せいの良い声が聞こえてきたのはちょうどその時である。

　もちろんアリシアの声であり、ダンスが終わるのを見届けるや最高速度で場の中に飛び込んだ彼女は──「なるほどこれは外野にいたのでは捕つかまえられない」とパトリックが心の中で呟つぶやいた。あくまで、心の中でである──迷うことなく一直線にメアリへと駆かけ寄ってきた。

　それをさせまいと、男二人が手を伸のばす。

「お嬢、次は俺と！」

「アリシア、いい加減に俺と！」

　と、そんな二人の──若じやつ干かん悲痛めいた──声と、アリシアの接近に気付いたメアリの悲鳴が会場内に響ひびいた。







　そうして緩ゆるやかに再び曲が奏でられ、アディが何かにぶつかった衝しよう撃げきで閉じていた瞳をゆっくりと開いた。

　手には柔らかな感かん触しよく、これは間ま違ちがいなく女性の手……。

「お嬢、良かった」

　作戦は成功か……そうアディが安あん堵どしかけ、

「ふわぁあ、私でごめんなさぁい……」

　と、涙なみだ目めでフルフルと小刻みに震ふるえるパルフェットの姿に目を丸くさせた。

「パルフェット様!?」

「すみません、私です……わ、私なんかと……お、踊おどりたくっ」

「わぁ、待ってください泣かないで！　ど、どうして俺と……？」

　ひとまずパルフェットを宥なだめ、曲に合わせてゆっくりとステップを踏む。

　流石はマーキス家の令嬢だけありパルフェットもまたアディに合わせて足を動かし、涙目かつ小刻みに震えているとは思えないほどの優ゆう雅がな動きを見せていた。手から微振動が伝わってくるが、それは手を繫いでいるアディにしか分からない。

　そうして彼女が話し出すのは、もちろん先さき程ほどの一瞬……このおかしな入れ替かわりの瞬間である。

「わ、私メアリ様と踊り終えて、離はなれようと思ったんです……。そ、そうしたら何かが凄すごい勢いでぶつかってきて。びっくりしてよろけそうになってしまって」

　そこでアディが手を摑つかんだ……と。つまりアリシアの衝しよう突とつによりメアリとパルフェットの位置が入れ替わってしまったのだ。──パルフェットの言う「凄い勢いでぶつかってきた何か」がアリシア我が国の王女であることは黙だまっておく。国の体てい裁さいもあるし、なにより涙目で「怖こわかった」とまで言われたのだから口に出来るわけがない──

　とにかくそういうわけで、パルフェットの話を聞いてアディがなるほどと頷うなずいた。

　そうして今いま更さらながらに「俺で良ければ一曲お相手して頂いても？」と改めてパルフェットを誘うのは、もちろん作戦こそ失敗してしまったがパルフェットに恨うらみはないからだ。それどころか巻き込んでしまった申し訳なささえ募つのる。

　そんなアディの心境を察してかそれともこれもまた縁えんだと考えたのか、今更なアディの誘いにパルフェットが小さく笑えんで「もちろんです」と手を握にぎり直した。

「でもメアリ様と踊りたかったのに、私でよろしいんですか？」

「えぇ、パルフェット様はお嬢の大事な御ご友人ですし、俺としても光栄です。それに……」

　チラ、とアディが他所に視線を向ける。

　つられてパルフェットもまたそちらへと視線を向けた。

「あの光景を前に文句を言ったら怒おこられますから」

「あらまぁ……」

　そう二人が口にするのは、目の前の光景があまりに耐たえ難がたいものだからである。




「メアリ様！　楽しいですねぇ！」

　と楽しげに笑いながら豪ごう快かいにステップを踏むのはアリシア。

　もちろん彼女と踊っているのはメアリである。突撃してきたアリシアを視覚で捉とらえこそ出来たが、避ひ難なんまでは間に合わなかったのだ。

　哀あわれ彼女は開かい催さいされた『メアリ・アルバート振ふり回し大会』に、

「やめて！　振り回さないで！」

　と悲鳴をあげている。

　そんなメアリとアリシアの横では、いったいどういうわけか──十中八九アリシアの衝突が原因なのだろうけれど──再び死んだ魚の目のパトリック。

　彼の向かいにいるのは……、

「あの、大変申し訳ございませんパトリック様……」

　と顔を青ざめさせ心の底から申し訳なさそうにしつつステップを踏むガイナス。そう、パトリックの相手はガイナス。またも男である。




　そんな悲ひ惨さんとさえ言える二組を眺めつつ、アディが改めてパルフェットに向き直った。

　今はあちらを見ないようにしよう。パルフェットをダンスに誘った以上、他所よそに視線を向けるのはマナー違い反はんだ。……けして現実逃とう避ひではない。

　そうして聞こえてくる歓かん喜きの声やら悲鳴やら謝罪の声やらを無視して、パルフェットと優雅にダンスを踊る。と、ふとパルフェットがアディを見上げて「あぁ、そうだったのですね」と小さく微笑ほほえんだ。

　それどころかクスクスと笑いだすのだ。これにはアディもわけが分からず、いったい何がおかしいのかと首を傾かしげた。

「どうなさいました、パルフェット様」

「アディ様は背が高いんですね」

「背が……？　えぇ、そうですね。高い方です」

　突如身長の話をされ、アディがどういうことかと頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。

　だがそんなアディの反応もまた楽しいと言いたげにパルフェットが笑みを強め、そうして懐なつかしむようにゆっくりと話し出した。

「エレシアナ大学にいる時、いつもメアリ様は自分の隣となりを見上げていたんですよ。時には話しかけて、返事を待つように、そして誰だれもいないと分かると驚おどろいたように目を丸くさせていたんです。それがとても不思議だったんですが、今分かりました」

「どういうことですか？」

「いつもアディ様はメアリ様の隣にいらっしゃったんでしょう。だからメアリ様はエレシアナ大学でもアディ様が隣にいると思って、当然のように隣を見上げていたんです」

　ちょうどこの高さですよ、とパルフェットがアディを見上げて笑う。

　その言葉にアディがムグと口を噤つぐんだ。嬉うれしさと恥はずかしさで頭を搔かきたい気分だが、ダンスの最中にはそれも許されない。赤くなる頰ほほも誤ご魔ま化かせないのだからなんとも不便だ。

　もっともパルフェットにとっては赤くなるアディもまた楽しいようで、クスクスと笑いながら曲の終わりを聞き取るとスカートの裾すそを摘つまんで腰こしを落とした。そうして「でも私、まだメアリ様と踊りたりません」と小さく舌を出す。

「駄だ目めです、次は俺がお嬢じようと踊るんですから」

「あら、早い者勝ちですわ」

　悪戯いたずら気に笑うパルフェットの可愛かわいらしい宣戦布告に、アディもまた頭を下げ微笑んで返した。

　それと同時に二人揃そろってパッと顔を上げるのは、もちろん出で遅おくれてはいけないからだ。

「お嬢！　今度こそ俺と！」

「メアリ様ぁ、また私と踊ってくださぁい！」

　二人揃って声をかけ、予あらかじめ位置を把は握あくしておいたメアリへと手を伸ばす。

　もちろん同じタイミングで、

「アリシア、そろそろ戻もどってこい！」

「パルフェット、頼たのむ俺と！」

　と、男二人が一いつ瞬しゆんにして離れてそれぞれの愛いとしい人へと手を伸ばす。

　ちなみにアリシアとメアリはと言えば、

「メアリ様！　このままもう一曲！」

「もうこの際誰でもいいから助けて！」

　と、片や再びメアリを振り回そうと意気込み、片や悲鳴をあげて脱だつ出しゆつをはかろうとしていた。

　そうして再び衝突する。

　それぞれが遅おくれまいと目的の人へと向かえば、当然と言えば当然のことである。







「……で、どうしてアリシアちゃんが!?」

「あれ、アディさん!?」

　互たがいにキョトンと目を丸くさせる。

　もちろんメアリの手を摑んだはずが目の前にはアリシアがいるからで、アリシアもまたメアリの手を摑んでいたはずがアディに入れ替わっているからである。

　もっともその原因が先程の衝突なのは言うまでもなく、次いで気になるのは目当ての人物が誰と踊っているのかということ。アディでもなければアリシアでもない、となればメアリの相手はあの時衝突した他ほかの誰か……。

　そう考え、アディとアリシアが揃えたように周囲を見やり……。

「わぁ……」

「ありゃ」

　と小さく声を漏もらした。今回もまた壮そう絶ぜつな光景が繰くり広げられているからである。

　二人の目当てであるメアリは、

「ほほほ、ガイナス様ってば体格が宜よろしいから足あし幅はばが合わないわぁ」

　と優雅に微笑みながら全すべてのステップでガイナスの足を踏ふんでいる。それがわざとであることは言うまでもなく──なにせアルバート家の令嬢である。ダンスなんて目を瞑つぶっても出来ることなのだ。逆に言えば、ダンスが達者だからこそさり気なくうっかりを装よそおって踏みつけることが出来るのだ──作り笑いが美しいぶんガイナスに掛かかるプレッシャーは相当なのだろう。

　先程よりいっそう青ざめ、それでも形だけはメアリをリードするようにステップを踏むガイナスはと言えば、

「いえお気になさらず、どうぞ存分に踏んでください……」

　と諦あきらめて白旗発言をしていた。それを受けたメアリが「あらそれじゃ遠えん慮りよなく」と踏みつけに更さらに捻ねじりを加えだす。

　そんな傍はた目めでは美しくそれでいて冷ややかな空気を放つ二人の隣では、優ゆう雅がに踊おどるパルフェットとパトリックの姿……。

　もっとも、この組み合わせもまた優雅なのは傍目だけだ。

「パトリック様と踊れるなんて、光栄で嬉しくて楽しくて泣きそうです……！」

「それら全て泣く要素じゃないよな!?　メアリ、彼女はどう扱あつかえばいいんだ！」

　なかなかに壮絶な状態である。

　なにせあのパルフェット。何かあれば泣くどころか、何もなくても自発的に泣くパルフェットである。今もまた「パトリック様のリードが完かん璧ぺきすぎて……！」と謎なぞの理由を口にして震ふるえだし、「どうしろと！」とパトリックを慌あわてさせていた。




「凄すごいことになってる……」

「慌ててるパトリック様も素す敵てきです」

「そう思うならパトリック様のもとへ帰ってあげて……」

　と、思わずそんな会話を交かわす。

　だが踊っている最中に止まって他所にちょっかいを出すのは野や暮ぼというもので、ひとまずあの二組には一曲踊り切ってもらおうと互いに向き直った。……現実逃避ではない、多分。

　そうしてあちこちから聞こえてくる声を一いつ切さい無視して優雅にダンスを踊る。そんな中、アディが目の前でクルリと回るアリシアに僅わずかに笑えみを零こぼした。金糸の髪かみを軽かろやかに揺ゆらし、流れるような動きで再び自分の手を取るアリシアの動きは、振り回し大会と衝しよう突とつさえ思い出さなければなんとも美しく華か麗れいなのだ。

「アリシアちゃん、ダンス上手うまくなったね」

　そう話しかけて思い出すのは、まだ自分達が高等部の学生だった頃ころ。アルバート家主しゆ催さいのパーティーにメアリが彼女を誘さそったあの時だ。

　当時のアリシアは、まだ己おのれが王女だなどと、それどころか自分の出生に秘密があるとは欠片かけらも思っていなかった。それでも令嬢への憧あこがれはあったのか、麗うるわしく軽やかに踊るメアリとパトリックを見て自分も踊りたいと言い出し、そして庭園の中央でアディと二人で練習をしたのだ。

　だがダンス初心者のアリシアと、人並みにこそ踊れるが教えるほどではないアディではまともなダンスになどなるわけがない。結局足の踏み合いになりこれでは埒らちが明あかないと判断し、パトリックとメアリを連れてきた。

「ふふ、懐かしいですね」

「あの頃はこんな風になるなんて思いもしなかった。まさか、俺がお嬢と……」

「そうですか？」

　キョトンと目を丸くさせ、アリシアが首を傾げる。

　その反応に今度はアディが目を丸くさせた。いったい何を言っているのか、当時の自分達はと言えば、メアリは恋れん愛あい感情の自覚もなく、身分が違ちがい過ぎるこの初はつ恋こいは拗こじらせるだけ拗らせて終わるはずだったのだ。なにより、あの時のメアリはパトリックと結けつ婚こんするのだと誰もが──アディでさえも諦めと嫉しつ妬との中で──そう思っていた。

　それを話せばアリシアが「身分とか関係を考えればそうかもしれないですね」と返して、次いで晴れ晴れとした笑顔を浮かべた。太陽のように明るく眩まばゆい、彼女らしい笑顔。

「私、なんとなくだけど、心のどこかでこうなるのかなって思ってました」

「……こうなるって」

「ねぇアディさん、私カレリア学園にいた時、いつもメアリ様を追いかけてましたよね」

「そうだね。お嬢が『なんでどこにいても見つけて駆かけ寄ってくるの！　怖こわい！』って怯おびえるくらいにね」

「怯えるなんて酷ひどいです。でもそれはアディさんのせいですよ」

「俺の？」

　なんだって俺のせいなんだ？　とアディが首を傾げる。

　それに対してアリシアが更に笑みを強め、「メアリ様には内ない緒しよですよ」と勿もつ体たいぶるように話し出した。

「メアリ様は確かに綺き麗れいで目立つけど、人ひと混ごみの中に入ると見えなくなってしまいますよね」

「お嬢のあの髪色は目立つけど、身長が高いわけじゃないからね。さすがに人混みの中に入ると……」

「でもアディさんは違いますよね。アディさん、とっても身長が高いし」

　その髪色も目立ちます、とアリシアがクスクスと笑う。

　そこまで言われればアディも彼女が言わんとしていることを察し、なるほどこれは俺のせいだ……と数年前のメアリの動どう揺ようと怯えを思い出して苦く笑しようを浮うかべた。

「たくさんの学生がいる食堂で、講堂で、混雑した市街地で、他の人より背の高いアディさんの髪はよく目立つんです。そしてそれを目指せば……」




　いつだって、錆さび色いろの髪をした従者の隣となりには銀糸の令れい嬢じようがいた。




「メアリ様の隣にアディさんがいるように、アディさんの隣にもいつもメアリ様がいるんです」

　楽しげに話すアリシアに、アディが苦笑と共に頰ほほを赤くさせる。

　ずっとメアリのそばにいると、誰だれより近くにいると本人に誓ちかい、それより以前だって自分が一番近くにいると自負していた。だがそれを改めて、それも嬉うれしげに話されるとどうも気き恥はずかしくなってしまう。

　だというのに、ダンスは照れ臭くささを誤ご魔ま化かすのを良しとしてくれない。頭を搔かいて、そっぽを向いて、紅茶とケーキを用意して話題を変えることも許してくれないのだ。ダンスとはなんて過か酷こくなんだ……そんなことを心の中で呟つぶやく。

　だがゆっくりと音色が変わり曲の終わりを感じさせるくらいには、ダンスというものも情を持ち合わせているようだ。頰を赤くさせたアディが深く頭を下げ、対してアリシアは相変わらず太陽のような笑顔で、それでも王女らしく淑しとやかにスカートの裾すそを摘つまんで腰こしを下ろすと彼のリードを称たたえた。

　が、次いで二人がパッと顔を上げるのは、もちろん「それはそれ、これはこれ」だからであり、互いに相手がそう考えていると理解してのことである。

　なんだかんだ言いつつ、アディとアリシアの付き合いもまた長いのだ。なにせメアリとアリシアが出会ったあの時、同じようにアディもまたアリシアと出会っているのだ。

「一応聞いておくけど、次の一曲を俺に譲ゆずる気は……」

「ありません！」

「だよなぁ……」

　そんな会話を交わしつつ、普ふ段だんより深く頭を下げるガイナスとそれを優雅に──そして普段より腰を落とさず若じやつ干かん見下しつつ──微笑ほほえむメアリに標準を定め、

「お嬢、今度こそ本当に俺と！」

「メアリ様、私とアンコール！」

　と揃そろって手を伸のばした。

　この瞬しゆん間かん、もちろんだが周囲からも声がかかる。

「アリシア！　いい加減に俺のとこに戻もどって来なさい！」

「ふあぁあ、またですかぁ……！」

　そう手を伸ばすのはもちろんパトリックであり、情けない悲鳴はパルフェット。流石さすがダイス家とマーキス家の子息令嬢だけあり優雅な礼の仕方ではあったが、それが終わるや一転してこの有り様なのだ。

　ちなみに当のメアリはと言えば、

「もういいわ！　誰が来ても返り討うちにしてあげる！」

　と何故なぜか無差別かつ迎げい撃げきの意志を見せ、その向かいでは精神的疲ひ労ろうを露あらわにしたガイナスが、

「パルフェット、本当に頼たのむから今度こそ俺と……」

　と──メアリが近くにいる手前強めにとはいかないが──それでも手を伸ばした。







　そうして再び衝突したのは言うまでもなく、これには周囲も「なにをやっているんだか」という気分でいた。むしろこの騒そう々ぞうしさしかないダンスを見守る中には「次は誰と誰が踊おどると思う？」と面おも白しろがる者さえ出始める始末。

　そんな生暖かく好こう奇きの視線を注がれつつ、渦か中ちゆうの者達は再び誰かの手を取り……。

「やっと捕つかまえた……」

　と、アディが疲労すら感じさせる声こわ色いろで呟いた。

　もちろん自分の目の前にメアリがいて、彼女の手はちゃんと自分の手と繫つながれているからだ。どうやらあの衝突の中で今度こそと伸ばした手は、半ば無意識とはいえしっかりとメアリを捕まえられたらしい。

「あら失礼ね、私が逃にげてたみたいじゃない」

　心外だとでも言いたげにメアリが頰を膨ふくらませる。

　もっともそれが言葉だけなのは言うまでもなく、次いで小さく微笑むとピッタリとアディの胸むな元もとに寄り添そった。「ちゃんと捕まえておきなさい」と告げるのは、言わずもがな「抱だきしめて」という意味である。

　誰よりメアリの近くにいて誰よりメアリのことを理解していたアディが、それを汲くまないわけがない。応こたえるように腰に回した腕うでに力を入れる。パルフェットとアリシアと踊り、そうしてようやく辿たどり着いたメアリを抱きしめれば、体が「これだ」と訴うつたえてくる。

　腕の中に収まる感覚、目の前で揺れる銀糸の髪、嬉しそうに微笑んでくる瞳ひとみ、愛いとしそうに名前を呼んでくれるこの声……求めている女性はいつだって彼女だけだ。

「やっぱりお嬢と踊るのが一番です」

「そうね。その言葉あの子達にも言ってちょうだい」

　そうメアリが促うながすように視線をそらす。それをアディが追うように見れば、視界の先では麗うるわしく踊る二組の男女。

「アリシア、もうちょっと落ち着きをだな」

「えへへ、やっぱりパトリック様と踊るのが一番です」

「ま、まったく……次は気をつけるんだぞ」

　そう話すのはパトリックとアリシア。

　跳はね回り駆け回る最愛の人をようやく腕の中に捕とらえられ、パトリックの表情には安あん堵どの色さえ浮かんでいる。それどころか、夢ゆめ心地ごこちと言いたげにうっとりと身を寄せるアリシアの額にキスを落としているではないか。──「そうやってあんたが甘やかすから躾しつけが出来ないのよ！」とは常つね日ひ頃ごろこの甘ったるさを見せられ、そしてアリシアから熱い抱擁タツクルを喰くらっているメアリの訴え──

　先さき程ほどまでの騒そう動どうが噓うそのようで、微笑み合う姿はまるで絵画のように美しい。

　そんなパトリックとアリシアの隣には、もちろんガイナスとパルフェット。

　こちらは前者のような分かりやすい甘さは振ふりまいていないのだが、彼等の関係を考えれば当然だろう。もっとも、

「疲つかれてしまったから、慣れてるガイナス様のお相手を嫌いや々いやしてあげてるだけなんですから！」

　と訴えるパルフェットはそれでもしっかりとガイナスの手を握にぎり、時折は悪戯いたずらに足を踏ふんではクスクスと笑っている。それは嫌けん悪おなど微み塵じんも感じさせず、恨うらみや仕返しの色もない、たとえるならば子こ猫ねこがちょっかいを掛かけて甘あま嚙がみしている程度のものだ。それが分かっているからこそ、ガイナスも嬉しそうに、

「嫌々踊おどってくれるなんて、パルフェットは優やさしいな」

　と腕の中の令嬢を見つめている。

　こちらもまたなんて麗しく甘い光景だろうか。

　その糖度の一いつ端たんを担になっているのだと考えれば、アディの頰が再び赤くなる……が、それと同時にメアリの腰を強く引いて更さらに抱き寄せた。

　腕の中のメアリは文句も言わず、それどころか応えるように胸元に頰を擦すり寄せる。そうしてふいに顔を上げて瞳を細めるのは、もちろんキスを強請ねだっているからだ。アディがこれに応じないわけがない。

　そうして子供が交かわすようなキスを数度捧ささげれば、満足したメアリが、

「もう離はなさないでね」

　と強く手を握ってきた。




　ダンスの場でキスなんてはしたない……などと周囲が思うわけがない。なにせあれほどの騒動を見させられたのだ。キスぐらいで今更とやかく言う気にならない。

　むしろ、これで騒々しい若者達も落ち着くところに落ち着いたかと、誰だれもが苦く笑しようと共に収束を感じ取り……、

「メアリ様ー！　ラストは私と！」

「アリシア！　少しは大人しくしてくれ！」

「ふぁぁあ、また何かが凄すごい勢いで……アリシア様!?」

「逃げようパルフェット……！」

「まとめてかかってきなさい！　全員返り討ちにしてあげる！」

「お嬢はなんだってさっきから迎撃の構えなんですか！」

　という再びあがり始めた喧やかましさに、誰もがみな付き合っていられないと盛大に溜ため息いきをついた。







[image: アルバート家の令嬢は愛情をご所望です]




　ゴロゴロとベッドで寝ね転ころがるメアリの姿は、到とう底ていアルバート家の令嬢とは思えない。

　仮に第三者がいれば「はしたない」だの「貴族の令嬢らしくない」だのとでも言ってきただろう。中には見ていられないと顔を背そむける者もいるかもしれない。

　それほどまでに今のメアリは気を抜ぬいて寝転がっているのだ。纏まとっているのも令嬢らしい衣服ではなく、不釣つり合いなほどに大きいシャツとズボン。袖そでをめくってもまだ手の甲こうまで隠かくれてしまい、腕を伸ばしてようやく指の先が見える程度だ。足に至っては足先までスッポリと包まれている。貴族の令嬢が纏うものとは思えない。

　もちろんメアリとて、これが平時であればこのような格好も、ましてやこのような気の抜けた姿も晒さらさない。いかに貴族らしからぬ令嬢とはいえ、節度はちゃんと守るのがメアリの主義である。『破は天てん荒こう』と『無様』は意味が違ちがうのだ。

　だが今だけは別だ。だらしなくゴロンとベッドに仰あお向むけに寝転がっても、シャツの隙すき間まから臍へそが覗のぞいてしまっても正したりはしない。それどころかクッションを抱きかかえ、うとうとと船をこぎだす始末。メアリ・アルバートらしからぬ油断しきった姿だ。

　そんなメアリがふと顔を上げたのは、クスクスと笑う声が聞こえてきたから。誰だれかなど確かく認にんするまでもない、なにせこの部屋にはメアリと彼しかない。それに、そもそも彼の部屋だ。

「アディ」

「紅茶を淹いれましたが、寝るなら後にしますか？」

「いいえ、せっかくだから貰もらうわ」

　よいしょ、とメアリが身を起こし、いそいそとベッドの縁ふちに座る。そうしてティーカップを受け取り一口飲み、ほっと一息ついた。

　温かくて美味おいしい、いつも淹れてくれるアディの紅茶の味。

　物心ついた時からこの紅茶を飲んでいたが、まさか彼の部屋で、それもベッドの上で飲むことになるなんて……そう考えれば胸の内をくすぐられたような感覚が湧わき、思わず笑えみを零こぼした。なんて甘い感覚だろうか。そのうえアディが隣となりに座り、そっと肩かたを抱き寄せてくるのだ。

「お嬢、今夜は泊とまっていったらどうですか？」

「そうね、今夜は少し寒いもの」

　温めてちょうだいね、そうメアリが少し大だい胆たんな己おのれの発言に頰ほほを染めながら告げれば、意図を察したアディが柔やわらかく微笑ほほえみ、額にキスをしてくる。これもまた甘くメアリの胸を焦こがし、それと同時に、初めてこの部屋で夜を越こした時のことを思い出させた。










　結けつ婚こんしたからといって、メアリとアディの生活は劇的に変化……とはいかず、相変わらず『変わり者の令嬢と主人に対して無礼な従者』であった。

　今までずっと、それこそメアリが生まれてからずっとそばにいて、誰より近くで共に過ごしてきたのだ。その中で作り上げたのがこの関係なのだから、今更初うい々ういしい空気になどなれるわけがない。なにより二人ともそんな変化を望んではいなかった。

　それでも多少は変わるものもあり、夕食後の庭園でのティータイムが結婚後はアディの部屋で行われるようになっていた。

　もっとも、場所が変われども話の内容は変わらず、やれアリシアが後ろから忍しのび寄って飛びかかってきただの、パルフェットからの手紙が滲にじんでいて読めなかっただの、ムードもなにもない二人らしい雑談である。

「今夜は少し冷えるわね」

　とは、淹れてもらった紅茶を飲みつつ窓の外を眺ながめるメアリ。

　つられてアディも視線を向け、同意だと頷うなずいて返した。今夜はとりわけ風が冷たく、暗くなるのも普ふ段だんより少し早かった。月も星も見えない重い夜や闇あんが広がっているあたり、空には厚い雲が覆おおっているのだろう。

「雨が降るかもしれませんね」

「ベッドを暖めておいてもらおうかしら」

　そんな他愛たわいもない会話を交わしてしばらく、メアリが「それじゃ、部屋に戻もどるわね」と立ち上がった。普段通り、帰宅──といっても隣の建物に移るだけだが──の時間。

　それに合わせてアディも立ち上がるのは、もちろんメアリを見送るためである。たかが隣の建物、されど隣の建物。どちらともなくゆっくりとした足取りで歩き、そしてメアリの部屋の前で就しゆう寝しんの挨あい拶さつを交わしてキスをする。これが日課である。劇的な変化はしていない、今までの関係に甘さが加わっただけだ。

　だが今夜のアディはどこか緊きん張ちようしているような面おも持もちで、「お嬢……」とメアリに話しかけた。

「……明日あしたは休みですから、もう少しゆっくりしていったらどうですか」

「雨が降る前に部屋に戻りたいの。それに読みかけの本があるから……そうだ、本といえばこのまえ貸した本……」

　言いかけ、メアリが本ほん棚だなへと振ふり返り……グイと腕うでを摑つかまれた。

　小さく声をあげたのは、強ごう引いんに腕を引かれ背中を本棚にぶつけたから。

　痛みすら感じかねないその強引さに、いったいなによ！　とメアリが文句を言おうとし、目の前に立つアディに小さく息を吞のんだ。

　腕を摑む手が熱い。彼の右腕が自分の視界に映り込むのは、顔の真横に手をついているからだ。まるで退路を断たつように本棚とアディに挟はさまれ、メアリが困こん惑わくの色を浮うかべながら彼を見上げた。錆さび色いろの瞳ひとみがジッとこちらを見つめている。

「……アディ」

「お嬢」

　本棚に追い詰つめられ、逃にげ場を失い、見つめられ。それでもメアリは小さく息を吐はくと、彼の瞳に応こたえるように柔らかく微笑んだ。

「疚やましい本は隠しなさいって言ったじゃない」

「すみませんでした！　一冊隠し忘れてました！　なので振り返らず、本棚を見ず、ゆっくりと、俺の誘ゆう導どうに従って前に進んでください」

「まったくもう」

　ちょっとびっくりしたじゃない、と小さくぼやきつつ、メアリが誘導されるままに本棚から離はなれる。

　そうして今度こそ自室へと戻ろうと扉とびらに手をかけ……その手に一回り大きな手が被かぶさり覆われてしまった。指を絡からめとられれば温かさが伝う。次いで胸下にアディの腕が回され、背後からきつく抱だきしめられた。苦しさを覚えるほど強いわけでもなく、かといって擦すり抜けられる弱さでもない。そんな心地ここち好よさが体を包む。

　突とつ然ぜんのこの抱ほう擁ように、メアリが思わず苦笑を漏もらしてしまった。どうやらまだ疚しいものがあるようだ。

「まったく、今度は何？　扉の外にまで何か隠してるの？」

　そうメアリがクスクスと笑いながら背後のアディに声をかけ……次いで耳元で囁ささやくように呼ばれて小さく息を吞のんだ。先さき程ほどまで他愛もない会話を交わしていた時の声とは違う、深く、甘く、欲情的な声。聞いた瞬しゆん間かんに耳が熱をもった気がして、メアリがふるりと体を震ふるわせた。

　背中にアディの体が触ふれ、吐と息いきが耳にかかる。包み込まれるようなこの抱擁に、体が一瞬にして熱を灯らせた。胸が高鳴り、とろけそうな甘さが体中に染しみわたっていく。

「ど、どうしたのアディ……。なにか疚しいものが」

「俺以上に疚しいものなんてありませんよ」

　耳元で囁くように返され、その甘さとくすぐったさ、そして蠱こ惑わく的な言葉にメアリが吐息を漏らした。ほぅと漏れ出る自分の吐息のなんと熱っぽいことか。

　あぁ溶とけてしまいそう……と、メアリがやんわりと瞳を細めた。

「帰らないでください」

「……アディ」

「俺の部屋に泊まってください。……今夜は、俺の腕の中で眠ねむってください」

　そうはっきりと言われ、メアリの心臓が跳はね上がり体が一瞬にして熱を増す。

　この言葉の意味が分からないほど初心うぶではない。いつかはそうなるのだろうと考えもしたし、覚かく悟ごもしていたつもりだ。

　だが実際にそれが目前に迫せまると不安と恐きよう怖ふが湧き、請こうような熱っぽいアディの声が胸を締しめ付けさせる。

　大事にしてくれるからこそ、こうやって許可を得るように求めてくれるのだ。だが今だけは、いっそ強引に奪うばってくれたほうがマシかもしれないとも思える。選せん択たく肢しを与あたえるなんてずるい、そうメアリが心の中で呟つぶやく。拒きよ否ひなんて出来るわけがない。

「……お嬢じよう」

　回答を求めるように一度強く抱きしめられ、メアリが瞳を閉じた。

「……駄だ目めよ、一度部屋に戻らないと」

　心配しちゃうでしょ、とメアリが告げるのは、もちろん部屋で待っているメイドのことである。男のアディでは出来ない着き替がえの手伝い、それに風ふ呂ろや就寝の支し度たく、そういったことを任される彼女は、メアリが戻ってくるまでずっと部屋を暖めて待っているはずだ。

　戻らなければ心配し、果てには屋や敷しき中はもちろん建物すべて捜さがして回るだろう。……もしかしたら、捜し回ることもせずに真っ先にこの部屋に来るかもしれないが。

　とにかく「だから一度戻らなきゃ」と訴うつたえるメアリに、アディが僅わずかに溜ため息いきをつき、抱きしめていた腕を離はなしかけ……「一度？」と小さく声をあげた。

「一度、部屋に戻って……そのあとは？」

「ねぇアディ、今夜は冷えそうね」

「えぇ、そうですね」

「……一人で寝ねるには寒すぎるわ」

　そう告げ、メアリがアディの腕からスルリと抜ぬけて部屋から出た。

　そうして足早に廊ろう下かを去っていく。もちろん、アディを連れていくこともせず。いつも交かわしている就寝の挨拶も明日の予定の確かく認にんもないのは、つまりそういうことである。







　ヒンヤリとした夜風は逆に火ほ照てった体に心地好く、メアリが自室へと戻る頃ころには早はや鐘がねだった心臓もだいぶ落ち着きを取り戻していた。

「お風呂に入られている間にベッドを暖めておきます」

　今夜は冷えますからね、と話しながら入浴の準備をするメイドに、メアリが僅かに言い淀よどみながら「あのね……」と声をかけた。

「えっと……あの、ベッドは、暖めなくても大だい丈じよう夫ぶよ」

「どうしてですか？　お腹なか冷やしますよ？」

「だ、大丈夫なのよ……」

　誤ご魔ま化かすようにそっぽを向けば、メイドが不思議そうに首を傾かしげる。

　それでも何かしら理由があると察したのか「かしこまりました」と恭うやうやしく頭を下げ、メアリを浴室へと案内する。もちろんアルバート家の令嬢であるメアリがタオルやパジャマ、ましてや下着なんて持つわけがない。全すべてメイドが浴室まで運ぶのだ。

　それらをチラと一いち瞥べつし、メアリが再び「あのね……」と声をかけた。

「ねぇ……その、別のないかしら」

「別のって、下着でしょうか。もちろんございますが、どうなさいました？　これだとお腹冷えますか？」

「なんだってそうも私のお腹ばっか心配するのよ……。そうじゃなくて、もっと可愛かわいいものを……あ、あと、外に出るから上着も用意しておいて」

「外に……またアリシア様の夜襲パジヤマパーテイーでもあるんですか？」

「大丈夫よ、あれは月に一度にするように言い聞かせてあるから。このまえ来たばっかでしょ。そうじゃなくて……その、と、泊とまるのよ」

「どこに？」

「……アディの部屋に」

　顔を真っ赤にしながら言い捨てるメアリの言葉に、メイドが目を丸くさせ……、

「七十七番！」

　と声をあげ、近くにいたメイド達のもとへと駆かけ寄っていった。

「七十七番！」

「……な、七十七番!?」

「七十七番！」

　おおよそアルバート家に仕える者とは思えない──それどころかまともな人間とすら思えない──応おう酬しゆうを繰くり返し、一人がパタパタと走り去っていった。その急ぎようと言えば、まるで誰だれかに伝えにいく役を負ったかのようではないか。

　それから数秒後、ようやく我に返ったメアリが慌あわてて駆けていったメイドを追いかけようとし……屋敷のあちこちから聞こえてくる「七十七番！」という声に膝ひざから頽くずおれた。

　流石さすがはアルバート家、仕えている者達の伝達能力は国内一である。あっという間に屋敷中に知れ渡わたっているではないか。それも『七十七番』という内部にしか分からない伝達方法で。

　遠くから聞こえてくる七十七番の声に、メアリが自家の使い達がいかに優すぐれているかを実感して瞳を細める。だがいかに悔くやめども手て遅おくれだ、そう開き直ると共に立ち上がった。

「そういうことだから、明日の朝は起こしに来なくて結構よ」

　言い捨てるようにメアリが告げれば、メイドが「かしこまりました」と頷うなずいて返す。

　その声こわ色いろと表情のなんと嬉うれしそうなことか。見守り続けていた二人がようやく結ばれる、そんな喜びに満ちている。もっとも、メアリは恥はずかしさが勝まさって素す直なおに祝われる気になれず、

「そんなに喜ぶなんて、よっぽど私を起こすのが嫌いやなのね」

　と拗すねたふりをしてみせた。




　そうして入浴を終え、「七十七番いってらっしゃいませー」というメイドの見送りに「七十七番いってくるわよ！　これじゃ私が七十七番みたいじゃない、何のよ！」と喚わめきつつ上着を羽織って隣となりの建物へと向かう。

　迷うことなく一室を目指し、見慣れた扉の前で足を止める。そこで一度深呼吸をし、コンコンとゆっくりと扉を叩たたいた。数秒待てばアディが顔を出し、「どうぞ」と自然な流れで部屋の中へと招き入れてくれる。

　普ふ段だん通りの流れ。だが今夜だけは妙みように恥ずかしくて、互たがいに顔を背そむけ合ってしまう。交わす言葉もてんでちぐはぐで会話にすらならない。

　そんな気まずい空気を漂ただよわせ、ふとメアリが思い出したかのようにアディの名を呼んで彼を見上げた。

「アディ、あのね……ここに来る前」

「どうしました？」

「……七十七番」

「大丈夫です。もう寮りよう中に、むしろ俺の部屋にまで伝わってます」

「流石の伝達能力ね、頼たよりになりすぎて泣けてくるわ」

「どうして七十後半が欠番しているんだろうって疑問に思ってたんですが、あれは欠番じゃなくて俺関係なんでしょうね……」

　二人して遠い目をし、揃そろって溜息をつく。

　今この瞬しゆん間かんも七十七番は屋や敷しき中を駆け抜け──むしろ、もう広まりきっているかもしれない──翌朝には周知のこととなっているのだろう。

　もちろんそれが下世話な話題としてではなく、仕える者として彼女達が把は握あくしておくべき情報なのは分かる。分かっているのだが……。

「なんだか恥ずかしいわ。明日あしたどんな顔をして会えばいいのかしら……。きっと皆みんなに冷やかされちゃうわね」

「あ、それなら大丈夫ですよ。もう皆この話題に飽あきて、既すでに別の話題で盛り上がってましたから。明日顔を合わせても特に話してこないと思います」

「それもどうかと思うわ！　いつも思うんだけど私の扱あつかいおかしくないかしら、大事な大事なアルバート家の令嬢なのよ!?」

「まぁまぁ、落ち着いて」

　己おのれの扱いの悪さを訴えるメアリに、対してアディは優やさしく肩かたを擦さすって宥なだめる。そうしてそのままゆっくりと手を滑すべらせ、まるで包み込むように抱だきしめてきた。流れるようなその抱ほう擁ように、気付けば彼の腕うでの中におさまっていたメアリが「あら」と小さく声をあげた。

　もっとも、いつの間にと思えども振ふり払はらうことも、ましてや擦すり抜けることもしない。むしろもっと強く抱きしめてと強請ねだるように額を寄せれば、それを察してくれたのか背に回された腕がよりきつく体を抱きしめてくる。

　その感覚にメアリがうっとりと瞳ひとみを細め……はたと我に返ってアディを見上げた。

「ねぇ、これからどうしたら良いいのかしら。私、ここからどうやってベッドに行けば良いのか分からないわ」

「大丈夫ですよ。俺が誘ゆう導どうしてさしあげますから」

「あら、そうなの？」

「えぇ、そういうものです」

「それならお願いしようかしら」

　と、そんなムードもなにもない会話を交わしつつ、ゆっくりとベッドへと誘いざなわれていった。




　そうして甘い夜を過ごすわけなのだが……その途と中ちゆう、

「待って！　やっぱりちょっと怖こわい！　雨天延期、雨天延期を申し立てるわ！」

「小雨の場合は決行です！」

　といったやりとりや、

「大丈夫ですから。痛かったら右手を上げてくださいね」

「その言葉だけは信じるなって前世の記き憶おくが訴うつたえてる！」

　といった間の抜ぬけた会話が交かわされたりと、甘いことは甘いのだが、おおよそムードのないなんとも二人らしい夜だった。







　そんな夜があけて翌朝。ムクと起き上がったメアリは自分が裸はだかであることに気付き「あらあら」と寝ね惚ぼけ眼まなこで手近に放ほうられていたシャツを体に巻き付けた。

　そうして周囲を見回し、ベッドの端はしに畳たたんで置かれているメアリのパジャマに視線を留める。

　もう起きてるのね……と、そんなことをボンヤリと考えていると、メアリが起きたことに気付いたのかキッチンからアディが顔を覗のぞかせた。

　さすがは従者、既に身み嗜だしなみを整えている。今の彼の姿だけを見れば、まるで昨夜ゆうべなにもなかったかのようではないか。もっとも、メアリを見るやヘラと緩ゆるまる表情は普段通りではないが。

「お嬢じよう、おはようございます。今紅茶を淹いれますんで、ちょっと待っててくださいね」

「アディ、もう着き替がえたのね」

　モゾモゾと緩かん慢まんな動きで今いま更さらパジャマに着替え、メアリが再び布ふ団とんに潜もぐり込む。コロンと横になりつつ「残念だわ」と呟つぶやけば、ティーカップをトレーに載のせたアディがどういうことかと首を傾げた。

「残念って、何がですか？」

　アディが不思議そうに問いつつティーカップを差し出してくる。既に身嗜みを整えた彼とは違ちがい、いまだパジャマのメアリはベッドの上でそれを受け取った。横になったまま紅茶に口をつけるなど、アルバート家の令嬢どころか年とし頃ごろの令嬢としてはしたないことこの上ない。

　だけど今朝だけは特別だ。そう考えながら温かな紅茶をコクリと飲み込み、微睡まどろんだ表情で、

「せっかくだから、寝起きはくっついていたかったのよ」

　と笑う。

　特別な一晩を過ごしたのだ、翌朝はいつまでもくっついて、二人で昼過ぎまで布団の中で微睡む……なんて甘い話だろうか。

「まぁでも、せっかく紅茶も用意してくれたんだから、私もそろそろ起きようかしら」

　そう話しながらゆっくりと体を起こし、ベッドの縁ふちに座った。

　ティーカップに口をつければ温かな湯気が鼻先をくすぐるように掠かすめ、ほのかな甘みが口の中に広がる。

　これを飲んで、身み形なりを整えよう。

　パジャマを脱ぬいで服に着替えて、髪かみを梳とかして……あら、そういえば着替えがないわね。

　紅茶に視線を落としながらこれからの予定を立て、メアリが顔を上げた。洋服をどう準備しようか、そうアディに声をかけようとしたのだ。だが目の前の光景に思わずビクリと肩を震ふるわせ、出かけた言葉を飲み込んでしまう。

　アディがいる。

　……いや、いること自体は当然である、彼の部屋なのだから。だがパジャマなのだ。

　つい先さき程ほど、それこそメアリが紅茶に視線を向ける前まで、彼は普段通りアルバート家の従者らしい格好をしていた。それなのに……、

「ア、アディ……貴方あなた、いつの間に着替えたの？」

「それが俺自身さっぱり分かりません。人間、やろうと思えば何でも出来るんですね」

「愛の力は偉い大だいだわねぇ」

「正直な話、シャツを脱いだ記憶すらありません」

「中に着てたりして」

　冗じよう談だん交じりにメアリが笑えば、アディもつられて「そんなまさか」と苦く笑しようをもらす。それでも確かく認にんするように胸むな元もとをグイと引っ張って中を覗き、ピタリと動きを止めた。

「なるほど、どうりでシャツを脱いだ記憶がないわけだ。俺はシャツを脱いでいない」

「さっさと着替えてらっしゃい」

　まったく、と言いたげにメアリが溜ため息いきをつく。

　そうして淹れたての紅茶を味わっていると、着替えるためにと席を外していたアディが戻もどってきた。今度はちゃんと……パジャマで。

　これにはメアリも「あら」と小さく声をあげ、次いで夫の分かりやすさに思わず笑えみをこぼした。せっかく着替えたのに、そう意地悪気に告げれば、恥ずかしそうに頰ほほを赤くさせたアディがベッドに乗ってくる。

　ヒョイと片手でティーカップを取られ、まるで「これは後で」とでも言いたげに枕まくら元もとの小さな机に置かれてしまう。そうして戻ってきた手が今度は頰を撫なでてくる。そのうえゆっくりと顔を寄せてキスをされ、メアリが夢ゆめ心地ごこちで瞳を閉じた。

　なんて甘い、紅茶よりも甘い。

　アディの男らしい大きな手でゆっくりと肩を押されれば、抗あらがう理由のないメアリの体がそれに促うながされるように再びベッドへと戻る。ポスンと軽い音をたてて仰あお向むけに寝転がると、アディの体が覆おおい被かぶさるように抱きしめてきた。

「ねぇアディ、今日は休みよ。せっかくだし、もうしばらくこうしていましょう」

「さすがお嬢、名案ですね」

　そうクスクスと笑い合いながら互たがいに身を寄せ、頭から布団をかぶった。
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　まるであの日のようだ、そうメアリが思い出を語れば、アディもまた柔やわらかく笑んで頷うなずく。

　甘く、そして大切な夜の思い出。語り合うには少し恥はずかしいが、恥ずかしさ以上の幸福感が胸を包むのだ。アディもまた同じ気持ちなのだろう、僅わずかに頰を染めながら銀糸の髪を丁てい寧ねいに手で梳すいて撫でてくれる。

　なんて心地好よいのだろうか。

　幸せ……とメアリがうっとりと瞳を細める。

　だがそんな微睡むような表情も、アディが「ちょっと失礼」とおもむろに立ち上がった事で眉み間けんに皺しわが寄った。それどころか、ムゥ……と唸うなってしまう。

　だがアディはそんなメアリの変化に気付くことなく、窓に近付くと開けて周囲を見回した。ついで「おーい」と声をかけるあたり、きっと誰だれかを見つけたのだろう。そうして、

「七十七番、伝達よろしくー」

　と、告げた。なんとも間延びしたその発言に、メアリの眉間に寄った皺が更さらに深くなる。

　いかに隣となりに立つ寮りようと言えど、アルバート家の令嬢が外がい泊はくするのだ、部屋で待つメイドに知らせなければならない事はちゃんと分かっている。むしろ無断外泊などしようものなら、ムード満点のところで扉とびらをノックされかねない事も分かっている。

　分かっている。分かっているんだけど……。

「ねぇ、それもうちょっと何とかならないの？」

　そうメアリが訴うつたえれば、アディがしばらく悩なやんだ後……、

「九十番台ならまだ空いてますけど、変えますか？」

　明後日あさつてな提案を返してきた。最初こそ知れ渡わたることに多少の困こん惑わくを見せていたが、彼は根っからのアルバート家従者、今ではもう『七十七番』を使いこなしているのだ。

　これには先程までうっとりしていたメアリも呆あきれたと溜息をつき、付き合っていられないと部屋に戻り……はせず、彼のベッドの上にゴロンと寝転がって布団の中に潜り込んだ。

　きっとアディは続くように布団の中に入り込んでくるだろう。それに対して寝たふりを決め込むか、キスをしてやるか、どっちにしようとメアリがクスクスと笑えば、モゾとベッドと布団が揺ゆれた。
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　メアリが産まれる前まで、アディはアルバート家の二人の子息に仕える予定だった。

　アルバート家に仕える家系なのだから当然といえば当然で、アディ本人も物心ついた時には既すでに父や兄のようになろうと意識していた。

　だがアルバート家の二人の子息はアディより二つ歳としが上だった。そのうえ、彼等の隣には既に自分の兄の姿。三人共幼いながらに才知の片へん鱗りんを見せ始め、二人の子息に至っては既に周りが「将来安あん泰たいだ」と微笑ほほえましく見守り時に敬意を表すほどであった。

　これをコンプレックスに思うなという方が無理な話。とりわけ、ようやく片手の年ねん齢れいに達しようとしているアディの目には、七歳の兄達は立派な大人のように映っていた。

　文字も書けるようになった、本だって同い年の子達より難しいものを読んで理解も出来る。

　それでも二歳の差は子供のアディにとっては絶望的で、三人の会話についていけず、教えを請こうたびに焦あせりを感じていた。それどころか彼等の手を煩わずらわせてしまうとまで思っていたのだ。

　そんなジレンマに周囲の誰もが「大人になれば二歳の差なんて」と笑うが、幼いアディにとって『大人』なんて遠すぎる未来の話でしかない。

　そんなもどかしさは焦りに変わり、いつしか悲観へと繫つながる。

　このままいつまでも兄達に追いつけないのではないか、自分はずっと彼等のお荷物でしかないのではないか。

「僕、そのうち要いらないって言われちゃうんじゃないかな……」

　というのが当時のアディの口くち癖ぐせだった。──ちなみに、これを今のアディに告げると真っ赤になって悲鳴をあげて逃にげ出すのだが、それがまた周囲の冷やかしの種になるのは言うまでもない──

　とにかく、他ほかの者が聞けば何を馬ば鹿かなと笑ってしまいそうな話だが、それほどまでに幼いアディは悩み胸を痛めていたのだ。

　そんな中、改まった様子のキャレルに「話があるの」と声をかけられ、アディがいよいよかと表情を青ざめさせた。

　頑がん張ばったつもりだった、本もたくさん読んだ。いつか父のようにアルバート家に仕えるために、兄のようにアルバート家の子息と並ぶために、出来得る限りのことをしてきたつもりだった。

　それでも駄だ目めだったのかと思えばアディの視界がジンワリと揺らぐが、日々兄達との差を見せつけられているだけあってか、心のどこかで諦あきらめに似たものも湧わき上がる。

　別の仕事を言い渡されるのだろうか、それとも他所よその家にやられるのだろうか……と、そんな考えさえ浮うかぶ。──ちなみに、この件についてアディに言げん及きゆうすると「本気でそう思ってたんですよ！」と自棄やけになった答えが返ってくる──

　そんなアディに対してキャレルは柔らかく微笑むと、細くしなやかな指で彼の錆さび色いろの髪かみを優やさしく撫でた。

「アディ、貴方あなたにお願いがあるの」

「はい」

「三人に追いつくように貴方が頑張っているのは知ってるわ。でも、これからは別の仕事をしてほしいの」

「……はい」

　やっぱり、とアディが心の中で呟つぶやく。

　必死に追いすがったつもりだったが、やはり駄目だったのだ。未熟な自分はアルバート家に仕えるレベルに達することが出来なかった。

　まだ五つになったばかりのアディは『不ふ甲が斐いない』などという言い回しこそ知らなかったが、それでも背負うには重すぎる感覚が胸を締しめ付ける。だがけっして泣くまいとギュッと手を強く握にぎることで堪こらえ、少しだけ俯うつむいてキャレルの視線から逃げる。

　そんなアディに対して、キャレルは柔らかく微笑むと彼の錆色の髪を掬すくい、涙なみだを溜ため始める目め尻じりを指でくすぐるように撫でた。

「アディ、これからはこの子のために生きてちょうだい」

　そう告げるキャレルの優しげな声に、アディが顔を上げるのも辛つらいと俯いたまま頷いた。

「この子」ということは別の家の子息令れい嬢じようだろうか。アルバート家は歴史のある家だ。家系図はそれこそ一枚の紙面では収まらないほどに壮そう大だいで、同年代の親しん戚せきはたくさんいる。

　そこの子供に仕えるのか……と、そんなことをアディが考え、それでも一向に現れる気配のない「この子」に疑問を抱いだいてそっと顔を上げた。

　キャレルが微笑んでいる。だがその隣にも背後にも誰もおらず、彼女はただそっと左手を腹部に当てて我が子を見守るような穏おだやかな笑えみを浮かべている。

　……手を、腹部に当てて。

　それを見て取った瞬しゆん間かん、アディが錆色の瞳ひとみをパチンと瞬まばたかせた。

　奥方様は最近、ゆったりとした服ばかり選んでいなかったか？

　旦だん那な様はやたらと奥方様の体を気き遣づかい、クッションだ膝ひざ掛かけだと騒さわいでいなかったか？

　駐ちゆう在ざいの医者とは別の見慣れぬ医者が屋や敷しきを出入りして、それでも奥方様や旦那様は嬉うれしそうにしていなかったか……？

　そういえば、メイドの一人が見慣れぬ医者の出入りを案じて「どうなさいました？」と尋たずねたところ、奥方様が嬉しそうに笑って「大だい丈じよう夫ぶよ、そのうち教えてあげる」と返してきたと、そう誰かが話していなかったか……。

　それらを考えれば、そうして腹部周りがゆったりとした作りになっている服を纏まとって笑うキャレルを見れば、アディの中で一つの考えが浮かび……。

「おめでとうございます！」

　と、声をあげて頭を下げた。




　それからのアディの生活は目まぐるしいものだった。

　元より励はげんでいたアルバート家の子息に仕えるための勉強はもちろん変わらず努めていたが、キャレルが出産のために避ひ暑しよ地に移りそこで生まれたのが令嬢だと分かると、学ぶべきことの方向性も変わってくる。

　なにせアルバート家の令嬢に仕えるのだ。彼女が立派な淑しゆく女じよに育つようサポートすることがアディの仕事であり、そのためには社交界における令嬢の立ち振ふる舞まいやマナーを熟知しなければならない。

　紅茶の淹いれ方はもちろん、茶会の開き方や持て成し方。ドレスの選び方や、花を贈おくる際に困らぬようにと花言葉も覚えた。

　本人だけが気付けずにいたが、元よりアディはアルバート家に仕えるにあたり十分な才知を持っていたのだ。そのうえ『仕えるべき存在』を明確に胸に刻んだのだから、その吸収具合は周囲が目を見張るものであった。







　そんなアディの生活の変化から約一年、子育てのため避暑地で生活していたキャレルが屋敷に戻もどる日のこと。もちろん、彼女は令嬢メアリを連れて帰ってくる。

　その日は屋敷中が朝から落ち着きなく彼女達の到とう着ちやくを心待ちにし、メアリの兄に当たる二人の子息に至っては玄げん関かんと自室を何度も往復していた。アディもまた同様に、それどころか屋敷の中で誰だれよりも落ち着きを失い、流石さすがアルバート家と言える広さの玄関をグルグルと犬のように回っては通りかかる者達に冷静さを取り戻させていた。──勤続年数が長く、当時を知る者達は語る。「どんなに浮うき足立っていても、あのアディの姿を見れば誰でも我に返る」と──

　そうして、ゆっくりと馬車が停とまる音がする。

　耐たえきれなくなったアディが玄関から外へと飛び出せば、そこには質の良い馬車が一台。開かれた扉とびらからはキャレルに仕えているメイドが姿を現し、足場を用意すると促うながすように馬車の中へと手を差し伸のべた。

　それに支えられながら出てくるのはもちろんキャレル。彼女の姿を見て、待っていた夫や子供達が駆かけ寄っていく。

　待ちわびすぎたからか、アディが屋敷から飛び出たもののどうすれば良いのか分からず呆ぼう然ぜんとすれば、ふと顔を上げたキャレルと目が合った。柔やわらかな瞳が嬉しそうに微笑む。そうして腕うでに抱だいたものをゆっくりと揺ゆらしながらこちらへと歩み寄ってきた。

「アディ、久しぶりね」

「お、おかえりなさいませ奥方様」

「貴方あなたも随ずい分ぶんと大きくなって。……あら、メアリが起きたわ。さっきまで寝ねてたのに、アディの声に気付いたのかしら」

　キャレルの腕に抱きかかえられたタオルの山がモゾモゾと動き、ふにゃ、ふにゃ、と不思議な声が聞こえてくる。

　その声にキャレルが柔らかく笑い、主従の初対面のためにとゆっくりとしゃがみ込んだ。

「ほらメアリ、アディよ」

　と、そう告げてキャレルが腕の中の赤ん坊ぼうを軽く揺らす。

　アディが恐おそる恐る覗のぞき込めば、大きな瞳の愛らしい赤ん坊と目が合った。幼いながらに目鼻立ちのはっきりとした端たん整せいな顔つき、パチパチと瞬きするたびに揺れる長いまつげ。伸びたばかりの柔らかな銀の髪はまるで絵画に描えがかれる天使のようにクルクルと巻いており、しばらくアディを見つめると「きゃっ」と子供特有の高い声をあげて笑った。

「まぁメアリ、アディのことが好きなのね」

　よかった、と微笑ほほえみながらキャレルがアディへと向き直る。

　錆色の瞳はキラキラと輝かがやいており、はじめて見る令嬢、そして生しよう涯がい仕える相手との対面に興奮を隠かくしきれず頰ほほが上気している。

　そうしてアディはゆっくりとメアリを見つめ、恭うやうやしく、そしてアルバート家に仕える者らしく頭を下げた。幼い少年のその行動は僅わずかにぎこちなさが残るが、それでも従者らしい。

「は、はじめまして、僕の……」

　そこまで言いかけ、アディがムグと言葉を飲み込んだ。

　僕、なんて子供らしい言葉は止やめなければ。自分はこの愛らしい令嬢を守り抜ぬくのだ。二歳の年の差に挫くじけるような弱さを捨てて、強くならなくては……。

　と、そう考えてアディが再びキャレルの腕の中のメアリに視線を向けた。親譲ゆずりの美しい色合いの瞳が、ジッと何かを期待するかのように見つめてくる。その瞳に応こたえるよう、アディがゆっくりと口を開いた。

「はじめまして、俺のお嬢様！」










「そういうことがあってね、本当にその時のアディは可愛かわいかったわ」

　そう微笑みながら当時を語るキャレルに、話を聞いていたアリシアが「素す敵てきです」とうっとりとした瞳で応えた。彼女の隣となりに座るメアリは言葉こそ返しはしないが、ニマニマと口元が緩ゆるんでいるあたりこの話にご満まん悦えつなのは言うまでもない。

　対してメアリの隣にいるアディはご満悦とは言い難がたく、それどころか両手で顔を覆おおっていた。

　チラと見える耳が彼の錆さび色いろの髪かみに負けぬほど赤く染まっているのは、言わずもがなこの話が恥はずかしく、それでいて話し手が話し手なだけに逃にげ出すわけにもいかないからだ。おまけに所々でキャレルが話を振ふってくるのだから、無下にも出来ず当時の心境を語らざるをえない。

　そんなアディの肩かたを叩たたいてやるのはパトリック。この場において唯ゆい一いつの理解者と言えるだろう。日ひ頃ごろアディを冷やかす彼も、流石にこの状じよう況きようでは同情が勝まさるようだ。

「その後は本当に面おも白しろかったわ。息子むすこ達は小さな女の子の扱あつかいなんて分からないから、メアリを喜ばせようとしていっつも泣かせてばかりで」

　いかに優すぐれた貴族の子息と言えど本質は只ただの幼い少年。同い年の令れい嬢じようとの接し方ならばまだしも、ヨチヨチと歩く妹の扱いなど分かるわけがない。

　池で捕つかまえた蛙かえるを見せては泣かれて、プレゼントに虫を差し出しては泣かれて。立派な馬を見せては泣かれて、少年ならば胸躍おどらせる戦記を読み聞かせては泣かれて……。

　そうして約一年奮ふん闘とうしたのち、彼等は「これは未知の生き物だ」と察してアディを頼たよりだした。兄達の気持ちなど露つゆ知しらず、幼いメアリはアディの後をついて回っていたのだ。

「蛙や虫なんて喜びませんよ。女の子なんですから、リボンやお花をあげなくちゃ」

　そうしてアディが蛙を池に戻して近くに咲さいていた一輪の花を差し出せば、火がついたように泣いていたメアリの涙なみだが止まる。

　グズグズと洟はなをすすりながらアディの手から花を受け取り、その際に解ほどけかけていたリボンを綺き麗れいに結び直してやれば涙の跡あとの残る瞳が嬉しそうに細まるのだ。

　メアリは女の子だ。蛙や虫よりもリボンや花を愛めで、雄お々おしく精せい悍かんな馬よりも猫ねこや兎うさぎといった小動物に触ふれたがる。戦記なんてもってのほか、お姫ひめ様と王子様が結ばれるキラキラした話を好み、華はなやかなドレスを「お姫様みたいですね」と誉ほめればキャッキャと喜ぶのだ。

「アディが三人に教えて、まるで逆転したみたいだったのよ。特にメアリの誕生日なんて……」

　思い出しているのだろう、キャレルが小さく笑う。

　それを聞いたメアリがニマニマと頰を緩めながら隣に座るアディを肘ひじで小こ突づくのは、もちろんこの話が嬉しいからだ。メアリの物心つく前、記き憶おくにすらないときから彼は誰より自分を理解して大事にしてくれていたのだから、これを喜ばない女はいない。

　対して肘で小突かれるアディは気が気ではなく、誤ご魔ま化かすためか白々しく「お淹れします」とパトリックのティーカップに手を伸ばした。

　もちろん顔は真っ赤で手が盛大に震ふるえているのだが、カップを持つ手もティーポットを持つ手も震えており絶ぜつ妙みようなバランスで紅茶を零こぼさないあたり、流石はアルバート家に仕える家系である。

　そんなアディの態度もまた愛いとしいと言いたげにメアリが微笑み、悪戯いたずら気に彼の顔を覗き込んだ。

「究極の一ひと目め惚ぼれね」

　嬉うれしそうなメアリの言葉に、限界まで赤くなったアディがコホンと咳せき払ばらいをした。そうして、

「一目惚れなんかじゃありませんよ」

　と告げる。

「貴女あなたが奥方様のお腹なかにいるときから、俺にとって世界で一番大事な方だったんですから」

　一目見る前です、そうはっきりと告げるアディの言葉にメアリがポッと頰を赤くさせる。

　アリシアとキャレルが嬉しそうに顔を見合わせ、この場の空気に流されきれないパトリックが渋しぶめに淹れてもらった紅茶をグイと飲み干した。







[image: 田舎娘な王女様は友情をご所望です]




「アディさん、行きましょう！」

　とアリシアに腕を取られ、アディがおやと首を傾かしげた。

　お嬢ではなく、俺と？　と。だが現にアリシアはメアリではなくアディの腕を取り、それどころか「早く行きましょう！」と急せかしてくる。仮にこれが「メアリ様、アディさん、行きましょう！」ならいつものことなのだが、今のアリシアにメアリの名を呼ぶ様子はない。

「アリシアちゃん、行くってどこに？」

「招待状を渡わたしに行くんです！」

「招待状……あぁ、アリシアちゃんとパトリック様の結けつ婚こんパーティーの」

「メアリ様が『友達には手て渡わたしするべき』って仰おつしやってました」

　だから、と話しながら引っ張ってくるアリシアに、アディが引かれるまま歩きながらなるほどと頷うなずいた。

『大切な友達ならば招待状は手渡しで』とは、他ほかでもなく自分達の結婚披ひ露ろうパーティーの準備中にメアリが父親から言われたことだ。現にメアリはエレシアナ大学の友人達に招待状を自ら渡し、そして自分には友人がこれだけいるのだと父親の前で胸を張っていた。

　つまりメアリがそれをアリシアに話し、そして彼女が動き出した……と。

　なるほど、それは分かる。なんとも彼女らしい話ではないか。……だけど、

「行くにしても、どうして俺と？」

　そう、疑問なのはそこだ。

　友人に招待状を渡しに行くのであれば、メアリか、それこそパトリックがいるであろうに。そうアディが問えば、アリシアが僅かに眉まゆ尻じりを下げて「それが……」と口を開いた。

「それが……パトリック様もメアリ様も忙いそがしいそうで……」

「アリシアちゃん!?　俺も一応仕事があるからね！　公私問わずお嬢にくっついてるけど、あれでも公おおやけの部分はちゃんと仕事としてやってるからね!?」

　流石さすがにそこはアルバート家に代々使える一族として、きちんと訂てい正せいしておきたいところである。──仮にここにメアリがいれば「結局、公の部分をクビにし損そこねたわ」とでも言いそうなものだが──

　だがそんなアディの必死な訴うつたえにアリシアは目を丸くしたのち、話を理解したのか「大だい丈じよう夫ぶです！」と頷いて返した。

「大丈夫です、アディさんが働き者なのは分かってます！　いつもお菓か子しをくれますからね！」

「いや、お菓子を配る仕事でもないんだけど……」

　今一つ従者の仕事を分かっていないのか──分かっていたうえで、日頃のアディのメアリへの態度があまりに自由すぎて繫つながらないのか──アリシアが「あと紅茶も淹いれるお仕事ですね」と明後日あさつてなことを言って寄よ越こす。彼女の瞳ひとみには茶ちや化かす色もなく、本当にそうだと信じ切っているのだろう。

　もちろん従者の仕事はアリシアの言うようなものではない。主人を敬い、主人をさり気なくサポートし、陰かげながら支え力になることが従者の仕事なのだ。時には、纏まとわりついて離はなれない王女から主人を守るためにお菓子と紅茶で誘おびき寄せることも仕事である。

　もちろんそんなことを言えるわけがないのだが。

「それで、どうして俺に？」

「私も最初はメアリ様をお誘さそいしたんです。そうしたら……」

「そうしたら？」

「メアリ様、『アディを貸してあげるから、そのとても美味おいしそうな香かおりのするランチボックスを置いてとっとと行ってらっしゃい！』って仰って……」

「売られた、これ完かん璧ぺきに売られた」

「そういうわけですから、行きましょうアディさん！」

「はいはい……」

　意気込むアリシアに腕うでを引っ張られ「もうどこにでも着いていくよ……」とアディが情けなく呟つぶやきつつアルバート家の屋や敷しきをあとにした。




「ふむ」

　とメアリが呟いたのは、窓から見えるアディとアリシアの姿を見送った直後。

　アディという犠ぎ牲せいを払はらったものの、首しゆ尾びよくアリシアを屋敷から追い払うことが出来た。おまけにコロッケも手に入ったのだからこれには思わず頰ほほが緩ゆるむ。

　そうしてあらかたの資料を用意して待てば、コンコンと部屋の扉とびらがノックされ、顔を覗のぞかせたメイドが来客を告げた。







　アディとアリシアを乗せた馬車が向かったのは、隣りん国ごくにあるマーキス家。

　貴族の中でもさして高い地位にあるわけでもないこの家は、突とつ然ぜんの王女訪問に当然だが騒そう然ぜんとした。使いはもちろん当主さえもまさに上を下への状態、マーキス家の歴史を遡さかのぼってもこれほどまでの騒動はないと言える。

　そんなマーキス家に対し、アディとアリシアはと言えばこれもまた啞あ然ぜんとしてしまう。

　なにせアリシアはアルバート家訪問と同じ感覚で「パルフェットさんの家に遊びに来た」程度だったのだ。誰だれだって、友人の家に遊びに行ったのに当主までもが慌あわてて出向き、屋敷中が騒さわぎ出せば驚おどろくというもの。

　そしてアディはと言えば、改めて「そうか、アリシアちゃんって王女様か……」と再認にん識しきしていた。アルバート家ではアリシアが遊びに来ることを『奇き襲しゆう』と呼んでいたが、考えてみれば王女訪問なのだ。

　とにかく、そんな突然のアリシア王女訪問にマーキス家が大騒ぎの中、目当ての人物がパタパタと駆かけ寄って二人の名前を呼んだ。

「アリシア様、アディ様！」

　と。もちろんパルフェットである。

　彼女の登場に、ようやく我に返ったアディとアリシアがそれぞれ挨あい拶さつを交かわす。

「パルフェットさん、ごきげんよう」

　そう穏おだやかに告げ、スカートの裾すそを摘つまんで身を屈かがめるアリシアの姿はまさに優ゆう雅がの一言。麗うるわしく気品がありそれでいて朗ほがらか、これは確かに一国の王女訪問と言えるだろう。思わずアディが脳内で「ちゃんと出来るなら私にも普ふ通つうに挨拶しなさいよ！」と妻の声を聞いた。

「お二人共、今日はいったいどうなさったんですか？」

「パルフェットさんにこれを渡しに来たんです！」

　嬉しそうに笑いながらアリシアが鞄かばんをあさり、中から取り出したのは一通の招待状。

　もちろんアリシアとパトリックの結婚パーティーの招待状なのは言うまでもなく、それを見たパルフェットの瞳が一いつ瞬しゆんにして輝かがやきだした。

「美味しいケーキをたくさん用意して待ってますから、是ぜ非ひパルフェットさんも来てください！」

「はい、もちろんです！」

　ケーキ仲間からの招待状にパルフェットが嬉しそうに微笑ほほえみ、まるで宝物を授さずかったかのように大事そうに両手で招待状を持つ。──もっとも、実際に王女直々に招待状を渡されたのだからマーキス家からしてみれば家宝同然なのだが、この場合の「嬉うれしい」が貴族としての云うん々ぬんではないのは言うまでもない──

　そんなパルフェットの表情の、そして「待ってますね」と返すアリシアの微笑みのなんと愛らしいことか。美しい女性二人の友情を前に、「これなら今日一日付き合ってもいいか」とアディが苦く笑しようをもらした。

　もっとも、次に訪おとずれた家で早くもその考えを撤てつ回かいするのだが。







「わざわざアリシア様自ら届けてくださるなんて光栄です。いつだって受け取りましたのに……ダイス家で」

「えへへ、サプライズで渡したかったんです」

「まぁアリシア様らしい。でも頻ひん繁ぱんに会っているのに、そんなことを考えてらっしゃるなんて少しも思いませんでしたわ。先日もお会いしましたのに、もちろんダイス家で」

　ホホ……と優雅に微笑むマーガレットに、アリシアが嬉しそうに頷いて返す。

「いつもお会いするから、いつか気付かれてしまうんじゃないかとドキドキしてました」

　無む邪じや気きなアリシアの返答は、それほどマーガレットがダイス家を訪れているということである。それを察してアディがヒクと頰をひきつらせた。なるほどどうりで、最近パトリックがくしゃみをしたり寒気がすると腕を擦さすっているわけだ……と。

　だがそんなことを考えるアディに対してもマーガレットは優雅な笑えみを崩くずさず、次いで受け取った招待状に視線を落とすと小さく溜ため息いきをついた。

「パトリック様もこれで正式に結けつ婚こんされるのね……」

「マーガレット様？」

「これでパトリック様をあきらめた方々がバーナードに目をつけたら……やっぱりここいらで仕留める必要があるわね」

　途と端たんに瞳に狩人かりゆうどの炎ほのおを灯ともすマーガレットに、すんでのところでそれを察したアディが慌ててアリシアの耳を塞ふさいだ。

「我が国の王女の前でなんてことを仰おつしやるんですか」

「あらごめんなさい、つい本ほん性しようが」

「なんて恐おそろしい……そもそも、今回は王家主しゆ催さいのパーティーなんですから、仕留めるとか物ぶつ騒そうな真似まねはやめてください」

「心配なさらないで、ただ素す敵てきなドレスでバーナードにエスコートしてもらうだけです」

　コロコロとご機き嫌げんに笑うマーガレットに、アディが疑ぎ惑わくの視線を向ける。

　といっても別にマーガレットのことを嫌きらっているわけでもなく、彼女の発言を疑っているわけでもない。ただ、頭が回って猫ねこ被かぶりな令れい嬢じようの優雅な微笑みほど信用出来ないものはないと知っているからだ。……誰とは言わないが、過去散々振ふり回された経験がそう訴えている。──そんなことをアディが考えているとは露つゆ知らず、アルバート家ではとある令嬢が小さくくしゃみをし「あら失礼、話を続けてちょうだい」と洟はなをすすった──

　そんな警けい戒かいの色を見せるアディに、マーガレットは彼の言わんとしていることが分かるのかクスリと笑う。次いで念を押すように「大だい丈じよう夫ぶですよ」と告げた。

　その声こわ色いろは先程の冗じよう談だんめいたものとは違ちがい、どこか落ち着きすら感じられる。

「大丈夫です。とても良いいデザイナーを見つけたから、少し……そう、少しだけ嬉しくなってしまったの」

「デザイナー、ですか」

　先程までの狩人とは違うマーガレットの口調に、アディがオウム返しで問う。

　それと同時にアリシアの耳を塞いでいた手を離すのは、今のマーガレットならば物騒な発言をしないだろうと踏ふんだのだ。それほどまでに彼女は落ち着き、そしてどこか晴れ晴れとしているようにさえ見える。

「社交界のルールも熟知していて、それでいて貴族的な型にとらわれない、とても良いデザイナーなんですよ」

　ブラウニー家お抱かかえなのか、誇ほこらしげに己おのれのデザイナーを語るマーガレットにアディが感心したかのように頷うなずいた。

　ドレス選びがいかに厄やつ介かいなのかはよく分かっている。社交界では時期や立場に合わせる表だったルールの他ほかにも、親や令嬢達の友好関係による暗あん黙もくのルールが幾いくつもあるのだ。それでいて流行を追わなければならないし、かといって他の令嬢と同じドレスを着ることは許されず、露ろ骨こつな後追いは陰かげで笑われてしまう。たかがドレスと言うなかれ、令嬢達にとっては社交界で戦うための唯ゆい一いつの武装なのだ。

　そして自分をアピールするための手段であり、親にとって娘むすめを着き飾かざらせることは家の威い厳げんを表すことになる。それに、ドレスで着飾れば良い縁えん談だんが舞まい込む可能性もある。

　だからこそ難しい。たとえば、頭には大きなリボン、胸むな元もとには花のコサージュ、腹部のリボンをギッチリと固く結んで夜会に日ひ傘がさ……などという素すっ頓とん狂きような格好をした日には最後、一族もろとも笑いものである。

　そんな社交界の堅かた苦くるしいルールを熟知し、それでいて型に当てはまらないデザイナー。これほど貴重なものはない。

　とりわけ、ブラウニー家の名を背負い、そしてダイス家三男を狙ねらう彼女にとってドレス選びは重要。バーナードの視線を常に自分に向けさせるために最高の戦せん闘とう服でなければならない。

「なにより、私の目的も……腹の内も理解してくれているんです」

「腹の内っていうと、野心的なところですか？」

　腹の内だの野心的だのといった単語の部分だけサッとアリシアの耳を塞ぎアディが問えば、マーガレットがクスリと笑った。

　余談だが、耳を塞がれている間アリシアは頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべつつ、アディとマーガレットが楽しげに──アリシアにはそう見えている──話しているのだから邪じや魔まはするまいとケーキを食べていた。

「彼は誰だれより私の野心を知っています。だからこそ、私は目的も野心も包み隠かくさず話し、彼もそれに見合ったドレスを作ってくれる」

「……彼？」

　珍めずらしい、とアディが呟つぶやく。

　男のドレスデザイナーがいないわけではないが、やはり女性のドレスだけあって同どう姓せいの方が感性が近く、貴族のお抱えデザイナーや有名デザイナーは女性が殆ほとんどである。なにより、似合うドレスを作るためには体のラインを知る必要がある。直接的に触ふれるわけではないが、そこに拘こだわり女性デザイナーに固こ執しつする令嬢は多い。

　だがそんなことを考えるアディに対し、マーガレットが「あら」と小さく声をあげた。

「バーナードに見せるためのドレスなんですよ、女性がデザインするより男の方がデザインした方が良いじゃありませんか。グッとくるポイントを突ついてくれるし」

「……そうですね」

「先日のドレスもね、私には少し大だい胆たんに見えたんですが、着てみたらバーナードがとても褒ほめてくれて。それどころか『他の方に誘さそわれないように』ってずっと側そばにいてくれたんですよ。赤くなりながらチラチラと横目で見てくる彼のなんて可愛かわいいこと！」

「……そうですね」

　もう何も言うまい、という言葉を飲み込みつつアディが棒読みで答える。

　そうしてさっさとこの場を後にすべく挨あい拶さつをすると、ケーキを食べ終えたアリシアもそれに続いた。

「マーガレットさん、また今度お話ししましょうね」

「えぇ、いつでも誘ってください。……ダイス家で。ではアディ様、メアリ様にもよろしくお伝えください……どうせ直すぐにお会いしますでしょうけど……ダイス家で」

　という別れの挨拶を聞きつつ、アディが急せかすようにアリシアを馬車に乗せ、次いで自分もと乗り込んだ。




　そうして馬車が走り出すと、それを見送ったマーガレットがポツリと、

「彼、王子様にはなれなかったけど、本当に最高のデザイナーになってくれたんですよ」

　と呟いたのだが、あいにくとそれは馬車までは届かなかった。

　だが今はそれで良いとマーガレットが小さく笑い、踵きびすを返すと近くにいたメイドに声をかけた。招かれたパーティーに着るドレスを準備するため、彼を呼んでくれと告げる。

　アリシアとパトリックの結婚披ひ露ろうとなれば、今までにない規模のパーティーになるはずだ。早めに準備をしておくに越こしたことはない、そう考えたのだ。パーティーも、家を乗っ取るのも、恋こいも、何事も先手を取るのがマーガレットの主義である。

「もしもバーナードとうまくいったら、その時にはアルバート家とダイス家に紹しよう介かいしてあげようかしら」

　そんなことを考えてマーガレットがクスクスと笑う。今の彼はまだ新米デザイナーだが、アルバート家とダイス家に名前を憶おぼえてもらえたならその地位も知名度も一気に飛ひ躍やくするだろう。

　そしてそれを匂におわせれば、きっと彼は意欲に燃えてさぞや素敵なドレスをデザインしてくれることだろう。彼の向上心はマーガレットも高く買っていた。それに、家名にすがることを止やめデザインの道に進んだその決断力も、今では好意的に評価出来る。

　マーガレットの野心を理解し、バーナードを射止めるためのとっておきのドレス……。

　さぁ、素敵なドレスを作るために話し合わなくちゃ！　とマーガレットがニンマリと笑う。

　話し合いの場にあるのは野心のみ、そこにいっさい愛などない。

　令嬢とドレスデザイナーならば愛などなくて当然なのだから。







　ブラウニー家を出たアディとアリシアが次に訪おとずれたのは、カリーナの家である。

　その行き先を聞いた時こそ防寒具を持ってくるべきだったと悔くやんだアディだが、出で迎むかえてくれた彼女は見事と言わんばかりの令嬢ぶりで、アリシアから招待状を受け取ると物騒な言葉もなく純じゆん粋すいに嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　その表情はなんとも麗うるわしく、流石さすがと言える気品を漂ただよわせている。それでいて時折は招待状を見つめ、友からの誘いが嬉しいとはにかむのだ。もちろん冷気は漂っていない。それどころか、かつての恋を嘆なげく様子もなく、アリシアからの招待状を大事そうに手にしている。

　アルバート家でのパーティーでカリーナはパトリックへの想おもいを打ち明け、そして良い思い出として胸に刻み前に進むと決めたのだ。──ちゃんと真っ直ぐ前に進めたかは定さだかではない。むしろ彼女はちょっと……斜ななめ前に進んでしまった気がする。まぁ、本人が楽しそうなので言わないでおくが──

「わざわざ来ていただいてありがとうございます。とても楽しみです」

　気高さすら感じられる美しい笑えみでカリーナが礼を言えば、太陽のような明るさの笑顔でアリシアが頷いて返す。

　そんな二人の光景に、防寒具云うん々ぬんは要いらぬ心配だったかとアディが心の中でカリーナに非礼を詫わびる。そうして自分も穏おだやかな会話に加わろうとし……コンコンと部屋に響ひびいたノックの音に振ふり返った。

　カリーナの返答を受け、一人のメイドが恐おそる恐るといった様子で顔を覗のぞかせている。

「カリーナ様、あの……お話の最中に申し訳ございません」

「どうしたの？」

「あの……エルドランド家に向かわせた者達がそろそろ……」

　もごもごと言い難にくそうに告げるメイドの言葉に、アディとアリシアが揃そろって首を傾かしげた。

　エルドランド家といえば、パルフェットの婚こん約やく者であるガイナスの家。そんなエルドランド家に、どうしてカリーナが使いをやったのか。

　そう疑問を抱いだいた次の瞬しゆん間かん、アディがブルリと体を震ふるわせた。メイドの報告を聞いたカリーナがとても嬉しそうに、美しく、そして冷ややかに笑みを浮かべたからだ。

　彼女の本ほん性しようを──本人はいまだ否定しているらしいが──知っている者からしてみれば、この微笑みのなんと恐ろしいことか……。

　やっぱり防寒着を持ってくれば良かった、そうアディが心の中で悲鳴をあげつつ「そろそろ……」と話の終しまいをにおわせた。

　早くこの場を去らなければ……捕ほ縛ばくされたであろう誰かさんを見てしまう前に……。

「カリーナ様、まだ行く場所があるのでここで失礼します。ほらアリシアちゃん、カリーナ様も忙いそがしそうだし、そろそろ行こう」

「はい、そうですね。ではカリーナさん、失礼します！」

　元気良く別れの挨拶をするアリシアに、カリーナもまた優ゆう雅がに頭を下げて返す。もっとも、その仕草が優雅であればあるほど、いっそう寒気を感じさせるのは言わずもがなである。

　そうしてアディがアリシアの背を押しながら馬車へと乗り込めば、まるで入れ代わるように一台の馬車が停とまり、紐ひもで縛しばられ猿さる轡ぐつわをかまされた哀あわれな男がカリーナの前に転がされた。そこにかつての栄光はいっさいなく、ズザッと地面に倒たおれこむ様は痛々しい。

　その姿は無む惨ざんの一言で、そしてそんな男を見下ろすカリーナの嬉しそうな表情……。運悪く窓からその光景を見てしまったアディは最後に一度ブルリと大きく震え、心の中で「帰ったらお嬢じようを抱だきしめて暖をとろう」と決意した。







　そうして「最後に一カ所……」とアリシアが告げたのは市街地にある孤こ児じ院いんである。

　聞けば以前世話になっていた孤児院の職員がここで働いているらしく、アリシアが扉とびらをくぐると待ち構えていた女性が嬉しそうに表情を綻ほころばせた。敬けい称しようもつけずに名を呼び、頭を下げて挨拶をするどころか会話を交かわすよりも先に愛いとしそうに抱ほう擁ようする。一国の王女を相手にと考えれば無礼な態度ではあるが、その光景はまさに親子のようで見る者に微笑ましさを抱かせる。

「わざわざ招待状を持ってきてくれたのね、ありがとう」

　穏やかな声こわ色いろで礼を言われ、アリシアが子供のように頰ほほを緩ゆるめる。

　その光景をアディは穏やかな笑みを浮うかべて見守り、グイと服を引っ張られて視線をそちらへと向けた。見れば、小さな子供が数人キラキラとした瞳ひとみでこちらを見ている。代表するかのようにアディの服を摑つかむ少年の手には、ボールが一つ。

　まるで遊び相手を見つけたと言いたげなその表情に、アディはアリシアと職員が親しげに談だん笑しようしているのをチラと一いち瞥べつした。積もる話もあるだろう、しばらくは二人きりにしてあげようと苦笑を浮かべて差し出されたボールを受け取った。




「アディさん、お待たせしました」

　そうアリシアが声をかければ、施し設せつ内の一角に座って子供達を眺ながめていたアディが顔を上げた。

「子供達の遊び相手になってくれてたんですね」

「ん、まぁ慣れてるから」

「そうなんですか？」

「アルバート家は来客が多いだろ、親族や他家のお子様とか相手することが多いからさ」

　そう笑いながらアディが子供達に手を振る。

　その光景に、「アディさんらしい」とアリシアが小さく笑った。

「アディさんって、世話好きですよね」

「そうかな？」

「今日だってずっと私に付き合ってくださってるし、いつも細かなところまで気を遣つかってくれる」

　クスクスと笑いながら日ひ頃ごろのことを話され、アディが気き恥はずかしさで頭を搔かいた。

　カップが空になると自然な流れで紅茶を注いだり、メアリはもちろんアリシアやパルフェット達の荷物を持ってやったり、ドレスが綻びたり髪かみが解ほどけたら直したり……。細かなことではあるが、あれこれと改めて言われると恥ずかしさが勝まさるのだ。もっとも、今でこそアルバート家に入ったが元は従者なのだから当然と言えば当然なのだが、だからこそ自分の仕事を認められた嬉しさと気恥ずかしさがある。

　そうして次々と挙げてくるアリシアを恥ずかしさから制止し、別れの挨あい拶さつのため駆かけ寄ってきた子供達に囲まれながら「そういうのが好きなんだ」と苦笑を浮かべた。

「些さ細さいなことで良いいから、誰だれかのためになることがしたいんだ」

「誰かのため？」

「もちろん、一番はお嬢のためになることだけど」

　そうはっきりとアディが告げれば、アリシアがクスリと小さく笑う。

　そうして「帰りましょう」と告げ、孤児院を後にした。







「お嬢、ただいま戻もどりました」

「あらアディ、おかえりなさい。馬車に乗って疲つかれたでしょ、少し休んだら？」

「メアリ様、ただいま帰りました！」

「アリシアさんもおかえり……なんて言うと思った!?　どうして貴女あなたが当然のようにうちに帰ってくるのよ！　王宮に帰りなさい！」

　キィキィとメアリが喚わめくが、今いま更さらそれでアリシアが考えを改めるわけがない。それどころか、メアリの訴うつたえを聞きつつも「なんだか美味おいしそうな匂いがします」と周囲を見回すのだ。どうやら我らが王女様はお腹なかを空すかせているらしく、アディがクツクツと笑いながら紅茶とケーキを用意しようと手配に向かった。

　ちなみにこの間もメアリは喚いていたが、アリシアが顔を覗き込むようにして、

「私の手作りコロッケのお味はどうでしたか？」

　と尋たずねると、ついにはふんとそっぽを向いてランチボックスを突つっ返した。もちろんそれが空になっているのは言うまでもない。










　アルバート家令嬢の結婚披ひ露ろうパーティーを超こえるものがあるとすれば、それはもちろん王女アリシアの結婚披露パーティーである。

　幼い頃に攫さらわれ、自分の身分も知らず孤児院で育てられた悲劇の王女。その後、家族と再会した彼女はアルバート家令嬢の助力を得て──この件に関して、本人はいまだ眉まゆをひそめているが──立派な王女となり、誰もが認めるダイス家嫡ちやく男なんと結ばれる……。

　誰もがアリシアの話を聞けば感動し、年頃の少女であればうっとりと聞き入るほどだ。それどころか国内だけには留とどまらず、国外へも感動の物語として伝わっている。一部では脚きやく色しよくされ書しよ籍せきや劇にまでなっていた。──それらに目を通したメアリが「誰、この良い人」と覚えのない登場人物に首を傾げたのだが、アディは明確な答えを教えてやる気にはならずそっと鏡を差し出した──

　とにかく、そんな夢物語のような人生を歩んだアリシアの結婚披露パーティーとなれば、その規模が通常の内でおさまるわけがない。とりわけ今回のパーティーはアルバート家が全面的に協力しているのだから華はなやかさも一ひと入しお。

　そんなアルバート家の令嬢はと言えば、クラシカルなデザインと落ち着いた色合いのドレスに身を包み、誰もが見み惚とれるような美しさで会場に姿を現した。その隣となりにはもちろん、夫であるアディの姿。妻に合わせた色合いのスーツ、胸むな元もとには揃そろいの飾かざりをつけており、誰もがその仲なか睦むつまじさに柔やわらかな笑えみを浮かべた。

「お嬢、アリシアちゃんは？」

「もうドレスに着き替がえてるはずよ。……というか、どうしてあの子の予定を私に聞くのよ」

「いや、きっと聞かされてるだろうと思いまして」

「私は只ただの来らい賓ひんなのよ、あんな田舎いなか娘むすめの予定を聞かされてるわけないじゃない。……予定をたててやっただけよ！」

「あ、お嬢が予定たてたんですね」

「だってあの子、まず早朝に私のところに来る予定をたててたのよ！」

　冗じよう談だんじゃないわ！　とメアリが訴えれば、それを聞いたアディが小さく溜ため息いきをつき……ふと、聞こえてきた声に顔を上げた。

「メアリ様ぁー！」と聞こえてくる、そして徐じよ々じよに大きくなってくるこの元気の良い声は間ま違ちがいなくアリシアのもの。現にその声を聞いたメアリがビクリと肩かたを震わせ、身構えると同時に振ふり返った。

「おぉ、凄すごい。アリシアちゃん、よくあんな重そうなドレスであのスピードを出せるな……」

「感心してる場合じゃないでしょ！　でも、いいわ……かかってきなさい！」

　意気込むメアリに、アディがおやと視線をメアリに戻した。

　今まではアリシアが走ってくれば、決まってメアリははしたないと彼女を叱しつ咤たし、そして突とつ撃げきされていた。だがどういうわけか、今日に限っては意気込んで待ち構えているのだ。

　これはもしやアリシアのスピードをいかしたカウンター攻こう撃げきでもする気なのでは……と危き惧ぐし、慌あわててアディがメアリとアリシアの交こう互ごに視線をやる。──ここで二人の抱擁を想像しないあたりアディにも問題があるのかもしれないが、なにせアリシアのスピードが尋じん常じようではないのだ。もはや『走り寄る』の域を越えている──

「お嬢じよう、あまり危ないことは……」

「安心なさい、危険なことはしないわ。ただ今日こそ決着をつけるのよ！」

　そうメアリが意気込むのと同時に、トップスピードにまで加速したアリシアが「メアリ様！」と声をあげて飛びかかる。……が、すんでのところでメアリが後ろに飛び退のいた。

「見切った！」というメアリの勝利の宣言。本来なら彼女を抱だきしめるはずのアリシアの腕うでが宙を搔く。

「よ、避よけた!?」

「見なさいアディ！　今日こそ私の勝ちっ……」

　私の勝ちよ、と言いかけたメアリが途と中ちゆうで言葉を飲み込む。

　避けたはずが背後から伸のびる腕に腰こしを取られ、しかもそれが徐々に締しめ付けているのだ。この感覚は間違いなくアリシア式挨拶、でも本人は今まさに目の前にいるのに……。

　いったい誰が!?　と慌てて振り返ったメアリの視界には、涙なみだ目めで自分に抱きつくとある令嬢の姿。言わずもがなパルフェットである。ふんわりと柔らかなデザインと胸に飾った花がとても愛らしいが、今はそれを褒ほめている場合ではない。

「メアリ様、ごきげんよぅ……」

「パルフェットさん!?　まさか、あっちアリシアは囮おとりだったというの！」

「アリシア様が、メアリ様は挨拶しようとすると逃にげるから捕つかまえなきゃ駄だ目めなんですって、だから、だから私……！」

「私だって別にゆっくり近付いてくる人にはちゃんと対応するわよ！」

　だから泣かないでちょうだい！　とパルフェットを宥なだめつつ引き剝はがし、後ろで啞あ然ぜんとしているガイナスに押しつける。

　次いでアリシアを睨にらみつければ、彼女は相変わらず太陽のような明るい笑顔で「本日はお越し頂き……」と今更ながら上品な挨拶をしてきた。

　真っ白なドレスにはふんだんにレースがあしらわれ、髪飾りの載のった彼女の金糸の髪が良く映はえる。楽し気に笑うたびにそれらが揺ゆれ、その美しさは眩まばゆさすら感じかねないほどだ。

　愛らしさと気品を感じさせるその姿に、メアリが僅わずかに見惚れるようにほぅと小さく息をついた。今まで幾いく度ども読んだ物語、そのたびに思い描えがいていた『お姫ひめ様』そのものなのだ。

　だがそんなお姫様も長くは保もたないのか、一いつ瞬しゆんにして表情や仕草が普ふ段だんの田舎娘に戻り「お待ちしてました！」と元気良くメアリに抱きついてきた。見惚れていたメアリが相変わらずなこの抱ほう擁ように我に返り、「やめなさい！」と叱咤して引き剝がす。
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「ことあるごとに抱きつくんじゃないわよ、みっともない！」

「あ、メアリ様！　パトリック様が今日の料理について話があるって言ってましたよ！」

「ひとの話を聞きなさいっていつも言ってるでしょ！」

　メアリが声を荒あららげるも、アリシアがそれで反省する様子はない。まったくもっていつも通りのアリシアではないか。

　もしかしたら場の空気に吞のまれて泣いてしまうかも……と心配していた自分が馬ば鹿からしく、メアリが溜息をつきつつ周囲を見回した。

　アリシアがここにいるということは、つまりパトリックもいるということ。さっさと押しつけてしまおうとその姿を捜さがせば、一角からキャァと黄色い声があがった。居合わせた者達が視線をやり、女性は揃って見惚れるように頰ほほを染める。

　確かく認にんするまでもない、そこにパト王リ子ック様がいるのだ。

　純白のアリシアに合わせた白の正装、彼の藍あい色いろの髪かみと瞳ひとみがより濃こく映え、これに感かん嘆たんを漏もらさない女性はいないだろう。メアリとて純じゆん粋すいに、嫌いやみでも軽口でもなく、自分の王子様が隣にいてもなお、彼を「格かつ好こ良いい」と心から思うほどなのだ。

「アリシア、ドレスで走ったら危ないぞ。転んだらどうするんだ」

「えへへ、メアリ様の姿が見えたら嬉うれしくなっちゃいました」

　まったく、と言いたげにパトリックが小さく溜息をつき、走ったことで少し乱れたアリシアの髪を優やさしく撫なでて整える。

　そんな二人の美しさといったらない。愛いとしそうにアリシアを見つめるパトリック、彼に撫でられて嬉しそうに微笑ほほえむアリシア、周囲からも温かな視線が寄せられ、幸せだと言葉にしなくても伝わってくる。

　その光景にメアリが柔らかく瞳を細めた。……が、それに対して目を丸くさせたのがいち早くメアリの異変に気付いたアディ。次いでアリシア達も不思議そうに首を傾かしげる。

　なにせメアリが微笑んでいるのだ。

　それも穏おだやかに、柔らかく、誰だれもが見惚れてしまうほど美しく、まさに貴族の令嬢といった優ゆう雅がさで。そしてその反面、メアリを知る人から見ればなんとも作り物めいた笑みである。

「メアリ、どうした？」

　と彼女の顔を覗のぞき込むのは、今まで幾度となくこの笑顔を見てきたパトリック。

　気乗りしないパーティーで、面めん倒どうな人に話しかけられて、まったく興味のない自じ慢まん話を聞かされて……いつだってメアリはこの微笑みで優雅に対応していたのだ。「面倒くさい、帰りたい」といった裏にある感情を全部押し隠かくすための笑顔、いわば仮面である。

　それが分かるからこそ、どうして今ここでその表情を？　とパトリックが疑問を抱いだく。

　だがそれを尋ねるより先に、アディが「その、すいません……ちょっと失礼します」とメアリの肩に手を置いた。

「アリシアちゃん、どこか空いてる部屋ないかな？」

「空いてる部屋ですか？　この階なら、今日はどこも使ってませんけど」

「そっか、それなら適当に一室借りるよ」

　そう告げて、アディがメアリの手を引いて去っていった。




　そうして空き部屋に入るも、変わらずメアリはまるで麗うるわしい令嬢といった微笑みを浮うかべていた。その表情は美しく、そして同時に彼女らしくない。

「アディ、どうしたの？」

「どうしたも何も……」

　盛大に溜息をつき、アディがメアリに手を伸のばす。

　まずはポンと軽く頭に手を置き、ゆっくりと髪を指で絡からめて頰を撫でる。次いで肩、腕……とまるで上から順に解きほぐすように擦さすっていき、最後にその手をメアリの背に回して引き寄せると共に抱きしめた。

　突とつ然ぜんの抱擁にメアリが目を丸くさせる。だが次の瞬間にその瞳がじんわりと涙を溜ため、背中を軽く叩たたかれると同時にボロボロと大おお粒つぶの涙をこぼし始めた。

「な、なによ……私がっ、私がせっかく、我が慢まんしてたのに……！」

「こんな日まで意地を張ることないでしょ。あの場で泣けば良いじゃないですか」

「いやよ！　わ、私があの子を泣かすって、そう決めたんだからぁ……！」

　グズグズと泣きながら自分の胸むな元もとにしがみついて訴うつたえるメアリに、アディが苦く笑しようを浮かべて背中を撫でた。どうやら我慢の限界が近かったようで、堰せきを切ったように泣き出すメアリの声はしゃっくりが混ざり、なんとも優雅とはかけ離はなれている。

「まだ泣かすだのなんだの言ってるんですか？」

「そうよ、私がっ、あの子を泣かすんだからっ。……で、でも、今日のあの子は、あんなに綺き麗れいで……パトリックも、嬉しそうで……だから、私、私……！」

「はいはい、分かってますよ」

　宥めるような柔やわらかい声でアディがメアリの背中を擦り、服を摑つかんでいる手を解ほどいて指先にキスをする。そうして頰を撫でながら涙のあとを拭ぬぐってやると、コンコンとノックの音が部屋に響ひびいた。

　ドアノブが動き、そっと開いた隙すき間まからこちらを窺うかがうように顔を覗かせたのは……、

「メアリ様、アディさん、どうなさいました？」

　と、不安気な声こわ色いろのアリシア。

　彼女は部屋の中の光景にキョトンと目を丸くさせ、次いで顔を上げたメアリの表情を見るやつられるように紫むらさき色いろの瞳に大粒の涙をあふれさせた。

「メアリ様……メアリ様ぁ！」

　そうして感極きわまったと言わんばかりに部屋に飛び込み、そのままの勢いでメアリに抱きつく。普段であれば叱しつ咤たしたり逃げようとするメアリも、今だけは抵てい抗こうもせずアリシアの名を呼ぶと素す直なおにその抱擁を受け止めた。──アリシアの勢いが良すぎてメアリごと背後にあるソファーに突つっ込んでいったのだが、流石さすがは王宮のソファー、軽かろやかな音を立てて受け止めた──

　そうして二人で盛大に泣き出す姿はまるで子供のようではないか。一国の王女と、それに次ぐ名家の令れい嬢じようとは到とう底てい思えない。

　そんな二人にアディが苦笑を浮かべていると、再度ノックの音が響いた。次いで顔を覗かせたのはパトリック。

　メアリとアディに続いてアリシアまで戻もどってこないことを心配したのか、それでも彼は藍色の瞳で部屋の中の光景を見るや「そういうことか」と安あん堵どと共に笑えみをこぼした。

「いったい何があったのかと心配したんだけどな」

「申し訳ありません。どうにも意地を張って我慢してたみたいで」

「メアリらしいよ」

　クツクツと笑みをこぼすパトリックに、アディが「確かに」と肩かたを竦すくめる。

　そうして改めてパトリックに向き直ると、コホンと一度咳せき払ばらいをした後「おめでとう」と祝いの言葉をかけた。

　普段のアディらしくないその口調に、アリシア達を眺ながめていたパトリックが「うん？」と顔を上げる。アディはいつだって、アルバート家に婿むこ入いりした今だって、態度こそ皮肉を言ったり冷やかしてきたりとラフになったものの、言葉遣づかいはけして従者らしさを忘れることなくいたのに。

「どうした、アディ」

「いえ、あの……お嬢とパトリック様は幼少の頃ころからの付き合いですから、そのぶん俺とも長いわけで」

「あぁ、そうだな」

「ですから、無礼を承知で、いち友人として祝いの言葉を贈おくらせていただきました」

　照れ臭くさいのか明後日あさつてな方向を向いて告げるアディに、パトリックが僅わずかに瞳を丸くさせ……次いで嬉しそうに藍色の瞳を細めた。そうして返す「ありがとうな」という言葉も、まったくもってダイス家の嫡ちやく男なんらしくも、ましてや王女と結けつ婚こんする男らしくもない。

　長く親しんだ友人の会話。だがそのやりとりのなんと恥はずかしいことか。

　眼前の二人のように抱だきしめ合って派手に泣き喚わめいて祝い祝われ合うこともできず、アディとパトリックが誤ご魔ま化かすように「さて」と一息ついた。

　そうしておもむろにスカーフを取り出すと、

「とりあえずドレスの死守をしようか」

「そうですね。放ほうっておくとドレスのレースで洟はなをかみそうですし」

　と互たがいに頷うなずき合い、いまだグズグズびぃびぃと泣いているそれぞれの最愛の女性を宥なだめにかかった。







　そんな騒さわがしい控ひかえ時間も終わり、大泣きしたメアリとアリシアがメイド達に回収されてしばらく。そろそろパーティーが始まろうという頃合いには、メアリも「恥ずかしい」と赤くなった頰ほほを押さえるくらいには回復していた。

　アルバート家の令嬢として、先さき程ほどの大泣きは恥ずべきことだ。もっともその場にいたのはメアリを抜ぬいて三人。それもうち一人は同じように泣いていたのだから、さして気にする必要もないだろう。それでもアルバート家の令嬢という誇ほこりがメアリの頰を赤くさせていた。

　そんなメアリに、隣となりに立つアディは苦笑をもらし宥めるように優しくその腕うでを擦った。

「お祝いなんだから、あれぐらい可愛かわいいものですよ」

「でもねぇ、貴族の令嬢としてちょっと恥ずかしいものがあるわ。ねぇ、誰にも言わないでちょうだいね？」

「しかしアリシアちゃん綺麗でしたね。なんだか俺も感動で涙なみだぐんじゃいましたよ」

「……ねぇ、誰にも言わないでって、ねぇ」

「パトリック様も格かつ好こ良くて、まさに美男美女って感じですね」

「ねぇ、ねぇ……ねぇ！」

「あ、お嬢あっち見てください。パルフェット様とガイナス様が話してますよ。なんだかんだあったけど、あのお二人もうまくいってるみたいですね」

「今日から一ヶ月、一いつ切さいの接せつ触しよくを拒きよ否ひし交こう換かん日記のみとするわ」

「申し訳ございません！　それだけは勘かん弁べんしてください！　旦だん那な様と奥方様、それにお兄様方と俺の兄貴、あとパルフェット様とガイナス様とカリーナ様と、高等部時代の生徒会の方々にしか話してませんから！」

「思いつく限りの人物に言い回ってるじゃない！　この短時間で驚おどろきの情報拡散能力だわ！」

「ちなみに、俺は話してないのにマーガレット様は既すでにご存じでした」

　令嬢らしからぬ大泣きを言いふらされ、メアリが「恥ずかしいどころじゃないわ！」とアディを睨にらみつける。だがすぐさまその瞳ひとみを丸くさせたのは、彼の手がそっと伸びてメアリの手を握にぎってきたからだ。

　柔らかく握りしめられれば温かさが伝わり、指を擦られればくすぐったさに笑みがこぼれる。

　相変わらず、機き嫌げんを損そこねる方法も、そして機嫌を直す方法も熟知している夫ではないか。

　現にメアリは先程喚いていたのもどこへやら、嬉うれしそうに表情を綻ほころばせ「まったくもう」の一言で交換日記の事を忘れてしまった。

　そうしてしばらく他愛たわいもないことを話していると、楽団がまさにといった音楽を奏かなで始め、厳おごそかに、それでいて華はなやかにパーティーが始まった。







　パーティーの最中三度ほどメアリの涙るい腺せんが崩ほう壊かいしかけたものの、そこは流石アルバート家令嬢、スカーフで目元を拭うという優ゆう雅がな所作で誤魔化した。

　その仕草は美しいの一言で、友人の晴れの姿を涙ながらに喜ぶメアリの姿に、誰だれもが微笑ほほえましく見守り、中にはつられるように目元を拭う者さえいた。なにせあのメアリなのだ。己おのれの身分を知らず子息令嬢の学校に通い始めたアリシアを見み出いだし、己が見本となり彼女を淑しゆく女じよとして成長させ、そしてパトリックとの恋こいに背を押した人物。巷ちまたに出回る『王女の恋物語』を語るに欠かせない人物である。──先日、本人は『王女の恋物語』を綴つづった本を読みつつ「こんな親切な人がいるなら、私に懐なつくんじゃないわよ！」と怒おこっていたのだが──

　そうしてパーティーも進み、壇だん上じように立ったアリシアとパトリックが来客に挨あい拶さつをする。

　美しい純白のドレスに身を包んだアリシアの手には、白を基調とした美しい花束。それを見たアディがメアリに……ここいらでは見られない珍めずらしい料理を食べながら「これは頂点をとれる」と誇らしげに頷いているメアリに話しかけた。

「ブーケトス？」

　なにそれ、とメアリが首を傾かしげる。

「アリシアちゃんがブーケを投げるんですよ。で、それを受け取った方が次の花はな嫁よめになれるっていうジンクスです」

「ふぅん、まぁでも次の花嫁なら私には関係ないわよね」

　もう結婚してるんだから、とさほど興味もないと言いたげなメアリに、それを聞いたアディが「そうなんですけどね……」と歯切れの悪い口調で返した。心なしか表情にもどこか困こん惑わくの色が見える。

　彼らしくないその態度に、いったいどうしたのかとメアリがアディを見上げた。

「アディ、どうしたの？」

「……ブーケトスはお嬢には関係ないことなんですが……。なぜでしょうか、俺の目にはアリシアちゃんがこちらに狙ねらいを定めて見事な投球フォームを構えているように見えるんです」

「はぁ!?」

　どういうこと！　とメアリが慌あわてて壇上に視線を向ければ、先程まで美しく可か憐れんに挨拶をしていたアリシアが逞たくましいまでの投球フォームを披ひ露ろうしていた。もちろん、手にしているのはボールではなくブーケ。

　ちなみにアリシアの隣に立つパトリックはといえば、先程までの凜り々りしさもどこへやら、遠い目をしながら全力でアリシアから顔を背けていた。いくら最愛の妻とはいえ今の姿は直視し難がたいのだろう、誰もが見み惚とれる王子様の割に今は哀あい愁しゆうを纏まとわせている。

　もっとも、今のメアリにはそんなパトリックに同情する余よ裕ゆうすらない。なにせアリシアは真っ直すぐにメアリに対して構え、それどころか「いきますよ、メアリ様……！」と宣言までしてきたのだ。

「やだ！　やめて、いらないから！」

「そんな遠えん慮りよしないでください！　いきますよー！」

「やだ、怖こわい！　やめなさっ……！」

　やめなさい、と言いかけたメアリの悲鳴が途と中ちゆうで止まったのは、もちろん言い終わらぬうちにアリシアがブーケを放ったからである。

　詳くわしく言うのであれば、アリシアが放ったブーケが見事メアリの顔面にヒットし、制止どころか悲鳴をあげることすら叶かなわなかったからである。







「いくら田舎いなか育ちで品がないとはいえ、あんな大勢いる中でブーケぶん投げて、恥ずかしいとは思わないの!?」

「えへへ。ごめんなさぁい」

「まったくもって反省の色が見られない！」

　キィキィと喚きながらメアリが隣に座るアリシアを睨みつける。が、彼女はそれでも嬉しそうに「誰かにあげるって考えたら、メアリ様しか思い浮うかばなくて」と笑った。

　それに対してメアリが盛大に溜ため息いきをついて「もういいわ」と諦あきらめるのは、今まで幾いく度どとなく叱しつ咤たし罵ののしり、そして今日の剛ごう速そつ球きゆうだからである。

　ちなみに、現在地は王宮の庭園。

　美しく着き飾かざったメアリ、アリシア、そしてパルフェットが椅い子すに座り、それぞれの夫や婚約者がそれを囲んでいる。傍はたから見れば、若く見目の良い男女が楽しげに話している華やかな光景に映るだろう。もっとも、メアリは恨うらめしそうにブーケでぶつけた鼻先を擦さすり、妻の見事な投球フォームを目まの当たりにしたパトリックが盛大に溜息をつき……と、傍目に映る華やかさに反して内部は混こん沌とんと化しているが。

　そんな中、メアリが恨めしげな視線をアリシアからアディへと移した。

「アディがブーケを取ってくれれば、私があんな目に遭あわなくてすんだのに」

「俺が？　そんな、冗じよう談だんはやめてください」

「冗談？」

「俺が次の花嫁になっちゃったらどうするんですか」

「私が次の花嫁になっちゃってもどうするのよ！」

　サラリと真顔で明後日あさつてな返答をしてくるアディにメアリが喚わめき、次いでパトリックの名を怒いかりのままに呼んだ。

「そもそも、パトリックがちゃんと止めてれば良かったのよ！」

「いや、俺には無理だ。それに……」

「それに？」

「俺が次の花嫁になっても困るだろ？」

「なれるものなら、なってみなさいよ！」

　喚くメアリに、アディとパトリックが楽しげに笑う。それがまたメアリの怒りに油を注ぐのだが、他ほかでもないこの二人がそれに気付かないわけがない。分かっていて、怒るメアリを楽しんでいるのだ。

　そんな三人に、ガイナスだけが誰をどう宥なだめて良いか分からず困惑する。そもそもの原因であるアリシアに至っては、既にブーケの話題を終えてメアリ越ごしにパルフェットとケーキ談義に花を咲さかせているではないか。

「まったく、そもそもブーケっていうのは未み婚こんの女性に渡わたすものなんでしょ」

　溜息をつきつつ、メアリが膝ひざに乗せていたブーケを撫なでる。

　投げられたことで幾いくつか花びらや葉が散ってはいるものの、それでも華やかさは損なわれていない。飾かざれば見る者を癒いやしてくれるだろう。そんなことを考えつつ、メアリがヒョイとブーケを隣となりに座るパルフェットの膝に置いた。

「メアリ様？」

　キョトンとパルフェットが目を丸くさせる。

　だがその問いかけに対してメアリは返答せず、アリシアに向けて「こういうことでしょ」と同意を求めた。それに対して「はい、そういうことです！」と頷うなずくアリシアの嬉しそうな表情といったらない。

「次はパルフェットさんの番ですね」

「わ、私ですか……」

「そうよ。そもそもブーケを受け取った人が次の花嫁になるのなら、私じゃなくてパルフェットさんに投げてあげれば良かったのに」

「あの、私、あんなに速く投げられたら取れません……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、パルフェットさんにはあんなに速く投げませんから！」

「……え？」

「ほ、本当ですか？　良かったです。私、きっと怖くて逃にげちゃいます」

「ふふ、パルフェットさんは心配性しようですね。ねぇメアリ様」

「……え？　あ、うん。……あれ？」

　今のどういうこと？　と頭上に疑ぎ問もん符ふを浮かべるメアリを他所よそに、アリシアとパルフェットが嬉うれしそうに微笑み合う。

　そんな──傍から見れば──長閑のどかな空気の中、風にのって聞こえていた音楽が曲調を変え、誰だれもがふと会場へと視線を向けた。緩ゆるやかなこの曲調はダンスの曲。となれば男女が揃そろっているのだからここは互たがいに手を取り合い……はせず、

「メアリ様！　さぁ行きましょう！」

　と、アリシアが勢いよく立ち上がった。

『メアリ・アルバート振ふり回し大会』の開幕宣言である。

「なんで貴女あなたはダンスっていうと私を誘さそうのよ！」

「ほらメアリ様、はじまっちゃいますよ！」

「だからひとの話を……もう」

　怒ど鳴なりかけた言葉を溜息に変え、メアリがふんとそっぽを向く。

　だがその腕うではゆっくりと上がり、緩やかな動きでアリシアへと差し出された。

「まぁ、今日はお祝いだし……一曲だけなら付き合ってあげるわ」

　頰ほほを赤くさせながら、まるでエスコートを求めるようにメアリが手を差し出す。それに対してアリシアは数度パチパチと瞬まばたきをし、そうしてメアリの求めていることを察して「はい！」と表情を綻ほころばせて手を取った。

　色いろ違ちがいのブレスレットがカチャンと音を立て、それすらも嬉しいと言いたげにアリシアが笑えみを浮かべる。そんなアリシアの表情に、ここまでしても素す直なおになれないメアリは不満げに「足を踏ふんだらしょうちしないから」と睨にらんで返し、彼女を引っ張るように会場へと向かった。

　それを見届け、次に動いたのはアディ。何かを悟さとった様な落ち着き払はらった表情を浮かべ、深く息を吐はくと共にパトリックに視線をやった。

「さぁ、俺達も行きましょうかパトリック様」

「だからその開き直り方をやめろ。俺を誘うな」

「俺だって誘いたくありませんよ！　でも強きよう硬こう手段にでも出ないとアリシアちゃんがお嬢じようを放さないじゃないですか！」

　そうアディが喚く。ちなみに強硬手段とは言わずもがな、手を取って踊おどる──手を摑つかんで振り回す──アリシアとメアリに誰だれより近付いて曲の終わりと共に入れ替かわるという手段だ。そのためにはダンスの場にいなければならない、つまり踊らなければならない。

　必死と言ってくれるな。こうでもしなければ、アリシアはいつまでたってもメアリを放そうとしないのだ。

「そもそも、パトリック様がアリシアちゃんを引き留めれば良いいんです。そうすれば俺がお嬢と踊れる」

「よし行くぞアディ、アリシア達に遅おくれをとるな！」

「わぁい、涙なみだで視界がゆがんできた……」

　情けない会話を交かわし、最愛の伴はん侶りよに置いていかれた哀あわれな男二人が会場へと向かう。

　残されたのはパルフェットとガイナス。そんな中でパルフェットがわざとらしくコホンと咳せき払ばらいをするのは、もちろんガイナスに誘ってくれと訴うつたえているからだ。手元のブーケを弄いじりつつ、チラチラと視線を向けてくるその愛らしさといったらない。

　これにはガイナスも表情を緩め、パルフェットの前まで歩み寄ると片かた膝ひざを立てて跪ひざまずいた。

　さながら姫ひめに忠誠を誓ちかう騎き士しのごとく。

　もっとも、今のガイナスが手にしているのは騎士の剣けんではなくエルドランド家の家か紋もんであるアザレアの花。この時のためにと胸むな元もとに飾りとしてさしておいたのだ。

「俺の愛いとしいパルフェット。どうか俺と一曲踊ってくれないだろうか」

　一輪を差し出し請こうようにガイナスが問えば、パルフェットがほんのりと頰を赤くさせる。

　そうして「よろこんで」と嬉しそうに頷いて花を受け取る。だが次の瞬しゆん間かんにはカッと目を見開き、勢いよく立ち上がってガイナスの手を摑んだ。

「いきますよ、ガイナス様！　遅れをとってはなりません！」

　そう急せかしてくるパルフェットの楽し気な表情に、ガイナスが苦く笑しようをもらし応こたえるように絡からめられた手を握にぎり返した。










　そうしてアリシアとパトリックの結婚披ひ露ろうパーティーも終わり、長閑な日々が戻もどってくる。

　となれば話題はもっぱら次のパーティー。近々アルバート家では夫人の誕生日を祝ったパーティーを予定しており、それをメアリが話せばアリシアが瞳ひとみを輝かがやかせた。

　過去王女ゆえに攫さらわれたアリシアに、せめて王家の者として目印をと咄とつ嗟さに印いん璽じを持たせたのが他でもないアルバート家夫人であるキャレル。いわば恩人ともいえる女性の誕生日にアリシアが胸を弾はずませないわけがない。

　とりわけ、先日行われた自分とパトリックの結婚披露パーティーではメアリが色々と計らってくれたのだ、彼女の母親のパーティーで恩を返そうと考えるのは当然である。

「キャレル様のためでしたら、私なんだってします！」

「あら、本当？　王女様自ら協力してくれるなんて光栄だわ」

「これから毎日アルバート家にお邪じや魔ましますね。最高のパーティーにしましょう！」

「なにさらっと日参する気でいるのよ！　というか、今だってほぼ毎日来てるじゃない！」

　瞳を輝かせて興奮気味に話すアリシアに、メアリが喚く。

　そうしてふんとそっぽを向いてアディが淹いれてくれた紅茶を一口飲み、次いでニンマリと口角を上げた。自然と緩んだその表情は何か企たくらみがあると言いたげで、けして母の誕生日パーティーを思う令嬢の笑みには見えない。

　それを見たパトリックが「メアリ？」と彼女の名を呼んだ。次いで訝いぶかしし気に探さぐるような視線を向けてくるのだ。流石は幼い頃ころからの付き合いである。メアリがこの表情を浮うかべた時は決まって碌ろくでもないことを考えていると、そう知っているのだ。

　だからこそパトリックが「何を企んでいるんだ」と直球で尋たずねたのだが、メアリはいまだ悪戯いたずら気な笑みを浮かべたまま「企んでいるなんて失礼ね」と返した。その白々しい台詞せりふがまた怪あやしいのだが、同時に彼女が口を割らないことも示している。

　次いでパトリックがアディに視線を向けたのは、メアリが何かを企んでいる時は必ずアディも関かかわっているからだ。もっとも、アディはアディで「紅茶のおかわりを用意してきます」とそそくさと逃げてしまった。

「……何か良からぬことを企んでいるんじゃないだろうな」

「あら失礼しちゃう、良からぬことなんて企んでないわよ。……良からぬことは、ね」

「やっぱり何か企んでるんだな」

「まぁちょっと、お母様のパーティーでとびっきりのサプライズを」

　わざとらしくぼやかして話すメアリに、パトリックが見つめて先を促うながす。だがメアリにはその先を明かす気はないようで、優ゆう雅がにコロコロと笑うと紅茶に口をつけた。アリシアが瞳を輝かせながら「教えてください！」と腕を引っ張っても彼女の白々しい笑みは崩くずれない。

　それを見てパトリックが溜ため息いきをついたのは、こうなったメアリには何を言っても無む駄だだと知っているからだ。もとより昔むかし馴な染じみの関係、この令嬢の企みを予想することも出来なければ、暴あばくことも出来ないことをよく知っている。

　だからこそ「せめて問題事にはしてくれるなよ」と釘くぎを刺さしてパトリックが話を終しまいにすれば、いまだ上品に笑うメアリが、

「きっと驚おどろくわよ」

　と悪戯っぽく笑った。
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　メアリ・アルバートの人生は騒そう々ぞうしくもあるが順じゆん風ぷう満まん帆ぱんである。

　やかましかったり直すぐ泣いたりする友人も出来たし、理解者も増えた。かつて向けられていた嫉しつ妬との視線も今はなく、相変わらず『変わり者』ではあるもののそれを指し摘てきする陰かげ口ぐちもなくなり、最近は「そんなところが彼女らしい」と好意的に受け入れられている。

　そしてなにより……愛する夫が常に隣となりにいてくれるのだ。生まれた時から、それどころか生まれる前から彼は自分を一番に考え隣にいて、そして結ばれた今は愛情を贈おくってくれる。

　これ以上なにかを望むのは傲ごう慢まんというもの。

　だけどそれでも、これ以上を望んでしまうのが人間というものなのだ。




「そういうわけで、渡わたり鳥丼どん屋を本格的にオープンさせようと思うの！」

「だから、なんでそういう結論になりますかねぇ」

　断言するメアリに、アディが呆あきれたと言いたげに返す。

　場所はアルバート家の庭園、昼食を終えて二人で長閑のどかなティータイムの最中である。

「相変わらず諦あきらめる気はないんですね」

　まったくと言いたげに溜息をつき、アディがティーポットを手に取る。優雅な所作でティーカップに紅茶を注ぎ、そしてメアリの前にそっと差し出した。

　対してメアリはツンと澄すました表情で「諦める理由がないわ」と言い切った。次いで先さき程ほどのアディに倣ならうようにティーポットを手に取るのは、もちろん彼に紅茶を淹れてあげるためだ。

「北の大地では安定した売上を出しているし、この勢いに乗じて市街地に店てん舗ぽを持つのよ！」

　そう話しながらティーポットを傾かたむけて紅茶を注ぐ。

　慣れないせいか紅茶がカップの中で跳はねてお世辞にも優雅とは言い難がたいが、まぁ問題はないだろう。淹れることに意義があるのだ。それに、たとえ表面張力いっぱいに注いでしまっても零こぼさなければセーフである。

　そう割り切って、なみなみに注いでしまったティーカップをアディの前に差し出す。

「お嬢じようが意気込むと碌ろくな事がないじゃないですか。どうせ今回も空回って終わりですよ」

　あっさりと言い切り、アディがテーブルの中央に置かれたケーキスタンドからシフォンケーキを一つ取って皿に移した。

　横にクリームを添そえ、上から細く線を引くようにベリーソースで波を描えがく。なんとも手て馴なれた動きではないか。ふっくらと焼き上げられた美味おいしそうなシフォンケーキが、彼の手によって芸術品のような輝きを放って食欲を刺し激げきする。

　それを差し出され、メアリが礼を言って受け取ると共に自分もと空の皿に手を伸のばした。

「あら失礼ね。今回もって、いつ私がそんな失態を犯おかしたというのかしら」

「めざせ没ぼつ落らく」

「やめて」

　聞きたくないと拒きよ絶ぜつし、メアリがケーキスタンドへと視線を向けた。

　そうして先程のアディのようにシフォンケーキを一つ取る。その際、ちょっとバランスを崩してケーキが倒たおれてしまったが、まぁ大だい丈じよう夫ぶだろう。

「設備も整ってるし、内装もお洒落しやれだし、まさに理想の渡り鳥丼屋よ」

　生クリームを掬すくいながらメアリが店の内装を語る。シフォンケーキに寄り添うようにとスプーンを傾けた瞬しゆん間かんボトッと不本意な着地をしたが、これも大丈夫だろう。

　仕上げにソースで綺き麗れいに波を……と狙ねらいを定めるも、液体とも言い難い粘ねん度どのあるソースは扱あつかいが難しく、ドバと一点集中してしまった。シフォンケーキのど真ん中が赤く染まる。

　そうして気付けば、皿には美味しそうとはお世辞にもいえない光景が広がっていた。無む惨ざんに横たわり崩れかけたシフォンケーキ、真っ赤なベリーソースが豪ごう快かいに一点にかかり、皿のすみには今にも零れ落ちんとするクリーム。

　到とう底てい、ケーキを盛った皿とは思えない。これはむしろ……、

「シフォンケーキ殺人事件、犯人のクリームが今まさに逃とう亡ぼうをはかっているわ！」

　なんて不ふ吉きつな！　と不ふ穏おんな空気を漂ただよわせるメアリに、話を聞いていたアディが軽く溜息をつき、そしてメアリの手からヒョイと皿を取った。

「アディ、それ綺麗じゃないわ。ちょっとした事件現場よ」

「そうですか？　おかしいですね、俺には世界で一番美味しそうに見えますけど」

「……美味しそう？」

「そうです。愛いとしい人が盛ってくれたケーキなら、事件現場だろうが何だろうが美味しそうに見えるものです」

　アディのこの優やさしい言葉に、メアリの頰ほほがポッと染まる。

　まだケーキを一口も食べていないというのに、なんとも甘い空気ではないか。思わずうっとりとしながら彼が盛ってくれたケーキを食べる。程よくかかったベリーのソースが適度な酸味を感じさせ、それもまた甘さに変わる。

　だがシフォンケーキの半分近くを堪たん能のうした頃にメアリが「でもねぇ」と呟つぶやいたのは、これほどまでに甘い時間を過ごしても、それでも浸ひたりきれない悩なやみの種があるからだ。







「流通ルート、ですか」

　とは、長閑なティータイムからしばらく、せっかくだからと散歩がてらに渡り鳥丼屋を見に行くことになったアディの発言。

　隣を歩くメアリはこれに対してコクリと頷うなずき、次いで参っていると訴うつたえるように溜息をついた。まるでその悩みと胸の内のざわつきを示すようにザァと風が吹ふき抜ぬけ、銀糸の髪かみが舞まう。それを片手で押さえて溜息をつく姿は、誰だれが見ても悩まし気な憂うれいの令嬢だ。

　そんなメアリを横目に、アディが「今日は風が強いですね」とふと空を見上げた。快晴とは言い難く、空を覆おおった雲に日の光が遮さえぎられている。まだ日が落ちるには早い時間なのに薄うす暗ぐらく、吹き抜ける風もどこか湿しつ気けを帯びている。これはじきに雨が降るだろう。

「お嬢、いくら脱だつドリルが嬉うれしいからって、なにもこんな日に出掛けなくても良いいじゃないですか」

「あら失礼ね。私べつに風が強いから出で掛かけたわけじゃないわよ。……きゃっ、また強い風が。セットした髪が乱れちゃう！」

「随ずい分ぶんとまぁ嬉しそうに」

　楽しげに悲鳴をあげ髪を押さえるメアリに、アディが付き合っていられないと肩かたを竦すくめた。

「それで、さっきの流通ルートの話ですが、何か問題があるんですか？」

「そうそう、その話ね。最短ルートを確保したいんだけど、一部の土地を所有している人が通行許可を出してくれないのよ。あらまた風が」

　ふわりと舞う銀の髪を嬉しそうに押さえ、メアリが「参っちゃうわ」と話す。

「通行許可なら、アルバート家の名前を出せば良いんじゃないですか？」

「むしろアルバート家の名前が逆効果よ。随分と貴族嫌ぎらいな方みたいで、何度も手紙を出してるんだけど取り付く島もないの」

　目下、渡り鳥丼屋計画の壁かべとなっているのがこの流通ルートである。他ほかのルートも予備として確保しているのだが、それでも北の大地から市街地の店舗まで遠回りをすることになる。食べ物は鮮せん度どが命、やはりここは最短ルートを確保したいところなのだ。

　だが土地を所有している者からの返答は常に断りのものばかり。アルバート家の権けん威いで無理に承しよう諾だくさせることも出来るのだが、それはメアリの趣しゆ味みではない。

「先方にとっても悪い話じゃないはずだし。なんとか理解して貰もらえないかしら」

　そう溜ため息いきをつきつつ、市街地の一角を歩く。

　天候のせいか普ふ段だんの賑にぎわいは見られず、誰もが雨に降られる前に帰ろうと足早に歩き去っていく。通りがかった道も、晴れた時の賑やかさが噓うそのように人の気配がない。

「騙だまされてると思ってるみたいなの。私は本気で渡り鳥丼屋を開きたいだけなのに……」

「まぁでも確かに、あのアルバート家の令嬢から『渡り鳥丼屋を開きたいから通行許可を！』なんて言われても、にわかには信じ難いですね」

「渡り鳥丼屋への熱い想おもいとビジョンを便びん箋せん十枚に綴つづっても無理だったわ。こうなったらもう直じか談だん判ぱんで……きゃっ！」

　直談判で説得するしかない、そう言いかけてメアリが高い悲鳴をあげた。

　建物と建物の合間から、何か大きな物が飛びかかってきたからだ。自分の身体からだより一回り以上大きなそれが、現れるやいなやこちらに腕うでを伸ばしてくる。

　これには流石さすがのメアリも身構えることも出来ず、摑つかまれると思った瞬間にグイと強ごう引いんに肩を取られて後ろへと引き寄せられた。

「お嬢！」

　アディが声を荒あららげると共にメアリの肩を摑み、半ば強引に引き寄せたのだ。次いで彼はいまだ呆ぼう然ぜんとするメアリを守るように、それを捕つかまえんと更さらに伸ばしてくる男の腕を摑んだ。

　そう、男だ。ここでようやくメアリは、自分の前に現れたものが男だと、それも見るからに怪あやしい男だと理解した。

　目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子し、口元どころか顔の半分以上を覆ったマスク。人相を見られまいとするその風ふう貌ぼうは不ふ審しんとしか言いようがなく、一寸遅おくれてメアリの胸に恐きよう怖ふが湧わく。

「ア、アディ……」

「俺が押さえています、早く逃にげてください！」

「い、嫌いやよ。貴方あなたを置いて行くなんて……」

　置いて行くなんて出来ない、そうメアリが弱々しく呟く。

　これがただの令嬢と従者であったなら、当然メアリはアディを置いて逃げるべきだ。夫ふう婦ふとして考えても、非力なメアリは逃げて助けを呼ぶべきである。アディに捕とらえられてもなお男がメアリに対して腕を伸ばしてくるのだから、目的を考えても同様。

　だけど、アディを置いて逃げるなんて出来るわけがない。

　そう考え、メアリがカッ！　と目を見開いた。決意を胸に、アディが取り押さえていることを確かく認にんして男の背後へと回る。

「アディ！　そのままそいつを押さえておいて！」

「逃げてくださいってば！」

　危ないから！　と叫さけぶアディの訴えを聞き流し、メアリは狙いを定めるとスカートの裾すそを軽く摘つまみ上げてスッと片足を上げた。

　逃げる？　無理な話だ。なにせ今のメアリの瞳ひとみには闘とう志ししか宿っていない。

「このメアリ・アルバートの辞書に『玉ぎよく砕さい』の文字はあっても『逃亡』の文字はないわ！」

　そう高らかに宣言し、流れるような優ゆう雅がさでメアリが蹴けりを放った。しなやかで美しい足がヒュッと風を切る。

　そうして迷いなく放たれた鋭えい利りな一いち撃げきは、的確なまでに男の一部を強打した。どこにだの何を狙ってだのは言うまでもなく、ゴスン、と響ひびいた鈍にぶい音に続いて男が呻うめき声と共に頽くずおれる。

　それを見てメアリが得意気に胸を張ったが、対してアディは青ざめていた。

「お、お嬢じよう……貴女あなたって人は……」

「貴族の令嬢の嗜たしなみよ！　人が来たわ、観念なさい」

　勝利を確信してメアリが道の先を見れば、異変に気付いたか数人がこちらに寄ってくる。

　だがその瞬間、男が己おのれを奮い立たせるように顔を上げると共に立ち上がった。逃げる気なのだろう、させまいとアディが男の腕を摑む。だが男は強引にアディの手を振ふり払はらい、それどころか拳こぶしを握にぎるや彼の顔めがけて振り被った。

　メアリが咄とつ嗟さに悲鳴をあげ、よろめくアディのもとへと慌あわてて駆かけ寄る。

「女のくせに調子にのるなよ！」

　そう捨て台詞ぜりふのように吐はき捨て男が逃げていく。低く掠かすれた、すごまれると寒気がしそうな声。耳に残るどころか纏まとわりつきそうな声だが、それでもメアリは今は男の声など気にしている場合ではないと割り切ってアディの様子を窺うかがった。

「アディ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「お嬢、怪け我がはありませんか？」

　互たがいに互いを心配し合い、大丈夫かどこか痛めていないかと確認し合う。

　見ればアディの目め尻じりに薄うっすらと血が滲にじんでいる。最後の一撃を避よけた際に男の手が掠って切れてしまったのだという。本人はこれぐらい平気だと言ってのけるが、それでも押さえたハンカチに血が滲むのを見て、メアリはまるで己が怪我をしたかのように眉まゆ尻じりを下げた。







『女のくせに調子にのるなよ！』

　というのが、去り際ぎわに男が発した言葉だ。酷ひどく掠れた声で、いまだにメアリの耳に残っている。

　目深に被った帽子のせいで視線の向かう先こそ分からなかったが、それでもメアリに向けられた言葉であることに間ま違ちがいはないだろう。あの場にいた女というのはメアリしかいないのだ。

　だけどいったいどうして……と不安と共に溜息をつけば「お嬢、大丈夫ですか？」と心配そうにアディが顔を覗のぞき込んできた。

　彼の左目は黒い眼帯で覆われ、見ているとなんとも痛々しい。

「アディの方こそ、大丈夫？」

「えぇ、少し腫はれてるぐらいで問題はありませんよ。眼帯だって、俺は着けなくても良いって言ったんですけどね」

　治ち療りようをしてくれた医者に「目元に絆ばん創そう膏こうじゃ様にならない」と言って着けさせられた、そう話しながらアディが笑う。

　思い返せば、先さき程ほどアリシア達が見み舞まいに来ていた時もアディは同じように話していた。それどころか、パトリックにだけは眼帯をめくって傷を見せていたのだ。それを見たパトリックが「手て酷ひどくやられたな」と返していたことも覚えている。ちなみに、令嬢達に傷は見せまいと考えたのか、アリシアやパルフェットが覗き込むと直すぐさま眼帯を戻もどしてしまった。

　そうして彼等が席を外して今に至るのだが、自分に見舞客が来ているというのにアディは一向に「お嬢が無事で良かった」としか言わない。

　その表情には傷に対する苦痛の色はなく、それどころかメアリが無事だったことへの安あん堵どすら見える。

　チラと覗かせた目元の傷きずも、痛々しくはあるが本人の言う通り軽傷の部類だ。結けつ婚こんしてもなおアルバート家の従者として働いている彼にとって、目元に絆創膏を貼はるくらいならいっそ眼帯にしてしまった方が体てい裁さいも良いのかもしれない。

　だけど左目を覆おおう眼帯は見ているだけであの瞬しゆん間かんを思い出させ、それと同時にメアリの胸に不安が蘇よみがえってくる。そして同時に脳のう裏りをよぎるのは、最後に告げられた男の言葉。

「ねぇアディ、最後にあの男が言った言葉なんだけど……」
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　覚えてる？　とメアリが問えば、安堵の色を浮うかべていたアディの表情が一瞬にして真しん剣けん味みを帯びたものに変わった。次いで一度深く頷うなずくのは、彼もまたあの言葉を聞き、そして男の狙ねらいがメアリであると気付いているからだ。

「あの男、いったい何を目的にお嬢を襲おそったんでしょうか」

「きっと渡わたり鳥丼どん屋を邪じや魔まする組織の仕し業わざよ」

「野鳥を見守る会にでも睨にらまれてるんですか？」

「でもここで臆おくしてはアルバート家令嬢の名が廃すたるわ。そもそも、女が調子にのって何が悪いのよ。どんどんのっていくわよ！」

　意気込むメアリに、対してアディが呆あきれたと言わんばかりの表情を浮かべる。だが何か言ってやろうと開きかけた唇くちびるをムグと噤つぐんだのは、メアリが「私達の渡り鳥丼屋だもの！」と告げたからだ。

　その言葉に、アディが小声で「弱いなぁ」と呟つぶやく。もちろん興奮するメアリはそれに気付いていないし、そもそもアディがメアリに弱いのなど今いま更さらな話だ。

「そうですね、俺達の渡り鳥丼屋ですもんね」

「そうよ、私達の渡り鳥丼屋！　必ず成功させてみせるわ！」

「それでこそお嬢。どうぞ思うままに行動してください。何があろうと、誰だれが立ち塞ふさがろうと、貴女は俺が護まもりますから」

　そう告げられ、そして錆さび色いろの瞳で真っ直ぐに見つめられ、メアリの胸が途と端たんに高鳴った。

　咄嗟に庇かばってくれた時の男らしさ、今のこの優やさしさ。大事がないと分かった今、眼帯を着けた表情は普ふ段だんとは違う魅み力りよくを見せる。それらすべてが自分のものなのだ。

　そう考えれば不安も闘志もどこへやら、胸には甘い多幸感が湧き上がる。そのうえ、アディがそっと手を伸のばしてメアリの手を握ってきたのだ。細くしなやかだが節の太い男の指に絡からめられ、包み込まれそうなその大きさにメアリがうっとりと瞳を細めた。

「そうね、貴方がいれば大丈夫だわ。二人ならきっと大丈夫」

「えぇ、もちろんです。俺は何があっても貴女の隣となりにいますよ」

「……アディ」

「常に隣にいます。なんでしたら隣じゃなくても……そう、俺の膝ひざの上に座ってくださっても構いません」

「まぁ、なんて大だい胆たんで情熱的なのかしら。それはそれとして、カウント３」

「もちろん夜も一いつ緒しよです。これから毎晩、俺の部屋に泊とまってください」

「カウント２」

「そうだ、今日から風ふ呂ろも一緒に」

「節度ぉ！」

「ちょっと待って今カウント１がなかっ……！」

　ゴスン、と鈍い音が響き、アディが脇わき腹ばらを押さえて蹲うずくまる。

　そんな姿を横目に、頰ほほを赤らめたメアリが咎とがめるように──ちょっとだけ「毎晩アディの腕うで枕まくらも素す敵てきね」と思ってしまった自分も含ふくめて──ふんとそっぽを向いた。

　今は甘さに絆ほだされている場合ではない。渡り鳥丼屋を着実に進めなくては。このメアリ・アルバートが脅おどしに屈くつすると思われるのは心外どころではない。

　そう意気込むと共に、メアリがふと壁かべに掛かかっている時計を見上げた。

「あら、もうこんな時間」

「……そう、いえば、来客の予定がありましたね……うぅ、後から響く……」

「ねぇアディ、急いで呼びにいってくれない？」

「……ちょっと回復してからで良いいですか」

　うぅ、と呻くアディにメアリがまったくと溜ため息いきをついた。

　そうしてひょいと彼に合わせてしゃがみ、「回復のおまじないよ」と頰に軽くキスをしてやる。途端にアディが立ち上がり「今直ぐに！」と部屋を出ていくのだから、これはもう頰を赤くさせて良いのか苦く笑しようして良いのか、もしくは呆れて良いのか難しいところである。










「アルバート家は今回のことを国の警備隊に任せたみたいだが、個人的には俺の手で正体を摑つかんで片を付けたい」

　という物ぶつ騒そうな台詞せりふを吐いたのはパトリック。

　彼のこの言葉に対し、居合わせた一部が同感だと憤いきどおり、一部は冷静に尤もつともだと頷き、そして一部は発言に薄うすら寒さを覚えてフルリと身体からだを震ふるわせた。

　ちなみに、憤っているのはアリシアとパルフェット。「メアリ様になんてこと！」「アディ様に怪我なんて！」と頭上に湯気が上がりそうなほど怒いかりを露あらわにしている。

　対して冷静なのはカリーナとマーガレット。二人は優ゆう雅がに紅茶を飲みつつ「捕ほ縛ばくは得意です」「徹てつ底てい的にやりましょうね」と麗うるわしく微笑ほほえみ合っている。

　そんな温度差に当てられ一人震えているのはガイナスである。怒おこることも冷ややかに微笑むことも出来ず、もちろん着々と話を進めるパトリックに声をかけることも出来ない。

　それでも何かアクションを取らなければと考えたのか──もしくはこのままでは温度差で風邪かぜをひきかねないと考えたか──恐おそる恐る手を上げ「あのぉ……」と力ない声をあげた。

「は、犯人や動機の見当はついているのでしょうか？」

「あぁ、それなんだが、俺にちょっと考えがあってな」

　先程の物騒な発言もどこへやら、普段の調子に戻って話しだすパトリックにガイナスが僅わずかに安堵する。この際、犯人という単語に更さらに怒りの湯気を上げるアリシアとパルフェットは見ないふりをしておく。もちろん、冷ややかな笑え顔がおでパトリックの話を聞くカリーナとマーガレットに至っては恐ろしくて視線すら向けられない。

　そんなガイナスに対して、パトリックは至し極ごく冷静に考えを巡めぐらせた後、「社交界でとある噂うわさが流れているんだ」と話しだした。




『アルバート家は令れい嬢じように跡あとを継つがせるのではないか』

　そんな噂が流れ始めたのは、ここ最近のことである。

　なにせ今までのメアリは跡継ぎどころか『アルバート家の令嬢らしくない』とまで言われていたのだ。だが最近はその評価も変わり、それどころか彼女自身を高く評価する声があがっていた。

　なにせメアリは己おのれの出自も知らぬ王女アリシアを気にかけ、彼女に令嬢としてのマナーを教え、そしてダイス家嫡ちやく男なんであるパトリックとの恋こい路じを支えたのだ。その果てに自らの家を大きく躍やく進しんさせた。──そう世間は捉とらえている。いったいどうして、実は王女アリシアに喧けん嘩かを売って没ぼつ落らくを目指していたなどと思えるだろうか──

　その結果、いまやアルバート家は王家と肩かたを並べ、そして王家から厚い信しん頼らいを得る国内一の家いえ柄がらとなっていた。それどころかアルバート家に次ぐ権けん威いをもつダイス家とも親交を深め、言ってしまえば社交界の頂点を固い絆きずなで結んだことになる。

　いかに変わり者といえどもメアリのこの貢こう献けんを無視出来るわけがなく、ゆえに彼女こそアルバート家の跡継ぎになるのではと社交界で噂されていた。

「メアリはその才能も実力もある。アディと組んでアルバート家の跡継ぎに……。俺も以前そう考えていた」

「メアリ嬢もその考えを？」

「いや、そんなこと考えるわけがないって一いつ蹴しゆうされたよ」

　深く考えすぎだった、とパトリックが話せば、当時を思い出してアリシアがクスクスと笑う。

　だが直すぐさまその笑みを深刻なものに変えたのは、その噂がどうしてメアリとアディを危険な目に晒さらしたのかが分からないからだ。

「パトリック様、その噂がいったいどうしたんですか？　メアリ様に何が！　いったい誰が！」

「アリシア、ちょっと落ち着け」

「許すまじぃ……」

　恨うらみがましい声をあげるアリシアをパトリックが頭を撫なでることで宥なだめ、再び話し始めた。

　そもそも、メアリがアルバート家を継ぐというのはあくまで噂でしかない。それもメアリ本人も、それどころかアルバート家当主も否定している話なのだ。

　曰いわく、跡継ぎを決めていないのは子供達を信じ、そして子供達の自由にさせてやりたいからだという。もとよりアルバート家夫妻は子供達を大事にしており、そのうえメアリが自分の判断で動きアルバート家に貢献したことがこの考えの基もとにあるのだろう。

　これもまたアルバート家の財力と余よ裕ゆうがあってのことであり、柔やわらかく笑いながら子供の未来を信じる姿は威い厳げんと包容力を感じさせ流石さすがの一言であった。その話を聞いたパトリックは当主の器うつわの大きさに瞳ひとみを輝かがやかせ、居合わせたアディは「さすが旦だん那な様！」と歓かん喜きの声をあげ、メアリが死んだ魚のような濁にごった瞳で男二人を眺ながめていたほどである。

　そんな状態ゆえにいまだアルバート家跡継ぎの座は空席となっており、だからこそメアリの跡取り説が出てくるわけだ。他家ならば女が跡継ぎなどと考えられないものだが、あのアルバート家、それもメアリとなれば話は別だ。

　そのうえ、最近のメアリはアディと二人で何やら動き回っている。

　はたして何をしているのか。誰だれが聞いても何をしているのか教えることはなく、パトリックが「何をしでかすつもりだ」と疑いつつ尋たずねても、アリシアが「何ですか面おも白しろい事ですか私も仲間に入れてください！」とメアリに抱だきつきながら尋ねても、パルフェットが「差し支つかえなければ……！」と半泣きで尋ねても答えないのだ。

　いつだって、誰が聞いたって、メアリは「今はまだ教えてあげない」と楽し気にはぐらかしてしまう。そして決まって「聞いたらびっくりするわよ」と笑うのだ。アディも同様、頑かたくなに口を割ろうとはせず、どれだけ問い詰つめてものらりくらりと躱かわしてしまう。

　その様子は怪あやしいとしか言いようがなく、それがまた噂を呼ぶ。

　一時は考えを改めていたパトリックでさえ、最近のメアリとアディの行動、そして思わせぶりな言葉で「もしかしたら」と考え直していた。

　なにせ相手はあのメアリだ。「気が変わったから、アディと二人でアルバート家の天てつ辺ぺんを取るわ！」ぐらい言い出しかねない。その姿は容易に想像出来、「まったくお嬢は……」と言いつつ付き添そって暗あん躍やくするアディの姿まで想像出来る。

　そんなメアリの噂に対して、アルバート家を継がれては不味まずいと考える者は少なくない。

　今まで彼女に対し「アルバート家の令嬢らしくない」だの「変わり者」だのと陰かげ口ぐちを叩たたいていた連中だ。中には、アディに対して従者なのだからと不ふ遜そんな態度を取っていた者もいる。

「そういった輩やからが、メアリにアルバート家を継がせまいと行動に出た……。というのが俺の考えだ。アリシア、紅茶の自棄やけ飲のみはやめなさい」

「なるほど、その可能性はありますね。パルフェット、それ以上頰ほほを膨ふくらませると痛くなるぞ」

「しかし、どこの家が絡からんでいるのか……。探さぐりを入れようにも、俺達のことは警けい戒かいしているだろうし。アリシア、自棄紅茶も駄だ目めだが、クッキーの自棄食いも駄目だからな」

「確かに、動こうにも難しいですね。社交界に顔の知られていない人物か、貴族関係ではなく忍しのび込める人物……。震えだしてどうしたんだパルフェット、痛くなってきたのか？」

　そう男二人が話し合う中、室内に軽いノックの音が響ひびいた。──ちなみにこの間カリーナとマーガレットは優雅に微笑み合い「捕縛の紐ひもは私が用意を」「逃にがさず狩かるにはコツがあります」と恐ろしい会話を続けていた。なんて薄ら寒い──

　誰もが会話を止やめ、アリシアがクッキーを貪むさぼる手を止め、パルフェットがプフゥと頰に溜ためていた空気を吐はき出しながらそちらに視線をやる。

　次いで誰もが息を吞のんだのは、そこにいたのが柔らかな髪かみを揺ゆらす女性……かつてエレシアナ大学で騒そう動どうを起こしたリリアンヌだったからだ。

「どうして」

　と呟つぶやいたのは、はたして誰か。

　そんな小さな声が響くほど重苦しく静まった空気の中、リリアンヌが心苦しそうに瞳を伏ふせ、そして深く頭を下げた。

「その節は、皆みな様さまに大変ご迷めい惑わくをおかけしました。本来であればこのような場に顔を出すことも許されるものではないと分かっております」

　そう頭を下げたまま震ふるえる声で告げるリリアンヌに、大学部時代に男を侍はべらせた面おも影かげはない。

　それどころか怯おびえの色さえ感じさせるが、あの騒動を起こし、そして遠い北の大地に追いやられたリリアンヌにとって、この場にいる人物すべてが顔を合わせることも躊躇ためらわれるものなのだ。この部屋に入ることすら勇気のいるものだったのだろう。細い手が震え、それでもギュッとスカートを摑つかんだ。

「メアリ様には救っていただいた恩があります。もしも出来ることがあるのなら、どうか何でも申し付けてください……」

　そう震える声で告げるリリアンヌに、最初に声をかけたのはカリーナだった。厳しい表情の彼女はジッとリリアンヌを見み据すえたまま立ち上がり、ゆっくり歩み寄る。

　二人の距きよ離りが縮まるたびにリリアンヌの表情に浮うかんだ怯えの色が濃こくなるが、それでも彼女は逃げることもせず、カリーナが目の前に立つと更さらに深く頭を下げた。

「お久しぶりね、リリアンヌさん。どうして貴女あなたがここにいるのかしら？」

「……メ、メアリ様に呼ばれてまいりました」

　頭を下げたままリリアンヌが答えれば、カリーナが一言「そう」とだけ返した。声こわ色いろに棘とげはあるが、その点を責める様子はない。一生北の大地で監かん視しされるべきと考えてはいるが、他ほかでもないメアリが呼んだのならば仕方ないと考えたのだろう。

　だがジッと見据える瞳にはいまだ敵意を宿しており、その鋭するどさに見守る誰もが口を挟はさめずにいた。

「メアリ様に恩があると言うけど、上手うまく取り入って戻もどって来ようなんて考えてるんじゃないのかしら？」

「いえ、そんな……。全すべて終えれば直すぐに帰ります。でも、メアリ様が困っているのなら……」

　辿たど々たどしい言葉ながらに訴うつたえるリリアンヌの姿は、哀あわれとしか言いようがない。カリーナの視線が恐おそろしいのだろう。いや、今の彼女にとってはこの場にいる全ての人物の視線が恐ろしいはずだ。現にいまだ深く頭を下げ、痛々しいほどに身を縮ませている。

　それでもカリーナは許す気にも信用する気にもならないのか、しばらくリリアンヌを見据え、声をかけることも頭を上げることを許可することもなく踵きびすを返して席に戻ってしまった。

　そうして椅い子すに腰こしかけ紅茶を一口飲む。何事もなかったかのようなその仕草は、暗にもうリリアンヌに興味はないと言っているようなものだ。

　それを察したか、リリアンヌがゆっくりと顔を上げ、そして震える手を更に強く摑んで面々を見回した。もとより青ざめていた顔色は、カリーナと対たい峙じしたことで今にも倒たおれてしまいそうなほどである。

「どれだけ自分の行動が浅はかだったかを知りました。だからこそ、やり直すチャンスをくれたメアリ様に恩を返したいのです」

「リリアンヌさん……」

　リリアンヌの震える声ながらの訴えに、パルフェットが小さくその名を呼んだ。

　その声色にはすでに許しの色が見え始め、それどころか苦し気に詫わびるリリアンヌを労いたわるような様子さえ見えていた。元来パルフェットは優やさしい性格なのだ、そして今ガイナスと幸せだからこそ、全身で怯えと反省の色を見せるリリアンヌの姿に情が湧わいたのだろう。

　厳し気な表情でリリアンヌを睨にらみつけていたカリーナとマーガレットも、パルフェットのこの甘いとさえ言える優しさに思わず肩かたを竦すくめていた。それどころか顔を見合わせて苦く笑しようを浮かべる様はどことなく和やわらいでいるようにさえ見える。リリアンヌに対しての怒いかりや警戒はまだ残っているが、パルフェットの甘さに半分絆ほだされてしまったといったところか。

　麗うるわしい女性達が表情を和らげる、それだけで張りつめていた場の空気が一いつ瞬しゆんにして柔やわくほどけていった。

「リリアンヌさん、そんなにメアリ様のことを……」

「どうかメアリ様のためにと思うこの気持ちだけは信じてください。メアリ様に救われた者として……そして一人の鳥肉を愛する者として！」

「リリアンヌさっ……と、鳥肉!?」

　どうして鳥肉！　とフルフルと震えだすパルフェットを横目に、パトリックがふむと考え込み……そして、

「君に頼たのみたいことがある」

　とリリアンヌに声をかけた。










「あら」とメアリが声をあげたのは、廊ろう下かの向かいから見知った顔が歩いてきたからだ。

　パトリックをはじめ、アリシアやパルフェット……と、それらはみな見み舞まいに来てくれた面々で、少し話があると数時間前に別れたばかりである。

　どこにいたのかしら、と疑問に思いつつ、トップスピードで駆かけ寄って腰に抱きついてきたアリシアを引き剝はがす。そうしてアリシアをパトリックに返へん却きやくし、「メアリ様ぁ……」となぜか涙なみだ目めで震えだすパルフェットをガイナスに押しやり、次いで顔ぶれを見回し、「あら」と再び声をあげた。

　もちろん、集団の後ろにリリアンヌの姿を見つけたからだ。てっきり彼女は帰ったものだと思っていたが、どうやらまだ屋や敷しき内に残っていたらしい。それどころかいつの間にかパトリック達に加わり、メアリと目が合うと深々と頭を下げてきた。

　次いでメアリが視線を向けたのは、もちろんカリーナとマーガレットだ。意味深なメアリの視線に気付いたか、彼女達もまた苦笑を漏もらして肩を竦めて返してくる。その仕草と表情から、心の底から許せたわけではないが、共に同行する程度には怒りを収めたことが分かる。

　その程度で十分だとメアリが小さく笑えみをこぼし、次いでその笑みを悪戯いたずら気なものに変えるとガイナスへと視線を向けた。

「リリアンヌさんがいるってことは……誰だれかさんは大だい丈じよう夫ぶかしら？　また色いろ香かに誘さそわれて……なんて事になったらどうしましょう」

　ニンマリと口角を上げたメアリが、わざとらしく名前を濁にごし誰にというわけでもなく話す。

　これに慌あわてたのはもちろんガイナスだ。メアリの言わんとしていること、そして暗にぼかした『誰かさん』が自分であることを自覚し、そんなまさかと首を横に振ふる。

「メアリ嬢じよう、俺はもうパルフェットだけを見て、彼女と添そい遂とげると決めました。もう二度とあんな真似まねはいたしません！」

「そうねぇ、でももしそんな事になったら……」

　相変わらず悪戯っぽく笑ったまま、メアリが今度はカリーナへと視線をやった。

　この流れで話を振られるとは思っていなかったのか、彼女はキョトンとした表情で「私が何か？」とメアリを見つめ返した。

「もしもガイナスさんがまた何かしでかしたら、カリーナさんに二泊はく三日で預けましょう」

「メアリ様、それはどういう意味でしょうか？」

「お嬢、それはやりすぎですよ」

「アディ様、それはフォローにはなっていませんよ？」

「メ、メアリ嬢……過去の俺の行いがあるとはいえ、そ、そんな恐ろしいことを仰おつしやらないでください……」

「ガイナス様、何が恐ろしいのかしら？　露ろ骨こつに私から顔を背そむけないで、こっちを見て説明してください」

「ひぁぁ、お、恐ろしい……恐ろしいですぅ……！」

「パルフェットさん！」

　とどめと言わんばかりに震えだすパルフェットに、カリーナが茶ちや化かさないでと訴える。

　その必死な様子はなんとも彼女らしくなく、メアリが堪こらえきれないと笑いだした。




　そうしてしばらくは雑談を続け、ふとメアリが面々を見回し、

「そういえば、みんな今までどこにいたの？」

　と誰にでもなく尋たずねた。

　そもそも彼等は見舞いに来てくれたのだ、その後「話がある」と揃そろって立ち上がったものだから、てっきり別の場所に移動したものだと思っていた。だが様子を見るに彼等は別れた以降もアルバート家にいたようで、その間に何をしていたのか疑問に思うのも仕方あるまい。

　そんなメアリの質問に、いち早く反応したのがパトリックだ。

「まぁ、色々とな。そのうち分かるさ」

　そう当たり障さわりのない言葉で返す。

　今回の犯人を自分達で捕つかまえんとしていることも、アルバート家跡あと継つぎの噂うわさも、メアリの耳に入れない方が良いいと考えてのことだ。周囲もそれを悟さとったのかちょっとした雑談だと誤ご魔ま化かし、メアリもさほど疑わずに頷うなずいた。

　そうして今度はパトリックが「そういえば」と呟つぶやき、リリアンヌとメアリを交こう互ごに見やる。

「彼女は北の方に住んでいるらしいな。わざわざこっちに呼ぶほどの用があったのか？」

　不思議そうに尋ねてくるパトリックに、今度はメアリがコロコロと上品に笑って「そのうち分かるわ」と誤魔化した。

　それを聞いたパトリックがピクと片かた眉まゆを揺ゆらしたのは、もちろんメアリのこのわざとらしい誤魔化しに気付いたからだ。だが自分達も先程の集まりのことを隠かくしている以上むやみに言げん及きゆうするまいと考え、メアリの上品な笑いにこちらも微笑ほほえんで返す。

　傍はたから見れば、麗しい男女が微笑み合うなんとも美しい光景ではないか。ここに何も知らない第三者がいれば、きっと見み惚とれて熱い吐と息いきを漏らし、誤魔化し合いだなどとは思うまい。

　そんな誤魔化し合いの最さ中なか、アリシアがアディに近付いて彼を見上げた。次いでパルフェットも続き、おずおずとアディを見上げる。

「アディさん、大丈夫ですか？」

「平気だよ。特に痛くもないし、腫はれてもない」

「でも不便そうです。片目ではさぞや生活もお辛つらいでしょう。それを想おもうと、私っ……！」

「大丈夫ですから、俺を想って泣かないでください！」

　ふるふると震ふるえだすパルフェットをアディが慌てて宥なだめれば、アリシアが「そうだ！」と声をあげ、次いでスカートのポケットを探さぐった。

「アディさんが早く元気になるよう、飴あめをあげましょう！」

「はい、どうも」

「わ、私も……お嫌きらいじゃなければ、チョコレートを……！」

「ありがとうございます。というか、仮にも一国の王女と貴族の令嬢なんだから、おやつをポケットに常備しないでください。そういうのは俺従者の仕事です！」

　断言し、アディがそっと上着のポケットを探る。

　そこから取り出したのは……砂糖菓が子しだ。綺き麗れいで可愛かわいらしい包み紙に覆おおわれたそれは随ずい分ぶんと華はなやかで、外観だけで美味おいしいと分かる。

　思わずアリシアとパルフェットが瞳ひとみを輝かがやかせ、アディがそんな二人の反応が楽しいと言いたげにクツクツと笑いながら砂糖菓子を配りだした。




　そうして片や優ゆう雅がに探りを入れ合い、片やキャッキャと砂糖菓子を堪たん能のうする。外野もこの随分な温度差に肩を竦め、賑にぎやかな光景を眺ながめ時には交ざったりと過ごしていた。

　だがそんなやりとりも数刻過ぎれば徐じよ々じよに一人また一人と減っていく。

　用事があるからと深く頭を下げてリリアンヌが場を離はなれ、カリーナとマーガレットも暗くなる前にとアルバート家を去る。「メアリ様ぁ、また来ますから……」とメアリと離れる寂さみしさで震えだすのは言わずもがなパルフェットで、その肩を擦さすりながら馬車に乗るよう促うながすのはガイナス。

　最後にパトリックが見舞い代わりにアディの肩をポンと叩たたき去っていけば、それらを見届けてメアリがふぅと一息ついた。

　なんとも騒そう々ぞうしいやりとりではないか。あっちこっちで話をして、時に加わり時に離れ……。社交界一の名家アルバート家の屋敷とは思えない賑やかさだ。

　そもそも、どこの部屋にも入らず立ち話なんて、社交界に身を置く者の談笑には似つかわしくない。身分のある者なら、相応に整った場所で紅茶を片手に優雅に談だん笑しようすべきなのだ。




　だけど、これこそが友人と過ごすというものなのだろう。




　恋こいと同様、友情に関しても遅おそ咲ざきのメアリはふとそんなことを考え、思わず小さく笑みをこぼした。騒々しい時間だったが、なんとも楽しい時間だった。思い出すだけで胸が弾はずむ。

　だがはたと我に返って隣となりを見れば、随分と穏おだやかな表情でアディが見つめているではないか。胸の内を見み透すかされているようで、その気き恥はずかしさにメアリがふいとそっぽを向いた。

　だがそれもまたアディにとっては愛めでる要素なのだろう。錆さび色いろの瞳を柔やわらかく細め、そっと肩かたを撫なでてくる。先さき程ほどまでの賑やかさはどこへやら、あっというまに夫ふう婦ふの空気だ。

「騒さわいでいたら喉のどが渇かわいたわ。夕食まで庭園でお茶にしましょう」

「えぇ、そうですね。今手配いたします」

「メアリ様の紅茶は私がお淹いれしますね」

「アディ、私紅茶を淹れるのが上手うまくなったと思わない？　たまに零こぼしちゃうけど、前みたいにソーサーいっぱいまでは注がないわ」

「そうですね。ですがソーサーいっぱいだろうが何だろうが、お嬢が淹れてくれた紅茶が俺にとって世界で……ん？」

「私も上手になったんですよ、アディさんにも淹れてあげますね！」

「「……ん？」」

　おや？　とメアリとアディが顔を見合わせる。

　何か自分達の会話に交ざっていたような……と、そう考えつつ、二人で揃えたように声のした方へと向く。そこにいたのは、もちろんアリシアだ。

　彼女はさも平然と「さぁ行きましょう」と先導し、メアリとアディの視線が自分に向けられていることに気付くと太陽のような笑えみを浮うかべた。それはそれはもう、にっこりと擬ぎ音おんが付きそうなほどの輝かしい笑顔である。

　それを見たアディがそっと己おのれの耳を塞ふさぎ、メアリがスゥと息を吸い込み……、

「なんで当然のように残ってるのよ！　空気を読んで帰りなさいよ！」

　と声を荒あららげたのは言うまでもない。

　そして、そんな怒ど声せいがあがって数時間後「悪い、回収し忘れた」とパトリックがアリシアを迎むかえに来たのもまたいうまでもなく、そしてアルバート家では頻ひん繁ぱんに見られる光景であった。










　そんなことがあった数日後、アディの部屋で椅い子すに座りながら手紙を読んでいたメアリが「まぁ」と呟いた。

　それを聞き、メアリの背後に立っていたアディがどうしたのかと尋ねてきた。ちなみに今メアリはアディに背を向けて座っている。といっても喧けん嘩かしているわけではなく、彼が髪かみを梳といてくれるというのでそれに甘えているのだ。

　二人でいるのに彼の姿を見られないのは惜おしくもあるが、優やさしく髪を掬すくい、愛いとしそうに撫でられるのはなんとも言えぬ心地ここち好よさである。背後から聞こえてくる声は耳をくすぐり、時には髪を撫でていた手が頰ほほに優しく触ふれる。

　……まぁ、ことあるごとにドリル時代のことを話されるので、甘い空気に浸ひたりきることも出来ないのだが。

「まさかお嬢じようの髪を梳いて三つ編みに出来る日がくるなんて、ドリル時代には思いもしませんでした」

「そうねぇ、我ながら恐おそろしいほど強固なロールだったものね」

「引っ張って手を離すとバネのように戻もどるんですよね。俺たまにあれやって遊んでました」

「知ってたわよ」

「……え？」

　ぴしゃりと言い切ったメアリの言葉に、銀糸の髪を梳いていたアディの手が止まる。

「たまに貴方あなたが人の髪の伸しん縮しゆくで遊んでいたこと、知ってたわよ」

「そ、そんなまさか……」

「それどころか、ドリルの中に物が通るかってペンを入れて実験したことも気付いてたわよ」

「な、なんでそんなことまで……」

「あれだけ私の意思に反した強固なロールだったけど、核かくである私とは繫つながっていたのよ。別パーツじゃないのよ」

「……じ、時効ですよね？」

　ね？　と念を押すように窺うかがってくるアディに、メアリはふっと穏やかに微笑み……。

「時効なわけないでしょ！」

　と喚わめいた。

「時効です！　ほら、ドリル時代のことは水に流して！」

「流せるわけないでしょ！　そもそもドリル時代ってなによ！」

　キィキィとメアリが怒いかりのままに喚き、そうして「今日こそ解かい雇こ通知を叩きつけてあげる！」と怒ど鳴なりつけた。もちろん、これも昔から続く流れなのは言うまでもなく、解雇云うん々ぬんももう数え切れぬほど繰くり返してきたやりとりなのだ。

　だからこそ互たがいにフゥと一息つき、メアリが「まったくもう」の一言で終しまいにした。

　そうして「それでね」と話を改めて視線を手元の手紙に落とせば、アディもまたメアリの肩かた越ごしに顔を寄せて手紙を覗き込んでくる。その際に軽く頰にキスをしてくるのは彼なりの交こう渉しようであり、この甘さにメアリはぐぬぬと唸うなり、了りよう承しようの意を込めて彼の頰にキスを返した。

　これにて時効成立である。──「時効にしてあげるのは今回の件に関してだけなんだからね！」というのはメアリの心の中の訴うつたえ──

「それで、この手紙がどうかしました？」

「例の流通ルートの件よ。ようやく話し合いに応じてくれるって返事が来たの。渡わたり鳥丼どん屋にかける熱い想おもいを便びん箋せん十枚に綴つづったかいがあったわね！」

　想いが通じたわ！　と瞳を輝かせてメアリが手紙を握にぎりしめる。

　便箋に綴った渡り鳥丼屋にかける想いと可能性、そして緻ち密みつに練ったオープンまでの計画と今後のビジョン……。きっとこの手紙の主はそれらを読み、そして胸を打たれ、話し合いに応じる気になったに違ちがいない。

　だけど……と考え、メアリが小さく溜ため息いきをついた。

「お嬢？」

「少しだけ事情が書かれてたわ。以前にもこの道を使おうと思った業者がいて、領主が道を改築したんですって」

「それならどうして？」

「途と中ちゆうでもっと良いい道があるとかで、工事も半ばで放ほうり出されてしまったそうよ。後に残ったのは、中ちゆう途と半はん端ぱで碌ろくに使えない道だけ……」

「なるほど。そりゃ貴族嫌ぎらいにもなりますね。……でも、お嬢なら大だい丈じよう夫ぶですよ」

　そう断言するアディの言葉に、メアリが「それって私が貴族の令嬢らしくないってことかしら」と冗じよう談だんめいて睨にらみつける。もっとも、口でこそ彼に反論しているが、胸の内は彼の「大丈夫」の一言が優しく溶とけ込んで安あん堵どさえ抱いだき始めていた。

「貴方も話し合いの場に同席してくれるのよね？」

「まさか俺を置いていくつもりだったんですか？」

　分かり切っていることを尋たずねれば、わざとらしくアディが返してくる。この応おう酬しゆうもまたメアリの胸に安堵を湧わき上がらせる。

　アディが一いつ緒しよなら大丈夫。きっと説得出来るはず……。

　あぁ、なんて頼たよりになる夫なのかしら！　と、思わず安堵に愛が加算される。

「当日は手て土産みやげを持っていきましょう」

「手土産って、渡り鳥丼ですか？」

「流石さすがに今回は無難にお菓か子しよ」

　ふんとメアリが拗すねたふりで返せば、アディが冗談だと笑う。

　そうしてメアリの銀の髪を掬い、次いで後ろからそっと腕うでを伸のばして抱だきしめてきた。背後に触れる温かさ、ギュッと強く抱きしめられればメアリの頰が赤くなり、手紙のことが一いつ瞬しゆんにして思考から消え去ってしまう。

　考えられるのは背後に感じるアディの気配と、体を捉とらえるこの腕のことだけ。微睡まどろむような心地好さが体中に満ちていき、それでいて胸は高鳴る。

　正面から抱きしめてほしいと思う反面、背後からこのまま包むように抱きしめていてほしいとも思う。なんて幸せな我が儘ままだろうか……。

　そんなことをメアリがうっとりと考えつつ、首筋にキスされるくすぐったさに僅わずかに身をよじった。

「駄だ目めよアディ、跡あとがついちゃうじゃない」

「髪を結ゆわいて隠かくしますから、問題ありません」

「……まったくもう」

　言葉とは裏腹に心地好さそうにメアリが微笑ほほえみ、背後にいるアディに体を預けるように身を寄せた。

　甘えるようなその仕草に気を良くしたか、アディの腕がさらに強くメアリを抱きしめ……そして片かた腕うでがひょいと伸び、メアリが着ているワンピースの胸むな元もとにかかった。

　首元のリボンがスルリと解ほどかれ、次いで彼の指先がブラウスのボタンに掛かかる。そのさり気なさにメアリが「あらあらまったく」と柔やわらかく笑み……、

「節度ぉ！」

　勢いよく振ふり返ると共に右ストレートを放った。

　毎度お馴な染じみとさえ言えるこのやりとり……。だが今回に限ってはメアリの威い勢せいの良いかけ声に続くのはアディの呻うめき声ではなく、メアリが息を吞のむ音だった。

　放った拳こぶしはアディの脇わき腹ばらにめり込み……はせず、彼の手に止められている。そう、受け止められたのだ。先さき程ほどまでボタンを外さんとしていたアディの手が、今はメアリの拳をガッチリと摑つかんでいる。

「そ、そんなまさかっ……！」

「甘いですよお嬢。俺がいつまでもやられっぱなしだと思っ……！」

　思ってるんですか、と言いかけたアディの言葉が止まり、うぐっというくぐもった呻き声に変わる。

　そうして頽くずおれると共に押さえたのは脇腹。先程メアリが拳を放った方とは逆。本来であれば何もないはずだが、そこにはメアリの拳が……左の拳がめりこまれていた。

「お、お嬢……まさか、サウスポー……」

　なんてこった……と呻くアディに、メアリが頰を赤くさせ「まったく！」と咎とがめる。次いで手早く胸元のボタンを留めリボンを結び直し、スカーフを見み繕つくろって首元に巻いた。

　そうしていまだ脇腹を押さえて床ゆかに膝ひざをつく彼に近付くと、「よいしょ」と背後からその背に腰こしを下ろした。

「ねぇ見てアディ『道が舗ほ装そうされていないので道中はお気を付けください』だって」

「……馭ぎよ者しやに伝えておきますね」

「向こうが貴族嫌いなら、あまり華か美び過ぎない服装が良いわね。用意しておいてちょうだい」

「はい、かしこまりました」

　そう話しながら読み進め、読み終わった便箋をアディの目の前に差し出す。もたれかかられるどころか背に座られているアディはさしてそれには文句をつけず、目の前で揺ゆれる便箋を受け取った。

　ここに第三者がいればいったい何事かと思うだろう。いや、この二人のことを知っている者が見れば、相変わらずだと小さく溜息をつくだけで終わるかもしれない。むしろ横目で一いち瞥べつするだけの可能性もある。

「きっと誠意をもって話せば理解してくれるわ」

「そうですかねぇ」

　背中越ごし……とは言えず、背中より幾いく分ぶん下、正確に言うのであれば腰あたりから聞こえてくる歯切れの悪い返事に、対してメアリがはっきりと「そうよ」と返した。

　今のアディはきっと少し呆あきれを抱いた表情をしているに違いない。彼の背に寄りかかり顔も見えていないというのに、「まったくお嬢じようは」とでも言いだしそうな表情が容易に思い浮うかべられる。

「きっと理解してくれるわ。だって世の中には、不ふ遜そんな態度の従者を受け入れてくれる心優やさしい令嬢もいるんだもの」

「そうですね。世の中には、変わり者で突とつ飛ぴな行動ばっか取る令嬢を受け入れる器うつわの大きい従者もいますもんね」

　そう互いに冗談めいて話し、ニンマリと笑う。

　次いでメアリがひょいとアディの背中から立ち上がった。身を屈かがめ、いまだ背を向けて手紙を読んでいるアディにそっと顔を寄せる。

　先程のお返しよ、そう心の中で呟つぶやいて、彼の首筋に唇くちびるを寄せる。ちゅっとわざとらしく音をたてれば、横目に見えるアディの錆さび色いろの瞳ひとみがパチンと瞬まばたいた。

「お、お嬢!?」

「さぁアディ、話し合いのために準備をしましょう！」

　パンッ！　と手を叩たたいてさっさと話を改めてしまうメアリに、不意打ちをくらったアディが首筋を押さえて立ち上がる。

　その頰ほほは赤く、それどころか耳までも髪かみ色いろに負けじと真っ赤に染まっている。だがムグムグと何やら言い淀よどんだのちに「かしこまりました」と同意した。

　動どう揺ようを隠しきれぬその反応はメアリにとって満足のいくもので、思わずニンマリと口角が上がる。今の自分はさぞやしてやったりと悪戯いたずら気な笑えみを浮かべていることだろう、そんなことを思いつつ、アディにも一枚スカーフを渡してやった。もちろん、首筋の跡を隠すためだ。

「ねぇ、手土産は何が良いかしら？」

「あまり高価な物だと相手が気負ってしまいますから、市街地で見繕いますか」

「上手うまくいかせましょうね。絶対に分かり合えるわ！」

　瞳を輝かがやかせながら意気込むメアリに、アディが首にスカーフを巻きながら頷うなずいて返した。










「相手の事情など関係ない。問答無用だ。徹てつ底てい的にやろう」

　という物ぶつ騒そうな発言は、アルバート家の一室で発せられた。もちろん、発言の主はパトリックである。

　これにはアリシアとパルフェットが「そうです！」と怒おこりながら同意し、カリーナとマーガレットが優ゆう雅がに微笑み合う。その温度差にあてられたガイナスが冷ひや汗あせと共に震ふるえ……と、先日とほぼ似たような光景が広がっていた。

　変わったことと言えばパトリックの手元に資料が積まれていることと、パルフェットとガイナスの椅い子すが近くなっていることくらいか。資料はもちろんこの騒そう動どうの犯人についてのものであり、アリシアが唸うなりながらそれを睨みつけている。椅子の距きよ離りについては、今回の話し合いで冷気に当てられるに違ちがいないと踏ふんだガイナスが予あらかじめ寄せておいたのだ。

　そんな一室の中、パルフェットが急せかすようにパトリックを呼んだ。

「パトリック様！　メアリ様を襲おそってアディ様に怪け我がを負わせたのはどなたなんですか！」

「まぁそう焦あせらないでくれパルフェット嬢。……かといって泣かないでくれ」

　怒いかりのあまり涙なみだ目めでふるふると震えだすパルフェットを宥なだめ、パトリックがコホンと咳せき払ばらいをした。

「俺なりに該がい当とうしそうな家を絞しぼって、リリアンヌ嬢に入り込んでもらっている」

「まぁ、リリアンヌさんが？」

「彼女の行いこそ知れ渡わたっているが、実際に彼女の顔まで知っている者はそういない。そもそも、戻もどって来ていることを知っているのも俺達だけだ。立場的にも彼女は動きやすいし、実際に良く働いてくれている」

「そう、そうなんですね……」

「彼女のおかげで殆ほとんど確定している。あとは証しよう拠こ集めだな」

　そう話しながら、パトリックが社交界に名を連ねるとある家の名を口にした。

　ロートレック家。案の定、以前にメアリの陰かげ口ぐちを叩き、そしてアディに対しても横暴な態度を取っていた家だ。そのうえ、メアリとパトリックの縁えん談だんが解消されるや権けん威い欲しさにメアリに求きゆう婚こんを申し出て、歯し牙がにもかけずに断られている。

　かつての己おのれの行いと、そして縁談を蹴けられた恨うらみ。それらが合わさり、なんとしてもメアリにアルバート家を継つがせるものかと考えたのだろう。

　テーブルの上に地図を広げ、その家と管理している領地をペンで囲いながらパトリックが話せば、誰だれもが聞きながら地図を覗のぞき込んだ。そうして眉み間けんに皺しわを寄せるのは、良い噂うわさの聞かない土地だからだ。

　以前にとある豪ごう商しように唆そそのかされて領地の一部を工事し、すぐさま気が変わったと他ほかの場所に鞍くら替がえしたと聞く。

　金や権威に弱く、儲もうけ話があると周囲の声も聞かずに直すぐに飛びつく。それでいて飽あき性しよう……と、ダイス家の嫡ちやく男なんであるパトリックからしてみれば眉まゆをひそめてしまう家だ。

　そしてそれはこの場にいる者にとっても同じなのだろう。各おの々おの資料や地図を覗き込み、三者三様に呆れを示している。

「酷ひどいです。その土地で生活している人のことを考えてない……」

　とは、しょんぼりと俯うつむくアリシア。

　金に目が眩くらみ好き放題に手を出すその傲ごう慢まんな記録に、心苦しそうに眉まゆ尻じりを下げている。今でこそ王女として生活しているがかつては庶しよ民みんとして生きていた彼女は、振ふり回される者達の気持ちが分かって余計に辛つらいのだろう。嘆なげく声は彼女らしくなく覇は気きがなく、パトリックがそっと肩を抱だき寄せた。

　パルフェットとガイナスもまたあんまりな記録に眉間に皺を寄せ、自分達はこうなるまいと誓ちかい合っている。ちなみにカリーナとマーガレットはと言えば、チラと資料を一瞥し、互たがいにホホホ……と笑い合ったのち、声を揃そろえて「無様」と言い放った。

「大方、メアリを脅おどしてアルバート家の跡継ぎを辞退させようと考えたんだろう。その程度の家だ、証しよう拠こもじきに揃う。……揃えてみせる」

　淡たん々たんと、そして冷ややかにパトリックが言い切る。

　次いで彼はテーブルに広げた地図に手を伸のばし、ダイス家に親指を置き、手を広げてロートレック家の領地に人差し指を乗せた。そうしてにやりと笑い、

「ふぅん、悪くないな」

　これである。見た目が麗うるわしいだけに、その冷ややかな恐おそろしさといったらない。

　彼の言わんとしていることを察したガイナスが「ひっ」と悲鳴をあげ、慌あわてて椅子をずらしてパルフェットに寄る。パルフェットももちろん怒ってはいるのだが、頰を膨ふくらませて訴うつたえる彼女の怒りなどパトリックの冷ややかさに比べれば可愛かわいいものだ。

　そんなガイナスの気苦労も知らず、パトリックはいまだ口角を上げたまま地図上で件くだんの領地を眺ながめ……ついと視界に入った細くしなやかな指に顔を上げた。

　まるで先さき程ほどのパトリックのように己の領地と目当ての領地とを指で測る……その手の主はマーガレット。麗しい彼女はパトリックと目が合うと優雅に微笑ほほえみ、わざとらしく「あら」と声をあげた。もちろん、彼女の人差し指もまたロートレック家の領地にかかっており、そして親指はもちろんブラウニー家に置かれている。上品に笑っているが、指を退どかす様子はない。

「はは、どうしたんだいマーガレット嬢」

「なんでもございませんの。ただ、良い土地だと思いまして」

「奇き遇ぐうだな、俺も良い土地だと思ってる。こんな家が管理するなんて勿もつ体たいない」

　そう互いに優雅に微笑みながら話す。傍はたから見ればなんとも麗しく絵になる光景ではないか。だが背後では様々なもの──あえて一つ挙げるなら野心である──が渦うずを巻き、見る者が見れば猛もう獣じゆうが澄すました顔で佇たたずむ幻げん覚かくでも見ただろう。なにせ、いまだ二人の指先は件の土地から離はなれていないのだ。

　そんな中、パトリックがポツリと「弟が」と呟いた。

「弟が最近良い女性と出会えたみたいでね」

「まぁ、良い女性と」

「俺の跡継ぎ交代で弟達には迷めい惑わくをかけてしまった。もしその家に婿むこに入るのであれば、少しでも多くのものを持たせてやりたいと思ってるんだ」

　そう弟のことを思い浮うかべ話すパトリックに、マーガレットが「そうでしたのね」と感動したように返した。次いでそっと地図上から手を引く。

　もちろん、ロートレック家の土地はパトリックに譲ゆずるということだ。それを察してパトリックもまた苦く笑しようを浮かべた。

　これもまたなんとも麗しい光景ではないか。野心を抱いだく令れい嬢じようが、弟を想おもう兄の話に胸を打たれて手を引いたのだ。美談とさえ言えるだろう。

　パトリックの弟が出会ったという『良い女性』というのが他の誰でもなくマーガレットだとか、そもそもパトリックがロートレック家の領地をぶん取る気満々だとか、そういう点に言げん及きゆうする者はいない。

　仮にここにメアリがいれば、呆あきれながら「茶番だわ」とでも言い切っていただろう。だがあいにくと彼女はここにはおらず、アリシアとパルフェットはこのやりとりに感動し、カリーナは付き合っていられないと肩かたを竦すくめるだけ。ガイナスに至ってはいまだ震えている。

　そんな傍目には麗しく内情は随ずい分ぶんと白々しいやりとりの中、パトリックが「そういえば」と話しだした。

「メアリはやっぱりアルバート家を継ぐつもりなんだな」

　と、その言葉に隣となりに座っていたアリシアがふと彼を見上げた。

「やっぱり、ですか？」

「あぁ、きっとリリアンヌ嬢とやりとりをしているのも跡あとを継ぐからだ」

　リリアンヌがいる北の大地はアルバート家の親族が管理する場所。そこに住むリリアンヌとやりとりをしているのは、きっとメアリが当主としてその土地の管理を引き継ぐことになったからだろう。かつては敵対していたとはいえ、今のリリアンヌにその気はない。となれば、管理する土地に顔見知りがいるに越こしたことはない。

　それも含ふくめて、すべてを秘ひ密みつ裏りにしているのだ。先日の「パーティーで教えてあげる」という発言も、きっとそのことに違いない。

「アルバート家は近々パーティーを開く予定だ。表向きは夫人の誕生祝いという名目だが、きっとそこで正式に発表する気なんだろう」

　それまでに今回の件を片付けよう、そう語るパトリックに面々が頷うなずいて同意を示す。だがアリシアだけはいまだパトリックを見上げ、不思議そうに小首を傾かしげた。

「パトリック様は……」

「どうした、アリシア」

「パトリック様は、メアリ様がアルバート家を継ぐのは反対なんですか？」

　アリシアの問いかけに、誰もが目を丸くさせた。

　だが誰よりも驚おどろいたのはパトリック本人だ。藍あい色いろの瞳ひとみをキョトンと丸くさせたのち、何かを悟さとり彼らしくなく雑に頭を搔かいた。

「いや、べつにメアリが継ぐことは反対じゃない。アディと組めばアルバート家をより良く出来るだろうし、国のためにもなるだろう。俺も喜んで協力するつもりだ」

「ならどうして、そんなに不満そうに仰おつしやるんですか？」

　紫むらさき色いろの瞳で真っ直すぐに見つめて疑問を口にするアリシアに、誰もが改めてパトリックに視線をやった。不満そうって、そんな顔をしていた？　と。そんな視線を浴び、パトリックがムグと言葉を飲み込んで表情を隠かくすように頰ほほを押さえた。

　その頰はどことなく赤みを帯びており、藍色の視線が居い心地ごこち悪そうに泳ぐ。

「メアリ達が跡を継ぐのは良いと思う。反対する理由もないし、発表の時まで隠すのも分かる。……だけど」

「だけど？」

「……俺にくらい、話してくれても良いのにと思って」

　そう最後にポツリと漏もらし、パトリックが注がれる視線から逃にげるように顔をそらした。

　どこか不満気で拗すねているようで、それでいて悟られたことが恥はずかしいと言いたげなその表情は彼らしくなく、誰もが意外だと目を丸くさせる。文武両道、眉び目もく秀しゆう麗れい、落ち着き払はらった態度が令嬢達の王子様と謳うたわれた、あのパトリック・ダイスがこんな表情をするなんて……と。

　もっとも、アリシアだけはクスクスと笑いながらパトリックの腕うでを擦さすり、愛いとしそうに名前を呼んで彼を宥なだめていた。










　メアリがふと足を止めたのは、またも廊ろう下かの先から覚えのある顔ぶれが歩いてきたからだ。

　聞けば今回もまた彼等はアルバート家の一室で話し合っていたというではないか。これにはメアリも思わず、

「アディ、そろそろ場所代とお茶代を各家に請せい求きゆうしましょう」

　と冗じよう談だんめいて話してしまう。

　そんな中、通りかかったメイドがメアリとアディに話しかけた。馬車の車輪を……と連れん絡らくし、そのまま一同に頭を下げて去っていく。きわめて平へい凡ぼんな連れん絡らく事じ項こうだ。だがそれに対してパトリックが不思議そうに立ち去るメイドの背を見つめた。

「車輪？　何かあったのか？」

「えぇ、ちょっと出かけるの。道が舗ほ装そうされていないから、馬車の車輪を頑がん丈じようなものに替かえておいてもらったのよ」

「ふぅん、舗装されてない道ね。そんなところに出向くなんて大変だな」

　いったい何の用で？　という言葉をニュアンスに含めてパトリックが問えば、それを察したうえでメアリが上品に笑って「ちょっとね」と返した。

　もちろん、誤ご魔ま化かしているのだ。当然だが他の誰だれでもないパトリックがそれに気付かないわけがない。

「リリアンヌ嬢とも何やら話し合っているみたいだし、メアリもこれから多た忙ぼうになるようだな」

「むしろ多忙になってくれた方がありがたいわ。でもパトリックだって、なんだか最近忙いそがしそうじゃない？」

「君に構う時間くらいはあるさ」

「あら、良かった」

　そうお互たがいに微笑み合う、この薄うすら寒さと言ったらない。

　だが腹の探さぐり合いは早々に終しまいにする気になったのか、パトリックがアディに向き直った。──その瞬しゆん間かん、メアリが空いたと察してアリシアが飛びつきパルフェットが控ひかえめながらに腕を取ったのだが、見慣れた光景過ぎて誰も止めることはしなかった。もちろん、メアリが「抱だきつかないで！　泣かないで！」と喚わめいてもさして誰も気にしない──

「アディ、まだ治らないのか？」

「ほぼ治ってはいるんですけど、痕あとがまだ残ってるんです。アルバート家の従者として、来らい賓ひんの方々に傷痕を見せるのも忍しのびないと思いまして」

「でも眼帯着けたままだと不便だろ」

「そうですねぇ。ちょっと左側が見み難にくいですね」

「……左が死角か」

「おっかないこと言わないでください」

　ニヤリと笑って呟つぶやくパトリックに、アディが窘たしなめるように返す。

　もっともアディが窘めた程度でパトリックが止まるわけがなく、試ためしにと眼帯の前で軽く手を振ふってみたりと好き勝手してくるのだ。それどころか、眼帯が珍めずらしいのか遊ぶように引っ張り出す始末。

　あのパトリック・ダイスらしくない行動だが、これがパトリックなりの、それこそ家名も何もないただの友人としての見み舞まいであるのは言うまでもない。

　出来た子息令嬢を演じられる人ほど根は天あまの邪じや鬼くなのかもしれない……と、そんなことをアディが思う。この分かりにくい天邪鬼な見舞い、せっせと人のポケットにお菓か子しを入れるアリシアとパルフェットとは大おお違ちがいではないか。

「というか、アリシアちゃんもパルフェット様も、俺のポケットにお菓子を入れないでください。カリーナ様とマーガレット様もですよ」

「こうするのがアルバート家の礼れい儀ぎだと聞きました」

「そんな礼儀はありません……」

　思わずアディが溜ため息いきをつきつつ、せっせとお菓子を詰つめ込んでくるアリシアとパルフェットの手を止めさせる。この二人ならばまだしも、まさかカリーナとマーガレットまでも同じ行動をするのだから驚きではないか。

　どれだけ聡そう明めいであろうと、良いところのご令れい嬢じようというのはどこか抜ぬけているものなのかもしれない。

　……誰を筆頭にとは言わないけれど。

　今まさに「夫ふう婦ふは分け合うべきよね」と言いながらお菓子を食べようとしている誰かさんの事とは言わないけれど。

　そんなことをアディが考えていると、誰かさんことメアリが何か思い出したようにはたと我に返ってアリシアに向き直った。

「ねぇ、アリシアさんにお願いがあるんだけど」

「私に!?　メアリ様が私に頼たのみ事ですか!?」

「そうなの。ちょっとある方に手て土産みやげを渡わたすんだけど、市街地でどこか良いお店がないか」

「メアリ様が私に頼み事！　なんでも仰ってください！」

「私に抱きつかないで」

「無理です」

　間かん髪はつ容いれずに返すアリシアに、メアリがむぅと眉み間けんに皺しわを寄せた。







　メアリの頼み事とは「市街地で手土産を見み繕つくろってほしい」というものだった。抱きつかないでと言った時こそ即そく答とうで断ってきたアリシアだったが、これには二言返事で頷き、そして頷くと同時にメアリに抱きついた。──「それを止やめなさいと言ってるのよ！」「無理なご相談です！」というやりとりがあったのだが、今いま更さらな話だ──

　そんな話の中、カリーナとマーガレットがそろそろ帰らなくてはと別れ、そしてパルフェットもまた渋しぶ々しぶとガイナスに連れられて去っていった。

「私もお買い物……」と名残なごり惜おしそうに震ふるえていたパルフェットだったが、ガイナスに肩かたを抱かれ、そして何か囁ささやかれて大人しく馬車に乗り込むのを見るに、きっと夕飯の誘さそいでも受けたのだろう。ガイナスが真っ赤になっていたあたり、その糖度の高さが窺うかがえる。

　そうして、残った四人で市街地を見て歩く。

　まずはアリシアお勧すすめのお菓子屋を覗のぞき──「ところで、一国の王女が市街地の店に詳くわしくて、顔かお馴な染じみで、新作の試食を貰もらって大喜びってのはどうなんでしょうか」というアディの問いは、左からくるパトリックの一いち撃げきによって黙もくされた──しばらく市街地を見て歩き、メアリお勧めの惣そう菜ざい屋でコロッケを食べる。──「ところで、アルバート家の令嬢が惣菜屋の顔馴染みで買い食いってのはどうなんだろうか」というパトリックの問いはアディの盛大な咳せき払ばらいで黙された──

　そんな買い物も、日が暮れ始める頃ころには解散となる。

「今日こそ回収してよ！」

　とメアリがアリシアをパトリックに押し付ければ、パトリックも今日は忘れないとしっかりと彼女の肩に手を添そえた。その途と端たんに先さき程ほどまではしゃいでいたアリシアが大人しくなり、それどころかうっとりとパトリックに寄り添うのだ。メアリからしてみれば溜息すら出ない。

「それじゃメアリ様、また明日あしたお会いしましょう」

「なにさらっと明日も会う気でいるのよ！」

「アディさん、お大事に」

「ひとの話を聞きなさい！」

　キィキィと喚くメアリをアディが宥め、パトリックがアリシアを連れて帰る。なんとも社交界に身を置く者達とは思えない騒そう々ぞうしさではないか。




　そうしてアルバート家の屋や敷しきへと戻もどり、アディの部屋でメアリがふぅと一息ついた。

　相変わらず田舎いなか臭くさくて品のない子なんだから！　と怒おこりながらも買っておいたクッキーを齧かじる。だがその怒いかりも長くは続かず「あら美味おいしい」と声こわ色いろを明るくさせた。

「あの子のクッキーを選ぶ能力は認めてやらないこともないわね。今度パルフェットさんにも食べさせてあげましょう。きっと美味しいって泣くわよ。……食べる前から泣いてる可能性もあるわね」

　メアリに褒ほめられて喜ぶアリシアに、その隣となりでクッキーが美味しいと震えだすパルフェット。そんな光景をメアリが想像していると、アディがクスクスと笑いながらティーセットを持ってきた。

　そうして慣れた手つきで紅茶を注ぎ、メアリにティーカップを差し出す。

「渡り鳥丼どん屋がオープンしたら、きっとアリシアちゃんとパトリック様が一番のお客さんになってくれますよ」

「搾しぼり取りましょう！」

「おやめなさい」

　まったくと溜息交じりに咎とがめてくるアディに、対してメアリが小さく舌を出す。そうしてアディが淹いれてくれた紅茶を一口飲み、ほっと一息ついた。

　確かに、渡り鳥丼屋がオープンしたらアリシアとパトリックは一番の常連客になるだろう。「三食全すべて渡り鳥丼で！」と言い出すアリシアと、せめて朝食はもう少し軽いものをと甘やかしきった説得をするパトリックの姿が容易に思い描えがける。

　その光景は優ゆう雅がとは言い難がたいが、二人の身分を考えればこれ以上の箔はくはない。

　次ぐ常連はパルフェットとガイナスだ。二人で仲なか睦むつまじく過ごし、そして時にはパルフェットがガイナスに意地悪をしつつ穏おだやかに過ごすことだろう。渡り鳥丼が甘くなるわね、そうメアリが冗じよう談だんめいて告げればアディが苦く笑しようと共に頷うなずいた。

　メアリが関かかわっているとなれば、きっとカリーナとマーガレットも贔屓ひいきにしてくれるはずだ。

　それどころか、マーガレットに至っては経営にまで興味を示してくるかもしれない。あの野心、そしてダイス家三男を射止めた手しゆ腕わん、彼女に隣りん国ごくの支店を任せるのも悪くないかもしれない。

　そんなことをメアリが考えていると、アディが笑えみを強めて「あの時は……」と話し出した。

「お嬢から渡り鳥丼屋の話を聞いた時は、俺達二人だけでしたね。北の大地で、二人きり」

「……えぇ、そうね」

　アディの話に、つられてメアリも当時の事を思い出す。懐なつかしい、あの時もアディの部屋だった。彼に愛されていることに気付かず、必死に悪役令嬢を全まつとうしようとしていた頃だ。

　前世の記き憶おくを頼たよりにアリシアを虐いじめ、そして北の大地に追放される予定だった。そこで渡り鳥丼屋を開く……それが当初メアリが抱いだいていた計画。

　だというのに現状はまったく真逆。友人に囲まれて日々を楽しく騒々しく過ごし、彼等に渡り鳥丼屋のことを話す瞬しゆん間かんを心待ちにしている。

「当初の予定とはちょっとずれたけど、まぁこれも悪くないわね」

「またそうやって意地を張る」

「なによ」

「いえ、なんでも」

　ジロリとメアリが睨にらみつければ、アディがしれっとそっぽを向く。

　だが彼の手はメアリのもとへ伸のばされ、ティーカップを置いた隙すきをついて握にぎってきた。宥なだめるように撫なでられ、これには睨みつけていたメアリも表情を緩ゆるめてしまう。

「成功させましょうね、俺達の渡り鳥丼屋」

「えぇ、成功させましょうね」

　そう柔やわらかく微笑ほほえんで、メアリもまた彼の手を握り返した。










　それから数日後、メアリはとある家を訪ねていた。

　質しつ朴ぼくとまではいかないが、アルバート家の屋敷とは比べるまでもない狭せまさ。造りにも調度品にも傷いたみや年季が見え、綺き麗れいに保とうとはしているものの生活感が隠かくしきれない。

　どこにでもあるごく一いつ般ぱん的な家である。もっとも、アルバート家令嬢を呼ぶとなれば貧相で失礼にあたる部類でもあるのだが。

「このようなところまでお呼びしてしまい、申し訳ありません」

　そう頭を下げるのはこの家の主あるじ。そして言わずもがな、流通経路の管理を任されている者だ。

　柔にゆう和わな表情と穏やかな声色。あのアルバート家令嬢をわざわざ呼び出したことに対して詫わびる様はまさに『気の良い男性』である。貴族嫌ぎらいとは思えない。

　そんな彼の言葉に、メアリは優雅に微笑み「持ち掛かけたのは私ですもの」と笑った。

　そこに身分の差があれど、頼み事とは持ち掛けた方が足を運んで話をするべきだ。「用があるから来なさい」とアルバート家の屋敷でふんぞり返るのはメアリの最も嫌きらう分類の人間である。

　そうして出されるスープに口をつける。

　貧しいとは流石さすがに言えないが、それでも豪ごう華かとは言い難い食事。聞けばシェフではなく男の妻が作ったものらしく「お口に合うかどうか……」と運んでくるのもメイドや従者ではなく、彼の妻だ。一般的な家庭の昼食と考えれば当然だが、良いところの、そしていかにもな貴族の令れい嬢じようであれば無礼極きわまりないと怒おこっていただろう。

　もっとも、そこはメアリ・アルバート、

「美味しいスープだわ。コロッケと合うわね」

　とご満まん悦えつである。それどころか、

「アディ、ちょっと奥様にレシピを聞いてきてちょうだい」

　と家でも食べようとする始末。

　そんなメアリの様子に、向かいに座る男が苦笑を漏もらしてテーブルに視線をやった。妻が作った庶しよ民みんなりの豪華な食事。そこに並ぶのは……、

「まさかアルバート家のご令嬢が、惣菜屋のコロッケを持ってきてくださるなんて思いもしませんでした」

　そう、コロッケである。

「どこぞの小うるさい王女様が『美味しいものを一いつ緒しよに食べると話が弾はずみます』と教えてくださったの。だから、是ぜ非ひにと思いまして」

　ニッコリと微笑み、メアリがサクサクとコロッケを堪たん能のうする。

　といっても、メアリの手て土産みやげはコロッケだけではない。市街地でクッキーの詰つめ合わせと季節の花を用意した。だがそれだけでは物足りないと考え、その結果コロッケである。もちろん、貴族嫌いの彼へのアプローチも兼かねているのだが。

「メアリ様には何度も手紙をいただいて……。良いい返事をせず申し訳ありません」

「事情は窺うかがっております。道も、ここに来る前に見ました」

　気き遣づかうような声色でメアリが告げれば、男もまた苦笑と共に肩かたを竦すくめた。

　彼の管理する土地、件くだんの道は酷ひどい有り様としか言いようがなかったのだ。むしろ道と呼んで良いのかどうかも定さだかではないほどに荒あれており、舗ほ装そうが途と中ちゆうで投げ出されたことが目に見えて分かる。

　どれほどの物かと立ち寄ったメアリはあまりの光景に思わず眉み間けんに皺しわを寄せ、この地で暮らす者達の苦労を考えるとついには顔を背そむけてしまった。──この時メアリが顔を背けずに周囲を窺っていれば、不自然に距きよ離りを取って着いてくる一台の馬車に気付けたかもしれない。だがそれも出来ないほど、道は荒れ果てて見ているだけで胸を痛めさせたのだ──

　中ちゆう途と半はん端ぱな舗装が外観を損そこね、通る者も少なくなり次し第だいに治安も悪くなり、夜は柄がらの悪い者が行き来しているという。等とう間かん隔かくに設けられた街灯も、設置途中なのが見て分かり灯ともりそうにない。これでは逆に夜は真っ暗になると宣言しているようなものではないか。

　誰だれもがどうにかしたいと考えるが、どうにかするには金が掛かる。

　優雅な貴族ならばまだしも、一般的な階級では工面出来る額ではない。領主に訴うつたえたところで、金にならないどころか金が出ていくしかない訴えは片かたっ端ぱしから無視をされる……。

　これが現状なのだ。

　なるほど、貴族嫌いになるのも無理はないわねとメアリが内心でひとりごちる。

「管理を任されていると言えば聞こえは良いんですが、実際はいらなくなった土地を押し付けられているだけです。我々が手出しする金がないことを、奴やつらは知ってますからね」

「酷い話だわ」

「そういう家なんです……あの、ロートレック家は」

　唸うなるように言い切る男の声には嫌けん悪おが感じられる。否いや、嫌悪しか感じられない。

　横暴に振ふり回され、そして荒れた土地を押し付けられたのだ、男の表情が厳しくなるのも仕方あるまい。声こわ色いろは家名を口にするのも嫌いやだと言いたげで、隠しきれない嫌悪を前にメアリもまた家名を小さく口にした。

　ロートレック家。どこかで聞いたかしら……と。だが幾いく度ど家名を呟つぶやいたところで誰一人顔を思い出せないあたり、その程度の認にん識しきなのだろう。もしかしたら話をしたこともないかもしれない。

　なにせアルバート家は国内一の名家。興味のない家に媚こびを売る必要もなければ話しかける必要もない。アルバート家令嬢のメアリもまた同様に、声をかけられれば応じるが、自ら積極的に他家に絡からむことはなかった。横暴な家ならば尚なおの事、そういう家はいくら取り繕つくろってもうさん臭くささが漂ただよい本能で近寄ることを避さけるものなのだ。

「メアリ様の提案も、きっと話を聞けば喜んで了りよう承しようするでしょう。そちらの方が話が早いと思いますよ。そうすればあの男は今すぐにでも私からこの土地を取り上げ、貴女あなたに差し出すことでしょう」

　その光景を想像しているのか、話す男の表情はどことなく悔くやし気だ。冗談めいて肩を竦めてはいるものの、声色と、そしてふとした瞬間に見せる表情から嫌悪が滲にじんでいる。

　もっとも、住んでいる自分達を蔑ないがしろにして己おのれの利益しか考えない領主のことを話すのだから、誰だって良い表情は出来ないだろう。

　自じ虐ぎやく的に笑いながら話す男に、対してメアリはコロコロと上品に笑いながら、

「私、頭の回らない方とは話したくありませんの」

　とあっさりと言い捨てた。

　これには男が目を丸くさせる。

「頭の回らない……」

「えぇ、目先の欲につられて、己の手元を見られないような方とは話をしたくないの。だってほら、話すだけで品位が下がりますでしょう」

　ねぇ、と冷ややかに言い切る今のメアリはいかにも『高貴な令嬢』である。たとえるならば一等の屋や敷しきで、一等の持て成しを受け、そして優ゆう雅がに己の品位を語っているような高貴さを感じさせる。

　だが実際にはメアリの現在地は一般的な庶民の家で、手にするティーカップは洒落しやれてはいるが高級とは言い難がたい。茶葉も同様、普ふ段だんメアリが口にする茶葉の十分の一の値段にも満たない代しろ物ものだ。

　それを優雅に堪能し、そして有名パティシエでも専属メイドでもない素人しろうとの手作りマフィンを食べている。おまけにこれにもまた「美味おいしい」と表情を綻ほころばせているのだ。

　一級品とは程ほど遠とおいものに囲まれ素人作の料理を口にする。それでも纏まとう気高さは変わらない。

　これには男もしばしメアリを見つめ、次いで小さく肩を竦めた。

「……そうですか。そのようにお考えなのですね」

「ここに住んでいるのはロートレック家ではなく貴方あなたよ。だから直接許可を頂きたいの」

「……えぇ、構いません。どうぞよろしくお願い致いたします」

「以前に受けた仕打ち、そして今の道の現状、それらを考えれば信用出来ないのも分かります。ですがどうか、信じてください」

「お嬢、お嬢……！」

「アルバート家の名にかけて……いえ、メアリ・アルバートという私個人の想おもいにかけて、道の舗装も、そして繁はん栄えいも約束いたします！」

「いえ、ですからどうぞよろしくと……」

「申し訳ございません。ちょっと今のお嬢は別の世界にいっております。直すぐに戻もどしますので、今しばらくお待ちください」

「既すでに国内でもパーティーの際に食事に出して反応を窺うかがっています。社交界での評価は好評。パーティーに出しても良し、そして市街地にも店を持つ……。階級に捉われぬ客層を得ようと考えてますの」

「お嬢、ちょっと落ち着きましょう」

「ゆくゆくは隣りん国ごくにも渡わたり鳥丼どん屋を開き、手て堅がたくやっていく予定です。もちろん隣国の一等地を狙ねらいます！」

　勢いのまま拳こぶしを握にぎり立ち上がるメアリに、対して男が目を丸くさせる。

　アディだけは溜ため息いきをつき、「お嬢、戻ってきてください」とメアリの目の前ではたはたと片手を振った。

「お嬢、ドリルの国から戻ってきてください」

「あの国からはもう亡命したわっ！　……そうじゃなくて、渡り鳥丼屋の話よね。えっと、許可してくださるの？」

　きょとんとメアリが不思議そうな表情で男を見る。最初こそメアリの熱の入れように啞あ然ぜんとしていた男も、これには苦く笑しようをもらして頷うなずいた。

「あ、あら良いの？　渡り鳥丼屋について二時間くらい語り倒たおす覚かく悟ごで参りましたのよ？」

「お嬢、それはもはや嫌がらせの領域です」

　こんなにあっさりいくとは思わず、メアリが拍ひよう子し抜ぬけだと数度瞬まばたきをする。

　それがまた面おも白しろかったのだろう、男はそんなメアリをクツクツと笑いながら眺ながめ、そして紅茶を一口飲んだ。落ち着き払はらったその態度に嫌悪や敵意の色はなく、それどころか温かな笑えみにさえ見える。

「聞いていた噂うわさの通りでした」

「噂？」

「えぇ、失礼を承知で申し上げますと、変わり者・令嬢らしくない・ドリ……。型にはまらない方と伺うかがっています」

「そうね、色々と言われて……ドリ？」

　聞き捨てならない単語の気配に、メアリが首を傾かしげる。ドリ？

　だがなんにせよ──ドリルにせよ──許可を貰もらえるのであればこれ以上のことはない。

　そう考えて椅い子すに座り、改めて家主へと向き直った。──その際、テーブルの下で見えないようにアディの足を踏ふみつけたのは「あんたがあっちこっちでドリルって言ってたから、いまだに根付いてるじゃない！」という訴えである──

　そうしてメアリが一度銀の髪かみを優雅にふわりと払い、改めて家主に向き直った。

　にっこりと優雅に微笑ほほえみ「嬉うれしいわ」と心からの一言。それを見た家主が堪こらえきれないと笑いだし、次いで台所にいるであろう妻を呼んだ。

「どうか怒おこらないで聞いてください。高飛車なご令れい嬢じようが来たら、これを出してやろうと思っていたんです」

　そう話しながら男が「どうぞ」と促うながすのは、なんとも美味しそうな……コロッケ。




「コロッケは偉い大だいだわ……」

　とメアリが呟いたのは、そんなやりとりから数時間後。アルバート家に戻り、交かわした書類を一通り眺めてほっと一息ついた頃ころ。

　流石さすがにこれにはアディも頷かざるを得ず、大人しく同意した。

「これでパーティーで大々的に発表出来ますね」

「えぇ、一時はどうなるかと思ったけど、分かってもらえて良かったわ」

　そう話しながらメアリが手元の資料を見つめる。

　パーティー当日までに道の舗ほ装そうを完了させなければ。良からぬ輩やからが行き来していると言っていたが、そちらも警備員をつけて対処し……と、今後のことを考えるとなかなかに多た忙ぼうだ。

　だが別れ際ぎわに家主も協力すると言ってくれた。そのうえスープのレシピも持たせてくれたのだ、きっと信用してくれたのだろう。

　変わり者のアルバート家令嬢を信用してくれた。いや、変わり者だから信用してくれたのか。どちらにせよ、彼が信用してくれたのはアルバート家の名前ではなく『メアリ』という個人だ。

「話し合い分かり合うって素す晴ばらしいわね」

　そうメアリが瞳ひとみを輝かがやかせて告げれば、アディもまた同感だと頷いた。










「証しよう拠こは摑つかんだ。話し合う必要はいっさいなし」

　という物ぶつ騒そうな発言は言わずもがなパトリックである。

　そして場所もメンバーもこれもまた言うまでもない。

「ロートレック家は近々開かれるアルバート家のパーティーにも出席するという。そこで何かしらの行動に出るはずだ」

　捕つかまえよう、と爽さわやかな笑顔で告げるパトリックに、一部は闘とう志しを瞳に宿し、一部は冷ややかに、一部は震ふるえながら頷く。

　とりわけアリシアの怒りようといったらなく、パトリックがロートレック家の名を口にするたびに眉み間けんに皺しわを寄せ、まるで当人を前にしているかのように資料を睨にらみつけている。人ひと懐なつこく太陽のような笑顔で身分問わず親しく接する彼女らしからぬ様子に、怒いかりの度合いが窺うかがえる。

「アディさん、眼帯で生活がし辛づらいのか目測誤って扉とびらに挟はさまってました……。メアリ様に危害を加えようとし、アディさんに大変な思いをさせる。許せません！」

「アリシア、アディを想っているのはみんな同じだ。アディが扉に挟まった話はあとでゆっくりと事細かに聞くから、とりあえず今は落ち着いてくれ」

　しれっとアディの弱みを手に入れようとしつつ、パトリックがアリシアを宥なだめ、そして一同に向き直った。

　誰だれもが決意を瞳に宿し、各おの々おの次に開かれるアルバート家パーティーでの行動を考えている。捕ほ縛ばくに使う縄なわがどうの狩かるためには少し泳がせる必要があるだのと物騒な話ではあるが、それでもみなメアリとアディのことを想い、二人のために行動しようとしているのだ。

　アルバート家の名に平へい伏ふくしているわけでもなく、恩おん恵けいを期待しているわけでもない。ただ純じゆん粋すいに、彼女達のために。

　メアリ、きみも友人が増えたなぁ……。

　そんなことをパトリックが心の中で呟つぶやく。きっと本人に直接言えば「こんな騒そう々ぞうしい友人なんて御ご免めんだわ！」とでも言ってくるだろう、そっぽを向いて、ツンと澄すまして。そんなメアリの姿と、その隣となりで肩かたを竦すくめるアディの姿を想像していると、隣に座るアリシアが名前を呼んできた。

「パトリック様、今日は嬉しそうですね」

　と、その言葉にパトリックが僅わずかに驚おどろいて彼女を見る。

　曰いわく、先日はアルバート家の跡あと継つぎになることを隠かくされていたと不満そうに話していたのに、今日は何やら嬉しそうに見えるのだという。

　それを指し摘てきされ、パトリックがはたと己おのれの口元を隠すように押さえた。

　今まで冷静沈ちん着ちやくで通っていたはずが、どうにもここ最近は感情が表に出やすいようだ。取り繕つくろってはいるものの、今隣に座る最愛の伴はん侶りよにはお見通しなのだろう。

「……また顔に出てたか」

「はい。とても嬉しそうでした」

「そうか……。それはさておき、パーティーでの行動について話そうか」

　コホンと一度咳せき払ばらいをして、パトリックが話題を改める。

　なんとも分かりやすい誤ご魔ま化かしに、アリシアがクスクスと笑いながら愛いとしそうに「はい」と頷いた。










　そうして迎むかえたパーティー当日。

　メアリは真っ赤なドレスに身を包み、黒一色で仕立てたスーツを纏まとうアディと共にパーティーを堪たん能のうしていた。母の誕生祝いだ、来らい賓ひんに礼を告げ、普ふ段だん被かぶっている猫ねこにさらに血統書つきの猫を二匹ひきほど追加して被る。

　誰もが今のメアリを優ゆう雅がだと感じるだろう。日頃の奇き行こうが噓うそのように、今のメアリは『アルバート家の令嬢』なのだ。もっとも、優雅なのは外面のみ。内心は刻一刻と近付く発表の時を考えて落ち着かず、浮うき足立つような気分だった。

「良いいことアディ、このあとお父様が挨あい拶さつをする予定よ。そのあとに『娘むすめから話がある』って私達に繫つなぐから、そこで満を持して発表よ。どう、完かん璧ぺきでしょ？」

「旦だん那な様の素晴らしさは完璧です。見てください、あの仕立てたばかりのスーツ！」

「聞いて」

「さっき旦那様に『眼帯も様になってるな』って褒ほめて頂いたんですよ。俺、もうしばらくこれ着けてようかな」

「左側が死角になってるのを忘れたのかしら」

「やめてください」

　メアリが拳こぶしを握にぎることで脅おどせば、アディが慌あわてて謝罪の言葉を口にする。

　そうして視線をメアリに戻もどし「渡わたり鳥丼どん屋の話でしたっけ」とわざとらしく本題に戻った。相変わらず飄ひよう々ひようとした無礼な態度に、メアリが茶ちや化かされたと察して彼を睨みつける。

「確か、渡り鳥丼屋を発表すると同時に小屋を一軒けん吹ふっ飛ばすんですよね？」

「それはあんたが絶対にやめてくださいって止めたやつじゃない」

「そうでした。楽団が盛り上げるんですね」

　忘れてました、とあっさりと言いのけるアディに、メアリが恨うらめしそうに唸うなる。

　だが今は祝いの場、それも大事な発表を控ひかえているのだ。ここで怒ど鳴なってはいけないと自分に言い聞かせ、怒りをぐっと飲み込んだ。

　その瞬しゆん間かん「メアリ嬢」と横から声をかけられた。見れば若い青年がこちらに近付き、そして優雅に頭を下げる。誰だったかしら……とそんなことを思いつつも「どなた？」などと聞けるわけもなく、メアリもまた当たり障さわりのない挨拶と共に令嬢らしく品良く頭を下げた。

「少し貴女あなたと話がしたいのですが、お時間頂いてもよろしいですか？」

「え、えぇ構いません」

　男の誘さそいに、メアリが脳内の記き憶おくをひっくり返しながらも取り繕って答える。一向に男の記憶が蘇よみがえらないのだ。どれだけ遡さかのぼっても彼のことを思い出せない。だがそれを言えるわけもない。

　爽やかな見目の良さに反して声は低く掠かすれており、そのギャップは強い印象として記憶に残りそうなところだが、やはりピンとこない。

「それなら、どうか庭を案内して頂けないでしょうか。どこか落ち着いた場所で、二人で話がしたいのです」

　そう告げてくる誘いの言葉に、メアリが「でも」と呟いた。

　そうしてチラと横目でアディを見上げるのは、言わずもがな「彼がいるから」と訴うつたえて相手からの辞退を促うながしているのだ。

　社交界のパーティーにおいて、誘いに対して拒きよ絶ぜつするのは好ましくないが、パートナーがいる相手を無理に誘うのもまた好まれないものである。身分のある者ならばメアリのこの仕草で察し、ならば後日と諦あきらめるかアディも誘うかするだろう。

　だというのに、男はそんなメアリの仕草を見てもなお退ひく気配を見せず、

「貴女に話があるんです」

　と、しつこく食い下がってきた。

「あら、随ずい分ぶんと情熱的ね。それほど大事なお話なのかしら」

「えぇ、貴女の今後についてです」

　そうニッコリと微笑ほほえんで男が告げる。

　爽やかな笑え顔がおだ。見目も良く、愛めでるように細められた瞳が柔やわらかな印象を与あたえる。纏うスーツも一級品で、優雅に誘う様が堂に入っている。

　だが名前が思い出せない、そもそも会ったことがある人物だろうか？

「せっかくお誘い頂いたけれど、じきに父が挨拶をするの。娘の私が席を外すわけにはいかないわ」

　だから、とメアリが再度男の辞退を促そうとし……息を吞のんだ。

　男がメアリへと手を伸のばし、そしてアディがその腕うでを摑つかんだのだ。一瞬の出来事にメアリの目が丸くなる。なにせ、気付けば目の前で男の手が攻こう防ぼうと言わんばかりに鬩せめぎ合っているのだ。これを驚くなというのが無理な話、悲鳴をあげなかったことが幸いとさえ言える。

　そんな攻防だが、互たがいに周囲に気付かれまいとしているのか表情は冷静で、それでいて男の袖そでに皺が寄っているあたり満身の力を込め合っているのが分かる。男の腕を摑むアディの手は見てわかるほどに力が入っており、見ているだけでメアリの腕まで痺しびれそうなほどだ。普ふ段だんは優やさしく包んでくれるあの手が、これほどまでに凶きよう暴ぼうにものを摑むものなのか。

　賑にぎやかで楽しいこのパーティーにおいて、目の前で交かわされる鬩ぎ合いだけが冷ややかでいて熱い。その温度差についていけず、メアリが胸中のざわつきを落ち着かせるように胸むな元もとを押さえてアディを見上げた。

「この成り上がりが。もとは仕える身分のくせに、俺の邪じや魔まをするな」

　そう告げられる男の言葉は、囁ささやくような小声ではあるものの随分と威い圧あつ的だ。先さき程ほどまでの温和さもなければ柔らかな物もの腰ごしも感じられない。もちろん、爽やかさもない。

　そんな男の言葉に対し、アディは傷つくでも反論するでもなく、ただジッと錆さび色いろの瞳ひとみで男を睨にらみつけ、

「俺のお嬢じように触さわるな」

　と、低く唸るような声で返した。

　普段の彼らしくない、攻こう撃げき的で冷ややかな声こわ色いろ。荒あら々あらしさすら感じさせるその口調に、男の眉み間けんに寄っていた皺しわがより深くなる。そうして形の良い唇くちびるで紡つむがれるのは、忌いま々いましいと言いたげな、

「従者のくせに調子にのるなよ……！」

　という低く掠れた声。

　その声は耳障りとさえ言えるほどに不気味で、メアリが息を吞んだ。

「……貴方あなた、あの時の」

　男の声と言葉に、メアリが小さく声をあげる。

　市街地で聞いた言葉が脳のう裏りをよぎったのだ。突とつ如じよ現れた男に襲おそわれアディが負傷したあの時、去り際ぎわに不ふ審しんな男が放った言葉。

『女のくせに調子にのるなよ！』

　今男が発したものは、あの時の焼き直し、まるでアディに向けて言い直したかのようではないか。これほどに物ぶつ騒そうで品のない言葉、社交界で使うような人物は限られている。

　なにより掠れたこの低い声。この見目の良さで気付けずにいたが、忌々しさを含ふくんで凄すごまれた瞬間に全すべてが繫がった。

　アディもまたそれに気付いたのだろう、男を睨みつける錆色の瞳が鋭するどさを増す。そうして彼が告げる、

「二度も言わせるな。俺のお嬢に触るな」

　という言葉に、メアリが名前を呼ぼうとし……、

「メアリ様ぁー！」

　という声と共に抱だきついてきたアリシアの勢いに負け、吹っ飛ぶように倒たおれこんだ。

　それはもう見事に、無様なまでに、ベシャァと鈍にぶい音がしそうなほどに。

「な、なにごと……!?」

「メアリ様をお守りします！」

「貴女のそのタックルは防衛より攻撃に適してるわ！」

　あまりに突とつ然ぜんのことに、メアリが明後日あさつてな怒鳴り声をあげる。

　次いで瞳を丸くさせたのは、目の前にパルフェットがいるからだ。いや、正確に言うのであれば涙なみだ目めのパルフェットがいて、フルフルと震ふるえながら近付いてきてギュウと抱きついてきたからである。振しん動どうが伝わり、メアリまでもフルフルと震えだす。

「メ、メアリ様をお守りしまぁす……！」

「頼たよりないにもほどがある！」

　逆に庇ひ護ご欲を誘うわ！　とメアリが声を荒あららげ、抱きついてくる二人を剝はがす。もっとも、引き剝がしこそしたものの、立ち去ろうとする二人のスカートを摑んで引き留めるのは守ろうとしてくれたことが嬉うれしかったからだ。

　素す直なおに「そばにいて」なんて言えるわけがないけれど……。

　そうしてメアリが改めて場を見れば、先程まで倨きよ傲ごうに振ふる舞まっていた男は数人の警備員に腕を取られていた。

　それを指揮するのはガイナス。もとより体たい軀くの優すぐれた彼が厳しい顔つきで警備員を従える姿は妙みように様になっている。その隣となりに立つカリーナとマーガレットは華はなやかなドレスとは裏腹に随分と冷ややかに男を見つめ、カリーナに至ってはそっと警備員に近付くと「手のひらを上にして縛しばってください。そうするとジワジワ痛みますから」と末すえ恐おそろしいアドバイスをしている。

　先程までの攻防とは一転した光景にメアリが啞あ然ぜんとしていると、ふいに手を差し伸べられた。見上げれば錆色の髪かみが揺ゆれる。鋭かった同色の瞳は今は和やわらぎ、心配そうにジッとこちらを見つめている。

「お嬢、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え、えぇ大丈夫よ。アディ、貴方こそ怪け我がはない？」

「俺は大丈夫です」

　どうぞ、と促され彼の手に己おのれの手を重ねれば、軽く引っ張って立たせてくれる。次いでアディの手が軽く髪を撫なでてくるのは、崩くずれた髪を直しているのか、無事で良かったと安あん堵どしているからか。

　彼の手が髪を梳とくたび胸を占しめていた不安や驚きよう愕がくが緩ゆるやかに溶とけていくのを感じ、メアリが一度深く息を吐はいた。

　もう大丈夫、そう自分に言い聞かせる。

　そうして思考を切り替かえ、警備員に何やら話をしているパトリックへと視線を向けた。彼もまたこちらの視線に気付き、歩み寄ってくる。

「メアリ、怪我はないか？」

「あの男に負わされた、という意味なら怪我はないわ。でも、どこぞの王女様が突つっ込んできた事による怪我というなら、腰こしが痛いわ」

「アディ、お前も大丈夫だったか？」

　メアリの訴えを聞き流し、パトリックがアディを案じる。

　それに対して怒ど鳴なるのも今いま更さらだとメアリが溜ため息いきをつき、次いでいまだ捕とらわれている男へと視線をやった。捕ほ縛ばくされてもなお、忌々しいとさえ言えそうなほど鋭い瞳でこちらを見ている。

　だがその顔に覚えはない。ここまでされても、メアリの記き憶おくには男の名前はおろか何一つ思い出されないのだ。その程度の人物か、それとも全くの初対面か、それすらも分からない。

　だからこそいったい何事なのかとパトリックに視線をやれば、彼もまた冷ややかな視線で男を見み据すえた。

「大事にする気はなかったんだが、予想以上に早く接せつ触しよくしてきたからな。焦あせったよ」

「覚えがないわ。誰だれなの？」

「ロートレック家だ。聞いたことくらいはあるだろう」

　パトリックのその言葉に、メアリが小さく息を吞む。ロートレック家……その名前は憶おぼえがある。他ほかでもない、渡わたり鳥丼どん屋を開くために必要な流通ルート、その道の領主ではないか。

　話し合いの場で、忌々し気に家名を口にする声が脳裏をよぎる。

　中ちゆう途と半はん端ぱな舗ほ装そうで放ほうり出されたあの道とそれを嘆なげく男の顔が思い出され、自然とメアリの眉間に皺が寄った。

　それと共に、心の中で合が点てんがいったと呟つぶやく。

「私の計画を知って、辞退させようと脅おどしていたのね」

「大方、アルバート家の名前を恐れてのことだろう。調べたところ色々と疚やましい方面にも手を出しているみたいだしな」

　厳しい表情でロートレック家当主を見下し、パトリックが淡たん々たんと話す。

　それを聞き、メアリがチラとアディを見上げた。彼もまたこちらを見つめ、小さく一度頷うなずいた。きっと考えていることは同じなのだろう。

　色々と疚しい方面にも手を出している……。なるほど、だからあれほどまでに道が荒あれていたのだ。良からぬ輩やからが行き来していると家主が困っていたが、その良からぬ輩を先導していたのが他でもないロートレック家だったというわけだ。

　それを考えれば、メアリの中でふつふつと怒いかりが湧わく。

「メアリに尻尾しつぽを摑まれる前にと考えたんだろうな。正式な発表を直前に行動に出るとは、相当焦っていたと見える」

「なんて浅はかなの。家名なんて関係ないのに」

「関係ない？」

　どういう意味だ？　と不思議そうなパトリックの言葉に、メアリが男を睨みつけながら「関係ないわ」と念を押すように告げた。

「文句があるなら脅すなんて姑こ息そくな真似まねをせず、堂々と正面切って私に言いなさい」

「……メアリ」

「私は私のやりたいことをするの、そこに家名も性別も関係ないわ。邪じや魔まをするって言うならしてみなさいよ、売られた喧けん嘩かは全て買うわ！」

　騒そう動どうが静まった中、メアリの威い勢せいの良い啖たん呵かが響ひびく。

　今のメアリの姿は到とう底てい貴族の令れい嬢じようとは言い難がたいだろう。そもそも、胸を張って男を睨みつけるなど社交界に身を置く女性には許されない行動なのだ。それも、売られた喧嘩は買うなどと暴言付き。平時であれば「はしたない」と誰もが思うだろう。

　だがそれをやってのけるのがメアリ・アルバートなのだ。

　そしてそんな令嬢らしからぬ彼女の姿は、この場において清すが々すがしいまでの気高さを感じさせていた。皮肉な話、家名など関係ないと豪ごう語ごするメアリの姿は、その言葉に反して誰しもの目に『アルバート家の名を背負うに値あたいする』と映っていた。

　そのうえ、男が連れ去られるのを見届けるやメアリはパッと表情を変え、「とんだ邪魔が入ったわね」と切り替えてしまうのだ。その潔さ、あんな小物は歯し牙がにもかけぬと言わんばかりの態度。普ふ段だん通りのその仕草が、姑息に彼女を脅そうとしていた男との格の違ちがいを感じさせる。

　そんなメアリが伴はん侶りよであるアディを連れて、誰より注目を浴びる場へと向かうのだ。

「さ、ついに発表の時間よ！」

　と意気込むその表情に、誰もが胸に抱いだいていた疑ぎ惑わくを確信に変える。

　あぁ、やはり彼女がアルバート家を……と。そしてその未来に不思議と不安はなく、国一番の家を継つぐにはあれぐらい型破りな令嬢の方が良いのかもしれないと周囲が苦く笑しようと共に顔を見合わせる。

　そんな期待を一身に浴び、メアリがアディを連れて父の隣に並んだ。ポンと肩かたを叩たたいてくるのは、きっと話のバトンを受け渡す意味なのだろう。それを受け、メアリがゆっくりと周囲を見回した。

　皆みなが期待を抱きこちらを見つめているのが分かる。

　見ればパトリックが穏おだやかに笑い、隣に寄り添そうアリシアは瞳ひとみを輝かがやかせている。誰もが発表の時を心待ちにしているのが伝わり、メアリが隣に立つアディを横目で見た。

「アディ、待ちに待った発表の瞬しゆん間かんよ！　ほら御ご覧らんなさい、みんな期待しているわ！」

「……なんか食い違ってるような気がするんですよねぇ」

「あら、どうしたのよ」

「いえ、なんと言っていいのか分からないんですが。何かが違うような、大きな違いがあるというか、微び妙みようにずれているというか……」

「貴方あなた、意外と心配性しようだったのね。でも大丈夫よ、発表した瞬間に大盛り上がり間違いなし！」

「そうですかねぇ」

　今一つ歯切れの悪い返事をしてくるアディに、メアリが「大丈夫よ！」と言い切る。

　なにせ周囲の期待がひしひしと伝わってくるのだ。これ以上焦じらすのは失礼に感じられるほどである。だからこそスゥと息を吸い……、

「皆様、聞いてください！」

　と、元より集まっている注目をより己へと向けさせた。

　誰もが発表の時を心待ちにしていると分かる。だからこそメアリの胸も高鳴り、チラと横目で楽団に視線をやれば、まるで準備は整っていると言わんばかりに小さく頷いて返してきた。

　ちょっとしたハプニングこそあったものの、全すべては整った。

　待ちに待ったこの瞬間……！　そうメアリが歓かん喜きに震ふるえだしそうな昂たかぶりをグッと堪こらえ、




「ついに渡り鳥丼屋のオープンが決まりました！」




　と、市街地に渡り鳥丼屋を開くことを高らかに宣言した。




　その瞬間の冷め切った空気と言ったらない。




　誰もが啞然とし、そして徐じよ々じよに理解すると共に瞳を濁にごらせていく。中には盛大に溜息を吐き、眉み間けんに皺しわを寄せる者まで出始める。なまじっか楽団が予定通りに音楽を盛り上げてくれただけに、その温度差は一ひと入しおである。

　流石さすがにこれにはメアリも気付くというもので、周囲を見回し、そうして最後に傍かたわらに立つアディの服の裾すそをついと引っ張った。

「……ね、ねぇアディ、なんかこう、予想していた反応と違う気がするんだけど」

「うわぁ、パトリック様の瞳が濁り切ってる。アリシアちゃんまであんな表情を……」

　あまりの冷めきった空気、おまけに友人達は白けたと言わんばかりに溜息を吐いて顔を背そむけだす。日ひ頃ごろメアリが何をしようと興奮して絶賛していたアリシアまでもが、これはないと言いたげに視線をそらしているではないか。

　これにはメアリも意味が分からないと頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべ、

「なによ、なんなのよぉ……」

　と先さき程ほどの潔いさぎよい啖呵もどこへやら情けなく呟いた。










　あの冷え切った発表を終え、パーティーも元の賑にぎやかさを取り戻もどしてしばらく。

「二人共ここにいたのね」

　とメアリが声をかけたのは、麗うるわしいドレスに身を包むカリーナとマーガレット。先程の冷え切った空気の中でこそ瞳を細めて佇たたずんでいた二人だが、今はまさに令嬢といった様子でドレスの裾を摘つまむとメアリに挨あい拶さつをしてきた。それどころか、先程の発表がなかったかのように素す敵てきなパーティーだと賛辞を贈おくってくれる。

　これにはメアリも微笑ほほえんで返し、令嬢らしく謙けん遜そんまでしてみせた。傍はたから見ればなんとも麗しい光景ではないか。気品すら纏まとう三人の令嬢が優ゆう雅がに談笑、絵画のようだ。

「ねぇ、もし良ければ今から中庭に来てくださらない？」

「なにかあるんですか？」

「渡り鳥丼の試食会よ」

　はっきりとメアリが言い切れば、カリーナとマーガレットが瞳を細める。その表情が「せっかく忘れかけていたのに」とでも言いたげだが、その程度でメアリが臆おくするわけがない。

「ゆくゆくは貴女あなた達の国にも出店したいの！」と意気込んで二人を誘さそう。いかに陸続きの隣りん国ごくとはいえ、国が違えば好まれる味付けも変わる。カリーナもマーガレットも、メアリにとっては大事なアドバイザーなのだ。

　そんな意気込みに対し、二人の令嬢が肩を竦すくめると共に軽い謝罪をしてきた。曰いわく、これから用事があるのだという。

「あら、そうなの？」

「はい、先程の警備員から、いかに素早く、そしてジワジワと痛めつけて縛しばり上げるかを教えて欲しいと言われてまして」

「そう、もはや頑がん張ばってねとしか言いようがないわ。マーガレットさんは……あ、良いいわ、言わなくても分かるから」

「はい、バーナードです」

「何も聞いてない」

　優雅に微笑みながら宣言する二人に、思わずメアリの頰ほほが引きつる。

　片や凍いてつくほど冷ややかで、片や燃え上がる熱意を瞳に宿している。どちらも気品があり美しい微笑みだが、纏う温度差といったらない。思わずメアリがフルリと体を震わせ「今日はお母様のパーティーだから程々にね」と告げた。この忠告に効果があるかは定さだかではない、なにせ二人から漂ただよう冷気と熱気が尋じん常じようではないのだ。

　そんな中でもメアリが小さく笑えみを零こぼしたのは、カリーナとマーガレットが会場を見回し、まるで揃そろえたかのように「リリアンヌさんは？」と尋たずねてきたからだ。今回の件に関して彼女の働きに一目置き、声をかけてやろうとでも考えたのか。

　だがあいにくとリリアンヌはこの会場に足を踏ふみ入れることなく北へと戻ってしまった。協力出来ただけで十分だと、パーティーに招いてもらえる立場ではないと、そう己おのれの過去を省かえりみて辞退したのだ。

　一時はエレシアナ大学で男を侍はべらせて頂点に君臨していた者の末路、そう考えれば哀あわれにさえ見える。

　もっとも、切なげに辞退するリリアンヌに対して、メアリは同情することもなくニヤリと笑って「早く帰って褒ほめて貰もらいなさい」と一筆認したためてやった。

　もちろんそれは彼女の帰りを北の大地で待つ者がいるからだ。メアリのために働いたと知れば、彼はきっとリリアンヌを褒めてやることだろう。二人が今どんな関係にあるかは分からないが、ポッと頰を染めて手紙を受け取るリリアンヌの表情を見るに、頭を撫なでて貰うぐらいは出来そうではないか。

　それを話せばカリーナとリリアンヌが顔を見合わせ、そして苦笑と共に肩を竦めあった。いまだ彼女の事は許せないが、かといって不幸を願うわけでもない。遠い地で幸せならそれで良いか……と、二人の表情がそう語っている。

　なんとも天あまの邪じや鬼くな令れい嬢じよう達ではないか。思わずメアリが笑みを零し、今度手紙でも書いてやったらどうだと提案しようとし……、

「それじゃメアリ様、捕縛のラン練習台ダルも届いたみたいなので失礼します」

「私も、さっきからバーナードがチラチラと私を……私だけを見ているので失礼します」

　と颯さつ爽そうと去っていく二人の背を何も言えずに見送り「みんな幸せってことよね」と結論付けて中庭へと向かった。







「あそこまで意味深に勿もつ体たいぶって渡わたり鳥丼どん屋なんて、まったく相変わらずメアリの思考は常識の別次元をいってるな。……あぁ、でも確かに悪くない」

　とは、上品な所作で渡り鳥丼を食べるパトリック。シンプルどころか飾かざり気のない渡り鳥丼も、彼が上品な手つきで口にすると一級の料理に見えるから不思議なものだ。

　そんなパトリックの隣となりでは、

「私達、てっきりメアリ様とアディさんがアルバート家を継つぐのかと思ってたんですよ……それなのに渡り鳥丼屋。あ、本当に美味おいしい。おかわり、おかわりください！」

　とアリシアが美味しそうに渡り鳥丼を食べている。一口頰ほお張ばっては表情を綻ほころばせまた一口と、まさにスプーンが止まらないと言わんばかりではないか。健康的な食べっぷりは元々の愛らしさと微笑ましさが合わさって、渡り鳥丼の魅み力りよくを更さらに引き立てている。

「確かに大事な発表ですが、まさか渡り鳥丼屋……。美味しいですぅ」

「一等地にオープンとなれば重大な発表ですが……。本当だ、これなら他国でも人気が取れそうですね」

　とはパルフェットとガイナス。二人で渡り鳥丼を堪たん能のうしつつ、自国で出店するなら流通ルートはどうの、店の場所はどうのと話している。

　そんな現在地はアルバート家の庭園。

　あの冷え切った発表を終え、庭園にテーブルを構えて渡り鳥丼の試食会である。

「だから、アルバート家を継ぐ気はないって言ってるじゃない。それを勝手に勘かん違ちがいして……。というか、なんだかんだ言いつつ皆みんなしっかり味わってるじゃない」

　とは、そんな試食会を見守るメアリの恨うらみがましい言葉。

　そうしてコホンと咳せき払ばらいをして、いまだ文句を言ったり渡り鳥丼を堪能したりと楽しく過ごす面々に視線をやる。

　聞けば、彼らはメアリがアルバート家の跡あとを継ぐと勘違いし、そのうえこのパーティーで発表するとまで考えていたらしい。そしてそれを邪じや魔ましようとするロートレック家を捕つかまえようとし、アルバート家の一室に集まり手て筈はずを整えていたというではないか。

　パトリック達が集めたという証しよう拠こを突つき付けられたロートレック家もまた、メアリがアルバート家の跡継ぎになると勘違いし、だからこそ辞退させようと脅おどしていたのだと自白した。

　これにはメアリも溜ため息いきしか出ない。

　なにせメアリはあくまで渡り鳥丼屋のために行動し、渡り鳥丼屋のためにあれこれと手配していただけなのだ。ロートレック家が違い法ほうの取引に使っていたというあの道も、メアリは渡り鳥丼屋のために目をつけ、渡り鳥丼屋のために話し合い、渡り鳥丼屋のために治安を正したに過ぎない。当然、ロートレック家の違法など全く気付いていなかった。




　つまり、誰だれもがまったくもって見当違いだったということだ。

　これ以上の疲ひ労ろう感かんを感じさせる結論があるだろうか。




　それを溜息交じりに嘆なげけば、隣に座るアディがクツクツと笑いだした。悪戯いたずら気なその笑みに、メアリが──どうせ効果はないと分かっていても──彼を睨にらみつけた。

「なによ失礼ね」

「いえ、やっぱり今回も空回ったと思いまして」

「ふん、今回はたまたまこうなっただけよ！　流石さすがの私も時には失敗をするわ。時には、だけどね」

「カレリア学園時代の『目指せ没ぼつ落らく』」

「やめて」

「エレシアナ大学時代の『私は傍ぼう観かんに徹てつするわ』」

「やめて」

「そして今回追加の『渡り鳥丼屋を邪魔する組織の仕し業わざ』」

「やめてってば！」

　きぃ！　と喚わめいてメアリがテーブルの下でアディの足を蹴けっ飛ばす。

　そうして怒いかりを露あらわにそっぽを向きつつ、それでもチラと横目でテーブルを囲む面々に視線をやった。




　結論を言えば、見当違いの勘違い。だけど彼等は自分を案じ、そして行動してくれたのだ。

　それはきっとメアリがアルバート家の令嬢だからではなく、彼等の友人だから……。家名も何も関係なく、友人の危機に奮い立ってくれたのだ。

　それを考えればメアリの胸になんとも言えない感情が湧わく。だがそれを素直に言い出すことも出来ず小さく唸うなれば、異変を感じ取った誰もが不思議そうに様子を窺うかがってくる。

　だが今のメアリにはそんな視線もまた気き恥はずかしさを増させ、ツンと澄すましてそっぽを向いて、

「……か、感謝してないこともないんだからね」

　と告げた。

　なんとも分かり難にくく、そして天邪鬼にもほどがある言葉ではないか。だがこれこそ、アルバート家の令嬢ではなく、ただのメアリ・アルバートが精せい一いつ杯ぱい素す直なおになって紡つむいだ感謝の言葉なのだ。

　これには誰もが目を丸くさせ、次し第だいにクスクスと柔やわらかな笑みを浮うかべた。










　そんなパーティーを終えて、アディと二人で庭園を歩く。

　屋や敷しきの中では後片付けが開始され慌あわただし気な声が続くが、広い庭園を少し歩けばそれもどこか遠くに感じられる。

　ザァと吹ふき抜ぬける風が木々を揺ゆらし、メアリの銀の髪かみがふわりと揺れた。なんとも令嬢らしく美しい光景だが、今のメアリはわざとらしく髪を押さえてそれを堪能することもなく、

「なによ、みんなして十分すぎるほど食べてたじゃない！」

　と友人達に対する怒りを露わにしていた。

　もちろん渡り鳥丼の試食会のことである。

　てっきりアルバート家の跡を継ぐと思っただの、それがまさか渡り鳥丼屋なんてだのと彼等は散々文句を言っていたが、それでも出された渡り鳥丼はペロリと平らげていた。それどころか、アリシアに至ってはよっぽど気に入ったのかおかわりまでしていたのだ。

　渡り鳥丼が好評だったことは嬉うれしくもあるのだが、発表の瞬しゆん間かんの白けた空気を思い出せば不服でもある。だからこそブツブツと呟つぶやくように訴うつたえれば、そんなメアリの心境が手に取るように分かるのだろうアディがクスクスと笑った。

「……その笑えみは、なにか言いたいのかしら」

「いえ、なんでも」

　ニンマリと笑むその表情のなんと憎にくらしいことか。

　思わずメアリが唸るようにアディを睨みつけ、「そもそもねぇ」と怒りの矛ほこ先さきを彼に定めた。

「そもそも、なによ『俺のお嬢』って！　いつ私があんたのものになったのよ！」

「そんなこと言って、本音は？」

「男らしさに思わずうっとり」

　熱っぽい吐と息いきを漏もらしてメアリが頰ほほを押さえる。

　なにせあの瞬間のアディは勇ましく、普ふ段だんの彼からは考えられない荒あらい口調がまた男らしさを感じさせた。鬩せめぎ合いを前に不安と困こん惑わくが占しめていたメアリの胸も、そんなアディの姿に高鳴ってしまったほどだ。

　思い出すだけで頰が熱を灯ともす……。

　ほぅと熱っぽい吐息を漏らすメアリの反応に、アディが穏おだやかに笑いながら風にふわりと揺れる銀糸の髪に手を伸のばした。指で絡からめて、そして指先で頰をくすぐってくる。

　その甘さにメアリが心地ここち好よいと瞳ひとみを細め、次いでポツリと呟かれた「俺は……」というアディの言葉に、頰に触ふれる手に擦すり寄るようにして彼を見上げた。

「俺はお嬢じようが生まれた時から……いや、生まれる前から貴女あなたのものでした」

「……アディ」

「夫ふう婦ふになってもそれはずっと変わらない」

　そう話すアディの声こわ色いろは穏やかでいて、どことなく熱っぽい。それに不思議と耳をくすぐられるような感覚を覚え、メアリが小さく吐息を漏らした。

　彼の錆さび色いろの瞳が細められる。片目を覆おおった眼帯のせいか、それとも二人きりというこのシチュエーションのせいか、微笑ほほえまれると思わずメアリの胸が高鳴った。

「俺はずっとお嬢のものです。だから、お嬢も俺のものになってください」

　そう真っ直すぐな錆色の瞳で請こわれ、メアリが小さく息を吞のむ。だが次いで吹き抜ける風に髪を押さえ、そして笑みを零こぼした。「馬ば鹿かね……」と呟き、頰に添そえられた彼の手に己おのれの手を重ねる。

　アディはずっとそばにいた。そしてメアリのために生きてきた。それはメアリが生まれる前から、それどころかまだ母のお腹なかにいて、性別すらも分からなかった頃ころからのことだ。そして今この瞬間も、そしてこれからもずっと変わらず隣となりにいてくれる。

『貴女の隣が俺の居場所です』

　そう情熱的に告げてくれた彼の言葉が脳のう裏りをよぎる。

　確かに彼は私のものだ、そうメアリが心の中で呟く。だけど……、

「馬鹿ね、アディ……」

「お嬢？」

「とっくの昔から、私だって貴方あなたのものよ」

　そう笑いながらメアリが返せば、アディが嬉しそうに瞳を細め、そして誘さそうように顔を寄せてきた。

　その意味を察してメアリもまた応こたえるように瞳を細めれば、唇くちびるに柔らかな感覚が伝い、それが全身に満ちて胸が甘くとろけていく。

　そうしてゆっくりと唇が離はなされ、代わりにアディの手が腰こしに添えられ抱だきしめられた。苦しくないように優やさしく、それでいて逃にがすまいと強く。優しさと強ごう引いんさを交えたその抱ほう擁ようが更さらにメアリの胸を熱く焦こがす。

　そのうえ、彼の錆色の瞳がジッと見つめて再度のキスを強請ねだってくるのだ。抗あらがう理由もないとメアリがそれに応え、先程より幾いく分ぶん深い口付けと、そして背を押さえていた手がスルリと下がり、絡めるように手を繫つながれてうっとりと酔よいしれた。

　両の手を、それぞれ指を絡めて交かわす。時折くすぐるように動かされては包み込むように握にぎられ、それがまた堪たまらなく心地好い。

　なんて甘くて熱い……拘こう束そく。

「これは、節度防止！」

　拳こぶしを放てない！　とメアリが声をあげれば、してやったりとアディが笑う。

　次いで顔を寄せて、再びキスを強請ってくるのだ。こうもガッチリと両手を握られてはメアリも拳を唸らせることが出来ず、大人しくキスを受け……。

「……頭ず突つき、か」

　と最終手段をポツリと口にした。

　それを聞いたアディが慌あわてて手を離したのは言うまでもない。

「すみませんでした！　ちょっとばかし調子にのりました！」

「問答無用！　覚かく悟ごなさい！」

　身構えるアディに、メアリが拳を握る。そうして拳をアディの脇わき腹ばらに埋うめ……はせず、衝しよう撃げきを覚悟し目を瞑つぶる彼の隙すきをついて、ヒョイとその首元へと腕うでの進路を変えた。

　ギュッと抱きつき、もとより近いこの距きよ離りを更に埋めるように身を寄せる。仕上げにとメアリからキスをしてやれば、一撃食くらうと覚悟していたアディがパチンと錆色の瞳を瞬まばたかせた。

　そうして、どちらからともなくそっと唇を離す。

　してやったりとメアリは笑うも、対してアディは不意打ちのキスに顔を赤くさせた。

「……本当、お嬢には敵かないませんよ」

「あら当然じゃない。私を誰だれだと思ってるの？」

　ふふんとメアリが銀糸の髪を片手で払はらって得意気に告げれば、アディが楽し気に笑って、

「アルバート家のご令嬢です」

　その言葉にメアリが満足気に頷うなずきつつ、そっとアディへと手を伸ばした。眼帯を外して指先で彼の目元を撫でれば、錆色の瞳が心地好さそうに細められる。そんな彼の瞳を見つめ、メアリが「それで？」と悪戯いたずらっぽく笑って続きを促した。もちろん、メアリはアルバート家の令嬢だが、アディにとってのメアリはそれだけではないからだ。

　だからその答えをと強請る様に見上げれば、意図を察してアディもまた笑い、

「貴女はアルバート家の令嬢で……俺の大事なお嬢です」

　と軽いキスを──拳で咎とがめられない程度の軽いキスを──してきた。
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　あとがき




　こんにちは、さきです。

『アルバート家の令嬢は没落をご所望です３』をお手に取って頂き、ありがとうございます。

　みんな幸せにしたい！　という思いで書いた女の子達のお話や、ネタが尽つきずに書き続けていた短編が一冊の本になりました。

　メアリとアディの甘々な夫婦と、相変わらずな友人達のお話、いかがでしょうか？




「テントウムシの話を入れたい」という私の意見を笑いながら聞いてくださった担当様。

　今回もイラストを担当してくださった双ふた葉ばはづき様。またアルバート家のキャラクターを描えがいて頂けることが嬉うれしくてたまりません。

　そしてこの本に関かかわってくださった方々。

　なにより、この本を読んでくださった全すべての方へ、




　本当にありがとうございました！




　それでは、またお会いできることを願って。


さき　　


















電子書籍特典ショートストーリー

アルバート家の小さな令嬢は友情をご所望です










「アルバート家の令嬢なんてつまらない。頼まれたってなるもんじゃないわ」




　プクと頰を膨らませて訴えるメアリに、それを聞いたアディがいったい何の話かと目を丸くさせた。

　国内一のアルバート家に生まれて一級品に囲まれて育ち、今も九歳のバースデーパーティーの計画を立てたばかりだというのに、今の彼女はそのパーティーすらもつまらないと言いたげなのだ。

「どうなさいました、お嬢様」

　アディが問えば、メアリがふんとそっぽを向いた。

　それに合わせて彼女の銀の髪が揺れる。ふわりではなく、強固な縦ロールなのでブンと豪快に。

　そんなメアリの髪型を、アディが心の中で『ドリル』と呼んでいることは内緒である。主人であるアルバート家の令嬢に対し、そんな失礼なことを言えるわけがない。従者の役目は、忌々し気に己の髪を睨む主を宥めることなのだ。

「お嬢様、そんなに我が儘を言っては旦那様や奥方様が悲しみますよ」

「……でも、本当につまらないんだもの」

「つまらないって、そんな……」

　拗ねるようなメアリの言葉に、アディが不思議そうに首を傾げた。なぜ「つまらない」のかがさっぱり分からない。

　幼いとはいえメアリはアルバート家の令嬢。暇ならば舞台を観に行くことも出来るし、外出が億劫ならば屋敷に楽団だって呼べる。彼女が今この瞬間に茶会を開くと決めれば、アディは急いで用意をせねばならない。

　そしてアルバート家の令嬢が求めたとなれば、どこの楽団も家も喜んで屋敷に飛んでくるだろう。どんな予定があったとしても、アルバート家の令嬢の誘いより勝るものはない。

　舞台も楽団も、茶会だって、メアリの一言で一瞬にして用意される。そして一瞬でありながら、その規模は国一番なのだ。いったいどうして、そんな恵まれた環境を「つまらない」などと言えるのか。

　そうアディが問うも、メアリは依然として拗ねた表情のままだ。

「それでも、つまらないわ」

　と、そう答えてくる瞳は伏せられ、切なげにさえ感じらせる。

　これで風が吹いて彼女の髪を揺らせば憂いを帯びた令嬢なのに……とアディが心の中で考えるのは、今この瞬間でも彼女の銀の縦ロールはビクともしないからだ。その堂々たるロールの力強さ、まさにドリル。いや、合金ドリルとさえ言える。

　……もちろん、口に出しては言わないでおくのだが。

　なにせメアリはアルバート家の令嬢。従者のアディはもちろん、他家の者だって彼女にそんな口を……と、そこまで考えてアディが僅かに目を丸くさせた。そうか、と小さく呟く。

　アルバート家は他家の追随を許さぬ国一番の名家。メアリはそのアルバート家の令嬢。

　誰だって、それこそ老若男女問わず、その家名に平伏し彼女の機嫌を損ねまいと接する。まるでお姫様のように。

　とりわけメアリはあのダイス家の嫡男パトリックとの婚約を噂されているのだ。同年代の令嬢達は皆彼に憧れており、だからこそメアリを羨む。もちろんそれもアルバート家の権威が恐ろしくて口に出来るわけがないが。




　アルバート家に対する敬意と、その権威に対する畏怖。そしてメアリへの嫉妬。そういったものが幼いメアリの周りに渦巻いており、彼女と周囲に溝を作っている。




　年相応にはしゃいで遊び、家名も何も関係なく友として分かり合える者が一人もいない。これはさぞやつまらないだろう。……いや、つまらないのではなく、きっと彼女は寂しがっているのだ。

　そうメアリの胸の内を想い、アディが分かりやすく溜息をついてみせた。

「そんな我が儘を言っていると……。今より髪が巻かれてしまいますよ」

　そんなアディの言葉にメアリがキョトンと目を丸くさせる。

　次いで慌ててアディを見上げるのは、今聞いた言葉が信じられないからだ。

「……アディ？」

「アルバート家の令嬢なのにつまらないなんて、そんな事を言っているからお嬢様の……お嬢の髪はドリルなんです」

「な、なによお嬢って……ドリル!?」

「えぇ、ドリルです。そりゃもうドリドリと立派なドリルじゃないですか」

「失礼にも程があるわ！」

　キィ！　とメアリが喚く。

　次いで彼女は怒りを露わに「みてなさい！」と訴えると、机の引き出しから便箋とペンを取り出した。シンプルながらに上質と分かる便箋、それを前にペンを握る彼女の表情は潑剌としており、怒りのわりにはどこか楽し気でもある。

「お嬢、何をするんですか？」

「『解雇状』を書くのよ！」

「解雇状？」

「そうよ、今ここで書き上げてお父様に渡しに行くの。今更謝ってももう遅いんだからね！」

　ドヤッとメアリが胸を張る。

　いったいどこで『解雇状』などという言葉を覚えたのか。だがその言葉が従者にとって何よりの弱点であると知っているらしく、得意げなメアリはペンを握るとそっと便箋に走らせ……はせず、書き出しの文字で躓いた。彼女の眉間に皺が寄る。幼く愛らしい顔つきながらに険しくなる。

「……アディ、解雇状ってどうやって書くの？」

「この状況で俺が教えると思いますか？」

「教えなさい！」

　命令よ！　とメアリが声高に告げれば、アディが仕方ないと肩を竦めた。




　そうしてアディに教わりながらメアリが手紙を書き……「出来た！」と嬉しそうに声をあげた。

　便箋にはつたない文字が綴られており、それを彼女が満足そうに見つめる。

「難しい言葉がいっぱいでよく分からないけど、これが『解雇状』なのね」

「えぇそうですよ。それを旦那様にお渡しすれば……」

「お父様に渡せば？」

「俺の給金が上がります」

「謀ったわね！」

「あと、今夜のデザートがイチゴのタルトになります」

「……ふむ、それはなかなか」

「そしてそのイチゴのタルトを俺も食べられます」

「やっぱり謀ったのね！」

　なんて従者なのかとメアリが咎めるように訴えるも、アディはしれっとした態度で、それどころか小さく舌を出してみせる始末。

　これにはメアリも唸りをあげ、次いで開き直る様に不敵に笑った。なんともアルバート家の令嬢らしからぬ応戦的な笑みであり、そして楽し気である。

「みてなさい。いつか自分で解雇状を書き上げて、アディを辞めさせてみせるんだから！」

　そう高らかに宣言し、メアリが立ち上がった。

「お茶にするわ、用意してちょうだい」

「はい、今すぐに」

「お茶の片手間に、従者とはどうあるべきかを教えてあげる。……だから、二人分用意しなさい」

　ツンと澄まして告げ、それどころか「早くしなさい！」と急かしてくるメアリに、アディが錆色の瞳を細め……そして「畏まりました、お嬢」と恭しく頭を下げた。

　そのわざとらしい態度に、メアリが「なんて無礼な従者なの」とぼやく。

　そうして書きたての『解雇状もどき』を机の引き出しにしまった。記念すべき一通目である。
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